









































この世界で９番目ぐらいな俺、異世界人の監視役に駆り出されました２
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　４月の終わり。

　かなり春めいた青空が広がるユグレー大陸。

　冷たかったはずの風は完全に姿を隠し、心地よい暖だん風ぷうだけが辺りにそよぐ。

　またさらわれ吹かれてきた鮮やかな花びらたちが、新たな季節の到来をより印象づけた。

「──ほうSee、あれがハーレンス王国の首都ですか」

　ただそんな暖かな気候に相反するように、女性の冷々とした、淡々とした──無機質な一声が辺りに響く。

　暗い白栗クリーム色をした髪もまた、華やかに色づく春の中では浮いているように思えた。

「まさかワタシがクレスの手伝いをすることになるとは。ただ彼は我が宗教で唯一の信者、たまには助力してあげるのでも良いでしょう」

　視線の遠く薄うつすらと見える先には王都が。

　近頃勇者を４人も召喚した話題の国だ。

　彼女の仲間……もとい銀髪の信者は今はそこで任務遂行中であり、

　今回は──

「今回こそ、信者を獲得すべく大いに〝布教〟をするとしましょう」

　組織の長たるⅠエリザに言われ信者クレスの応援に来た。

　しかし彼女は素直に命令に従い仕事だけする性分は持ち合わせていない。

　その脳裏をまた別の思惑が大きく占領する。

「ただかなり大きな都市と聞きますし一人で布教活動をするのは……そうだ、この際クレスに手伝ってもらうのもアリですね。そうしましょう。流石さすがナイスアイディアですワタシ」

　黒と白を基調とし、所々に銀をあしらった特異な服装。

　要所要所につけた首チヨー輪カーや指輪リングがよりその奇抜性を引き立てる。

　背には十字架が描かれた巨大な黒くろ棺ひつぎを。

　棺の中には旅たび路じの道具等、そして大昔に亡なくした──

「さてYee、参りましょうかGoing on」

　目的地はもうすぐ、止まっていた足がまた大地を闊かつ歩ぽする。




　彼女は人間ではない。

　６という数字を冠した意思持つ〝災厄〟である。

　今般、『消失ロスト・神殿テンプル』と呼ばれし災厄が王都に襲来する──
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　クラリス・ランドデルク。

　彼女は艶やかな長いブロンドヘアと白磁の肌を持つ、細工物のように美しい容姿。

　それでいて性格も温厚、また王族に次ぐ公爵家の長女という身分でもあり、学園では生徒会長をも務めている。

　つまるところ全てが〝完璧〟な少女であった。

　そしてまた〝平凡〟を求める少女でもあった。

　束縛のない自由な人生、それは持ちすぎた彼女にとっては何よりも遠いモノである。

　願ったところで叶かないはしない。

　このことを賢いクラリスは幼少期の時点で悟っていた。

　だが──革命へんかは突然起きる。

　恋は稲妻、そんな幻想的かつ創作的な言葉を体現するが如ごとく。

　煌きらびやかな銀髪を揺らし、不思議な魅力を纏まとった少年が彼女の前に現れたのだ。

　クラリスはここに出で逢あう、自分の人生を変える存在と──




「入学式の手伝い、無事に終わったそうだな」

「とっくに終わってますよ。今回も問題なく進められました」

　お父様に言われるまでもなく、生徒クラリス会・ランド長デルクとしての役目は全うできた。

　……ただ正直、今年は勇者がいるからと不安を感じていた自分もいる。

　が、今のところは順調も順調。新学期は無事に始まったと言えた。

「クラリスは本当に優秀ね。当時のこの人とは似ても似つかな──」

「っごほん！　オレの昔話は別にいいだろう」

「あらあら、恥ずかしがっちゃって」

　……また始まった。

　両親による恒例のイチャイチャタイム。

　子わたし供たちの前でもお構いなし。

　お父様とお母様は相変わらず仲が良い……いや良すぎるくらいで……

「はぁ。それにしてもシルクも２週間後には12歳か……」

「はい父様！　僕だってもう中等部生です！」

「うぅ、子供の成長は早いものだなぁ……」

「泣かなくてもいいじゃないですか。それとシルク、口に食べ物を含みながら話すのはマナー違反です」

　現在は夕食の真っ最中。

　お母様が言うことはもっともだけど、それなら食事中にイチャつくのも少しは控えて欲しい。

　別にその行為自体は悪いことではないけど、見ていてやはり気恥ずかしくなるのだ。

「はーい！　気をつけまーす！」

　そしてふてくされることもなく明るく返事をするのが私の弟、シルク・ランドデルク。

　弟は本当に可愛かわいい。

　天てん真しん爛らん漫まんな性格もそうだが顔立ちも女の子のよう。

　というか同年代の女子たちよりも絶対可愛い。

　ただ、本人はもっと男らしくなりたいとかで……

「ん？　なに姉様？」

「シルクはずっとそのままでいいんですよ」

　そのまま天使に育ってください。

「？」

　じっと見ていたからだろう、首を傾かしげて不思議そうな面持ちをする。

　尊とうとさで弾けそうになる心臓を抑えつつ、我ながら良い声で諭す。

　……あ、そういえば。

　男らしくなりたい、似たような台詞せりふを違う人物からも聞いていた。

（──クレス君、か）

　初めましては入試で助けた時で、身分を全く気にしない少し変わっている人。

　受かりますようになんて思っていたらまさかの実技入試１位通過。

　その時の職員会議はずいぶん盛り上がったとか。

　ちなみに１年生たちは現在進行形で林間合宿へ。

　自分が行ったのはちょうど２年前で……なんだか懐かしい。

「改めてだが、シルクの誕生日祝いで舞踏パーテ会イーが開かれる。準備は各自で進めておいてくれ」

「はい」

「はーい！」

「それとクラリス、お前のパートナーの件についてなんだが──」

　っ、そのお話ですか……

　私は今年で17歳、両親の配慮で許いいな嫁ずけはいなかったが期限は着々と迫っている。

　既に沢山の家から話が来ている状況だ。

「他の公爵家、エイデンスト家の長男なんかどうだ？」

「嫌、です……」

「お前はそればかりだなぁ」

「クラリス、あなたも貴族です。想おもい人びとがいないならいないで、そろそろ決断をなさい」

　この貴族世界では珍しい話だが、私の両親は政略結婚をそう推していない。

　自分が信じられる、好きになった人物であれば誰でも良いと言うのだ。

　それは長男で跡継ぎであるシルクがいるからこそだろうけど……

「いつまでも相手を見つけられないとなれば、見合いしかありません」

「周りからの圧力もあるんだ。舞踏会に一緒に参加できる人がいないなら──」

　両親の配慮や考えを全てを理解しているからこそ、それ以上は聞きたくない。

　確かにこれまで逃げるだけ逃げて、想い人ができたためしはなかった。

（──でもようやく）

　多少なりとも、本当の自分を見せられる人物が現れた。

　……ただ彼とは出会ったばかり、すぐお付き合いするような間柄ではないし、そもそも私はあくまで彼のことを、き、気に入っているだけ。すこーし気にしてるだけ！

　好きとかそんなんじゃ……

（喋しやべったのだってたった２回だけ。お互いのことだって全然知らないし、）

　だからこのタイミングで彼の名前を出すようなことは──

「あれ？　姉様ってお付き合いしてる人がいるんじゃないの？」

「「「え──？」」」

　若干重苦しくなってきたこの空気を打ち破ったのは弟のシルク。

　突然の発言に仰天、私も両親も動転してまったく同じリアクションをする。

「だって最近部屋でニヤニヤしながら『これは運命の出会い』とか『ここからラブロマンスが始まる』とか１人で色々───」

「す、すす、ストップ！　ストップですシルク！」

「隣の部屋にいてもブツブツ聞こえるんだよね。確か相手の名前は──ングッ!?」

「はいはい。もう大丈夫です。大丈夫ですから」

　要らぬことばかり喋る口を少々強引に塞ぐ。

　アップテンポで高鳴る心臓、血流が加速しだすのがハッキリ分かる。

（ま、まさか私の妄想がシルクまで聞こえていたとは……！　迂う闊かつでした……ッ！）

　これでも童話の類はよく読む。というか凄すごい読む。

　一番好きなのは……ベタだが身分違いの恋というやつ。

　そこにクレス君と自分を重ね、壮大なラブロマンスを脳内に描いて、

　って待った待った！

　さっきも言った。彼は異性として少し気になってるだけで別に好きとかじゃない。

　あくまで……そう！　お気に入りの後輩、的な？

　ただ妄想しすぎて内容が口から出ていたことは反省、恥ずかしさより情けなさを感じてしまう。

「クラリス……」

「ひゃ、ひゃぃ、じゃなくて……はい！」

「……まさかパパに黙って付き合っている人がいるのかい？」

「えーっと、そのぉ……」

　──ど、どうする私!?

　シルクが正直者であることは誰でも知っている、噓うそなどついたためしがない。

　だからこそ、お父様もお母さまも真剣な眼まな差ざしを向けるんだ。

　ここで答えられなければ婚約者は貴族の誰か、好きでもない人を相手にさせられるかもしれない。

（……ごめんなさいお父様、お母様、そして──クレス君）

　もうこれ以上、このことから目を背け続けることはできない。

　だから、決めた。

「お父様、お母様、実は……」

　息を整え、胸を張り堂々と、あたかも本当のことのように私は言った。

「──私には今、お付き合いしている方がいます」





※






　クラリス・ランドデルクは完璧な貴族である。

　一介の平民たる自分、クレス・アリシアには縁もゆかりもない人物……のはずだった、

「結婚してください！」

　──それがどうしてこうなったのか。

「え、あの……け、結婚ですか？」

　大賢者との一戦を経て、つい数分前までは学園長たちからメンド……ありがたーい賛辞を受けていた。

　それでやっと終わったと部屋を出れば廊下で突然のプロポーズである。

「すいませんクラリスさん、そういうイタズラ？　は止やめた方が……」

　まさか騙だまされるような奴やつはいないだろうけどさ。

　何度か喋り、助けられたことがあるから面識はあるけど、まさか急にこんなことを言われるとは──

「い、イタズラじゃないです！」

　ただ若干前のめりになって否定する生徒会長様。

　その青い瞳はカッと大きく開き、本当なんですと見えない圧が。

（だからってガチなプロポーズをされる理由もないし、そもそも会うのだって３回目？）

　……まぁとりあえず、これまでの流れを思い出してみよう。

　・勇者を監視しに王都に来ました。

　・潜入などして勇者の観察をしました。

　・学校行事の１つ、林間学校では大賢者を倒し色んな人に褒められました。

　・やっと外に出れたと思ったらクラリスさんに久しぶりの再会。

　……そしてなぜかプロポーズをされた、と。

　うん、わけ分かんない。

「えっと、ここで急に呼び止めた私が悪いんですけど、よろしければ場所を移しませんか？」

「でもまだ授業中で……」

「いいですいいです。生徒会長権限でなんとかしますから」

「生徒会長にそんな権限が!?」

　でもそれ──

「普通に職権乱用のような……」

「これはとても良い使い方ですよ？　何かおかしな点がありますか??」

「……な、ナイデスー」

　キラキラした瞳で問い返してくるのが逆に……これは大人しく従った方が良さそうだ。

「なら決まりです！　レッツゴー！」

「お、おー……？」




　……と、そんなわけで野外にやって来ました。

　入学後に初めてクラリスさんと会った離れの広場。

　そして食事中の勇者を盗撮するポイントとして選んだ場所でもある。

　そんな所で、俺は現在進行形でプロポーズを突然してきた〝理由わけ〟を聞いていた。

「──つまるところ、お見合い回避のための〝彼氏役〟を俺がするってことですね？」

「そういうことです。その役目は貴族の人ではできませんし……クレス君以外に頼れそうな人もいなくてですね……」

　聞かされたのはランドデルクのお家事情。

　クラリスさんはフリーなだけに、貴族からお見合いの話は山のようにあるらしく、

「そして近日、我がランドデルク家の長男シルクの誕生パーティーがあります」

「もうそこでパートナーが必須になっちゃった、と」

「貴族を伴えば婚約は必須、もしかしたら争いも起こるかもしれません」

「クラリスさん美人ですもんね。そりゃ物理的な争奪戦も生まれますか」

「な、ナチュラルに褒めてくれますね。嬉うれしいですがそうではなく〝なぜ自分ではなくあの家の者なのか〟みたいな。むしろ見えない所でドロドロと……まぁこの辺は貴族の世界ならではです。私は身分だけは立派ですし……」

　王族の次に偉いのが四大公爵。

　そのうちの一家がクラリスさんのランドデルク家で、国における軍事部門を担当している。

「平民の俺なら後処理が楽ですもんね。破局したって問題にならないし」

「そ、そういう言い方は……いえ、その通りかもしれません。ごめんなさい」

「いや謝ることはないですよ。気にしてないんで。ただそんなことしていいんですか？　ご両親とか周りの人には……」

「このことは誰にも喋っていません。クレス君に言うのが初めてで、ただ私は好きでもない人と結婚するのは本当に嫌で……」

　どうやら独断らしい。

　ただ自分の将来が懸かってる、そりゃ多少の無茶はするか。

　そしてそんな彼氏役をお願いできる知り合いは俺だけだった、と。

「あとあれか、自分で言うのもなんですけど、名門ハーレンス王立魔法学園の実技入試１位って肩書きはありますもんね俺。大賢者との一件もあったし」

「はい。身分は平民ではありますが良い意味で知名度は抜群。一介の生徒としてこれ以上の適任はいないん……です」

　理由わけを話す度、クラリスさんは申し訳なさそうに何度も頭を下げた。

　いや、なさそうと言うか……本気でそう思っているんだろう。

　付き合いが長いわけじゃないが、それでも彼女が〝良い人〟だっていうのは身をもって理解しているつもりだ。

「お願いします！　どうか私の我わが儘ままに付き合って頂けないでしょうか！」

「そ、そんな頭下げてまでして頼まなくても……こんなところ見られたら……」

　どんな事情があるにしろ身分の差は明確。

　授業中なのでこの光景を目撃される可能性はとても低いが、何かあってからでは遅い。

「あのーもう頭を上げてもらって、」

「……」

　促しても彼女は無言で頭こうべを垂れるだけ。

　一瞬どうしたものかと思ったが、

（──これはこれで良い機会かもしれないな）

　裏では静かに計略を巡らす。

　クラリスさんは明言はしないが、彼女には入試で助けられたという大きな〝借り〟がある。

　あの出会いがなければ迷子な俺は会場に辿たどり着つけず失格となっていただろう。

　この大きすぎる借りを返済するにはベストな案件。

（そして王国内部を探るという意味でも──な）

　彼女の彼氏役をするということは、少なからず政権内部に干渉するということ。

　これで消息不明の５人目の勇者。正体アンノ不明ウンという組織と王国の関わりの有無。行き詰まっていたそれらの調査に進展があるかも。

　目立つというリスクもあるが、四大公爵とお近づきになるメリットはそれ以上に大きい。

　良心だけでこんなことしないさ。

　汚い話だがちゃんと自分への利益を考えてる。

　それに多少関係を持っても、どうせ３年後にはおさらばで──

「分かりました。そのお願い、付き合いますよ」

「っ！　本当ですか!?」

　面が上がって隠れていた美貌が再び現れる。

　直角に折れていた腰もピンッと真まっ直すぐに伸びていた。

「これまでの恩返しです」

「クレス君……」

　ま、こちらの仕事も兼ねてだけど。

　不純な動機もあってのことだから多少申し訳なさもある。

「もう一度確認しますが、あくまで仮なんですよね？」

「そ、そうです。期間は弟の誕生パーティー、まぁ舞踏会ですね。それが終わるまで付き合ってもらって……」

「ほとぼりが冷めたらコッソリ別れるんですね」

「……は、はい、でももしかしたら、」

「よし、じゃあ頑張りましょうクラリスさん！　打倒婚約！」

「あ、き、聞いてないですね……」

「？」

「な、なんでもないですっ！」

　ワタワタと激しめに両手を振る。

『監視』は割と順調ながらも、行き詰まっていた『調査』という分野。

　今までと違う環境になるわけだし、新情報を手に入れられる可能性は十二分にある。

　貴族と関わる以上、利用できるところは全部利用させてもらおう。




　──舞踏会終了まで、新たなミッションの始まりだ。
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　キーンコーンカーンコーン。

　……というそれ以外の擬音では表現できないような、お馴な染じみのチャイムが鳴り終わる。

「そして訪れる昼休み！」

　歪いびつな二に重じゆう奏そう、無機質なチャイム音に掛かる右隣からの重じゆう唱しよう。

　その男の歓喜的な意味を持つ台詞せりふもまた恒例も恒例。

「……声がデカいってスミス。隣なんだしもっと小さくても聞こえるから」

「そんだけ嬉うれしいんだよ！　お前は昼休みが来たことに喜びはねぇのか!?」

「だから声量をさ……」

　全然人の話聞いてないね。

「まったく、クレスの鼓膜は軟弱だなぁ。しっかり鍛えとけよ？　魔法だけできたって外の世界じゃ生き残れないかんな」

「お前はどの目線でソレを言ってるんだ……？」

　挙げ句の果て俺の鼓膜がレベル不足ということに。

　そもそも鼓膜の鍛錬ってどうやる？　鍛えて意味あるの？

　俺の友人……であるスミス・アルビンは相も変わらず言動不審だ。

　あ、女好きの性格も健在ですよ。

「メシ食おうぜ。クレス今日も持参だろ？」

「そうだよ。学食混んでるし」

　本来であれば後ろにいる勇者４人。

　ケンザキ、スガヌマ、ワドウさん、マイさんたちは学食に行くので尾行したい。

　だけどあの混みようじゃ非常に難しいし、遠くから盗撮するのだって楽じゃない。

　……ということで、今日は酔狂な友人と教室でだ。

「相変わらずメシすっくな！　パン１個とか、よくそれで足りるよなぁ。女子かよ」

「一人暮らしはこんなもんだよ。これで十分エネルギー取れるし」

「ほへー。ま、せいぜい美少女にならない程度には食うんだな。瘦せすぎ注意、男なんだしこれ以上可愛くなる必要はないぜ──オレが惚ほれちまう」

「……ホントその謎目線はどこから来るんだ？」

　あと冗談でも惚れるとか言うな。

　ちょっと鳥肌モノだったぞ。

（そして勇者４人も食堂へ移動開始、か……）

　監視役として付いて行きたいのは山々だが食堂は地獄、勇者特権や貴族特権がない自分には厳しい。

　同じ卓に付けば問題ないって？

　それはそれで地獄だろ。だってケンザキいるし。ケンザキいるし。




　動き出した勇者一行──だったが突如、彼らを含めクラスメイト全員は一気に凍り付くことになる。

　それは俺が氷魔法を使ったとかではなく……

「──失礼します」

　丁度ケンザキが出ようとした扉から〝女神〟が降臨したのである。

　そのブロンドの髪と青い瞳は見る者全てを魅了する。

「せ、生徒会長だ」

「お美しい……尊とうとみで死ねる……」

「クラリス様をこんな間近で見れるだなんて」

　彼女の存在でザワザワと騒がしくなる教室。

　そりゃ生徒会長で公爵家でなおかつ人柄の良い美人、男女共に憧れの存在だ。

「こんにちはランドデルクさん、どうしてここに来られたんですか？」

　いの一番に話し掛けたのはケンザキである。

　物理的に最も近い位置にいたからというのもあったが、それ以上に『勇者じぶんに会いに来たんだ』と周りに思わせんばかりの自信をその全身から感じる。

　大賢者との一戦後も豪胆な態度は変わらず。アイツの精神力は大したもんだよ。

「俺たち、いや俺に、何か用があるんですよね。実は「いや違いま」これから学食に行くんです。もしよかったらそこでお話ししませんか？」

　カッコいい顔と声音で会話を押し進める。

　いや凄すごいよホント。メンタルは鋼どころかダイヤモンド。

　ただ流石さすがは年上のやり手と言うべきか、クラリスさんは──

「ごめんなさい。ケンザキさんにまったく用はないです」

「え」

「今日来たのは別件も別件、なにか勘違いをされてませんか？」

　キッパリ断言で終了、一方通行の会話はここで一刀両断される。

「くくく、まじウケるっ」

「スミス、そんな笑うなよ」

「だってあんな大きな空振り、くく、オレが女子に振られる時と大差ないぜ」

「……ま、毎回あんなこっぴどく振られてるのか」

　可哀かわい想そうに、でも隣人のメンタルもなかなかだったらしい。




「──私は、クレス君に会いに来ました」




　……

　…………俺？

「あ、アリシアに？」

「はい。ケンザキさんではないですね……」

　すいません、と一言。

「あのークレス君、ちょっとお時間よろしいですか？」

「まぁ大丈夫ですけど」

　仮で付き合うことは先日了承した。

　進展やなにかあり次第伝えてもらうことにはなってたけど、こんな普通に来られるとは思わなかった。

「会長がアリシア君を指名だなんて……」

「まさかクラリス様も……」

「これはゆゆしき事態……だけど相手が強すぎる……！」

　と、一層騒がしくなる我がクラス（特に女子）、目つきがガチだもん。

　狩人ハンターのやつだよそれ。

「（おいクレス、何かやらかしたのか!?）」

「（なにも）」

「（いや絶対なにかしただろ！　てかむしろ親しげな雰囲気!?　フラグか!?　またフラグをオレの知らないうちに建てやがったのか!?　テメェ許すまじ!!）」

「（お、落ち着け。振り上げた拳も下ろせって）」

「（まず彼女作らない同盟はどうした！）」

「（そもそもそんな愉快なチームに所属したつもりは一切ないけど……）」

　勝手に仲間判定しないでくれ。

「クレス君。できれば場所を……」

「あ、移りますか。……悪いなスミス、ちょっと席外す」

「ったく、了解。月の出てない夜は背後に気をつけるんだな」

「それ今言う台詞せりふじゃなくない？」

　そんな感じでちょっとした茶番をしつつ、そそくさとクラリスさんの方へ。

　ずっとここにいたら余計に目立つもんな。

　また途中で勇者一行とすれ違うわけだが──

「立て！　立つのよ舞まい！　まだ生徒会長ルートが確定したわけじゃない！　私は今だって男同士エンドを望んでるわ！」

「それ私関係ないじゃん……」

　なぜかワドウさんがマイさんに檄げきを飛ばしている。

　対してマイさんはガクッと力なく椅子に座る。

　彼女とその周辺だけはモノクロの世界に見えるくらい悲ひ愴そう感が漂っていて……

「凛りん花か……ごめん、燃え尽き、た、」

「まいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　やっぱりね、思うんだよね、ウチのクラス絶対変だって。

　勇者で一番のマトモ枠だったはずのマイさんもいつの間にかこんな感じだし。

　悪い奴やつに触発されたのだろうか。

「あのマイさ──」

「アリシア、今は止やめとけ」

「す、スガヌマ……」

「今は進むんだ」

「お、おう？」

　大賢者の一戦以降、勇者の１人であるスガヌマとはそれなりに喋しやべる関係に。

　マイさんに話し掛けようとしたところを止められ、謎のアドバイスを貰もらう。

　最後にはケンザキにもガンを飛ばされました。

「じゃあクラリスさん」

「はい。行きましょうか」

　俺は様々な思惑を孕はらんだ視線を全身に受けつつ廊下へ繰り出した。





※






　そして訪れるいつもの場所。

　１つだけあるベンチのキャパは、俺とクラリスさんが座ってギリギリだ。

「ごめんなさいお昼休みが始まってすぐに。まだお昼ご飯とかも……」

「あ、食べて来たんでお構いなく」

「もう!?」

「いつもパン１個だけなんで」

「それで足りるんですか……？」

　驚かれるが、むしろ三日三晩食事なしでも普通に活動できる。

「く、羨ましい身体からだ……ただせっかくタイミングを合わせて来たのに…………」

「ん、なにか支障が？」

「あーいやその、実は……はい、これを作ってきてまして……」

　そういえば最初からバスケットを持っていた。

　パサリと被かぶせた布を取ると、中にはキッチリと並んだサンドウィッチ群が。

「おぉー」

「だいぶ多く作ってきたので、もしよろしかったら……」

「ホントですか!?　頂きます！」

　田舎から出てきて一人暮らし──という設定。

　目立たないためにも現在は分相応、つまり貧相な生活を送っている。

　……口では喜びを表しつつも冷静にカロリー量を計算。

　クラリスさん感謝感激雨あられ、うん、これで１週間は持つぞ！

「ど、どうです……か？」

「美味おいしいです！」

「そ、そうですか、なら良かったです、」

　遠慮するのはこの人に対しては逆効果な気もする。

　ここはある程度はガツガツ頂くのが吉。

「私を前にしてそうやって勢いよく食べるところとか、流石ですね」

「ついついですね……すんません」

「むしろそれぐらいガッツリいかれると逆に嬉うれしいです。あ、だけど食べながら喋るのはマナー違反です。弟もよくそれで注意されますけど」

「男なんてそんなもんですよ」

「そうなんでしょうか……ほらまた、口元ついてますよ」

「っん、すいません」

　い、言ってすぐ拭かなくても……

　なんだか世話をされてるみたいで恥ずかしい。

「食べながらで結構ですけど、今回は今後のことについて話したくて」

「作戦会議ってことですね？」

「そうです。ただ放課後は基本生徒会があって忙しいので、この昼休みの時間帯に──」

　生徒会……大変そうだ。

　休日ですらたまに学校に来なければいけないらしく、いやはやご苦労様です。

「実はまぁその……クレス君のことをお父様に話しまして……」

「お父さんに……」

「是非近いうちに会いたい、と」

「ははぁ……」

　なるほどなるほど。

　そりゃクラリスさんの弟のパーティーに出るんだ、当日初見とはいかないだろう。

「日取りは決まり次第お知らせしますけど、この日がダメとかってありますか？」

「…………いや特には」

　──今は勇者の監視より調査に重点を置きたい。

　ほんの数秒、一考するが、結局はいつでもと答えた。

「場所は……」

「おそらく私の家でしょう。それともどこか指定したいですか？」

「いや全然。この街のこと自体未いまだによく分かってなくて、貴族エリアの方は特に」

　申し訳ないがこれは噓うそ。

　少なくとも公開されている王都のマップは既に頭にたたき込んである。

　なんにせよクラリスさんの家に行けるのは最高。

　隙があれば色々と詮索をさせてもらう。

「なら今度案内でもしましょうか。これでも王都、色々なお店がありまして──」

「ほうほう──」

　クラリスさんが楽しそうに喋ってくるもんだから、つい乗ってしまう。

「でも一般エリアの方でもですね──」

「へえ──」

「で！　でですよ！　アッチには──」

「ははぁ──」

　と、基本相づちを打つ感じに。

　ただ流石に王都生まれ王都育ち、話を聞くと意外と勉強になる。

　地図だけでは把握しきれない、長く住んだ者だからこそ分かることがあるのだ。

「そういえばパーティーなんですけど、クレス君はダンスって踊れます？」

「あ、できますよ。そんなに上手うまくはないかもですが……」

「私も上手じゃないので、安心してください」

「いやいやいや。冗談は止めましょうよ。絶対レベル高いのできますよね？　ね？」

「そ、そんなことないデスー。クレス君と大差ないデスー」

「ならせめて目を見て言ってくださいよ……」

　俺もこれまでの様々な任務に合わせ、ダンス、楽器演奏、マジック、大食い、一発ギャグに至るまで、結構な特技を習得してきた。

　ただダンスに関してはずっとやってる大貴族に遅れを取ることは必至。

　しかもクラリスさん、だいたいなんでもできそうだし。

「ま、まぁ、踊りは大丈夫と。ちなみに服はお持ちですか？」

「服……？」

「ドレスコードがあるので。私服や制服ではそもそも入場できません」

　あ、ヤバイ。

　ないんだけど……

「やはり持っていませんでしたか」

「すんません……」

「謝ることではないですよ。そういう服を所持しているのは貴族や商人ぐらいですし、そうですか持っていない……ふむ……」

　自分的には買おうとか思えば余裕で買える。

　問題は金銭的な面よりも、周りからの視線つまりは体面である。

　安い服を買うなら目立たないかもしれないが、今回クラリスさんは準主役級。

　それ相応のカッコでないと厳しいはず。

「これは想定外のことではないので、この件はまた改めて」

「わ、分かりました」

　一人で勝手に買いにいかないようにとやんわり釘くぎも刺される。

　ここはクラリスさんに大人しく従うとしよう。

「それでは時間もあまりないですし、本題に入りましょう」

「本題……？」

　これまでの会話がそうではなかったのか。

　しかしクラリスさんの目つきはいつになく真剣。

　な、なにか重要なことが他にあるのか？

「ではこれより……」

　ゴクリ。その様相につい息をのむ。

　数拍の間を置いて彼女は言った。

「第１回！　お父様をどうやって騙すか大作戦会議を始めます！」

　……

　…………

「………………え？」




　第１回作戦会議──その言葉につい気の抜けた返事をしてしまう。

　ただ俺の反応が微妙だったからか、クラリスさんはよりボルテージを上げる。

「さっきサラリと言いましたけど、クレス君は私の父、お父様と会うんですよ!?」

「そ、そうですね」

「緊張しないんですか!?　焦りませんか!?　敵は公爵家の当主ですよ!?」

「そんな敵だなん──あっ」

　ここまで言われて気付く。

　……自分はあまりにも冷静すぎやしないか、と。

（だって仮にも恋人の父親と会うんだぞ。しかも形式的には平民が大貴族に謁見。これで『はじめましてーよろしくでーす』だなんて余裕な感じで接したら不自然極まりないってことだよな。そりゃそうだ、クラリスさんの言葉……これは警告なんだ！）

　普段通りで臨めば無礼者と言われるか、はたまた恋人として不足だと言われるか。

　少なくとも一介の学生、普通の人とは思われないだろう。

「生半可な覚悟では騙せない……」

　もっと集中しろ。半端な演技では達成できないぞと理解させられる。

「しかも私の父は軍事部門の担当、ナヨナヨした男はまず認めません」

「な、なよなよ……」

　自分の容姿、それは……認めたくないが女性的だ。

　身長があるわけでも、マッチョでもない、ならアピールできるのはなんだ？

　それは内面！　いかに娘クラリスさん想おもいかというのを見せつける必要がある！

「……しかし、私たちは本当の恋仲ではない」

「仰おつしやる通りです」

「私の両親はですね、今だってラブラブなんです。もう日に何度もちゅっちゅしてます」

「ちゅっちゅ、ですか……」

「はい。それはもうちゅっちゅちゅっちゅ」

　日頃からピンク色が顕著なご家庭、これはかなりのラブラブ感を出さないと真の恋人認定はないってこと。騙すには高すぎるハードルだ。

　つまり俺は自分自身の良さを出しつつ、クラリスさんとイチャコラしなければいけない。

「そこで１つ、作戦を考えました」

「お、おお！　流石さすがはクラリスさん！」

「ふっふっふ。その名も──オペレーションＭＫＫ！」

「え、ＭＫＫ……!?」

「ふっふっふ。どういう作戦かクレス君に分かりますか？」

「い、いや全然」

　俺の驚きように、クラリスさんは日頃あまり見せない不敵な笑みを浮かべている。

　早く意味を教えて欲しい！
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「──ズバリ！　マジでＭクラリスにＫ恋しましょうＫ、です!!」




　…………へ？

「ぎょ、仰々しい作戦名だと思ったら意外とシンプルな意味で……ぐ、具体的にはどういうことを……？」

　重要なのはその中身である。

　ネーミングセンスを気にするのは後で良い。

「具体的には……まんまですよ、はい、私に恋してください」

「いやそんなさも〝当たり前のことだし言わなくても分かるよね〟みたいな感じで言われてもですね……もう少し説明が欲しいです」

　クラリスさんはならばと一考し……

「例を挙げるなら……そう、演劇とか。本当に感動する演技というのは、演者がその人物そのものになっているからこそ。演じるという概念を越える必要があるんですよ」

「ほ、ほうほう」

「今回の作戦はこれと同じです。つまり舞踏会までの約２週間、私たちはお互いのことをよく知り、よく喋り、その場しのぎではなくほんとに……その、好きになればいいのです。も、もちろん可能ならですよ!?　ぜ、ぜぜ、絶対に好きになれとは言いませんけどね!?　私自身まだクレス君のこと異性として超好きにはなってません……から！」

「ほ、ほうほ……う？」

「だ、だからこそのＭＫＫです！」

　微妙にツンデレ？　が入った後、無理矢理キレイにまとめようとしてるけども。

　言ってること、色々矛盾しているような。

　それに本当に好きになったら本当に恋人の関係じゃん。

（いや待て、それぐらい真剣にやれってことか──ッ!?）

　クラリスさんが俺と真にくっつきたいと考えている可能性はまずないし。

　それぐらい婚約はまだしたくないってことなんだな……

「ではまずはお互いを知ることから始めましょう。コレを」

「……？」

「交換日記です」

「まさかやるんですか!?」

「はい！」

「お互いもう良い歳としですよ……」

　と、ちょっと渋るが、

「逆にこういうところからですよ！　これなくして愛が生まれますか!?　古来よりラブロマンスで鉄板ネタとされる身分違いの恋。結ばれないはずの赤い糸はこの日記がまず紡いでくれるのです!!」

　一喝。

　お前の意識は甘いと叱しつ咤たされる。

　そこには普段ほどのお淑しとやかさはなく、政治家の演説にも負けず劣らずの熱さというか情熱というか──熱意があった。

「私は少なくとも17年間好きな人ができたためしがありません。クレス君は？」

「お、俺もですね。交際経験はゼロです」

「でしょう。そんな私たちが頼れるものと言えばやはり愛と悲しみを描いた歴史のみ」

「そ、それって歴史というより恋愛小説のネタをリアルになぞるっていう──」

「細かいことはいいですよ。まず書いてあることは片っ端からやりましょう。かの喜劇作家ペー・エーデルの作品の一節には『交換日記はドキドキワクワクの宝箱や～』と記されていました。お互いのことを知る上でも、これはうってつけの手です」

　クラリスさんは10年近く恋愛小説を読んできたとか。

　語り口調からは経験故の自信を確かに感じ取れる。

　言うことももっともだ、学年も年齢も身分も違う俺たちが会える時間はごく僅か。

　日記という手段は、お互いの情報を共有する上でかなり有効である。

「──分かりました。やりましょう！」

「そう言って頂けると思ってました！」

　ガチッと力強く交わすお互いの右手、据わった銀眼と碧へき眼がんも交差する。

　災厄のナンバ数字ーズに任務失敗の文字はない。引き受けた以上は最後まで全力で臨む。

「一応これも渡しておきます。今回参考とする恋愛小説です」

「……ペー・エーデル作の『貴族令嬢な私がカッコ可愛かわいい最強平民と駆け落ちする件について』って、タイトルながっ！　ホントに参考にして大丈夫ですかコレ!?」

「ちなみに最強平民と書いてレジェンドコマーと読みます」

「えぇ……」

　話を聞いてた時に比べ一転、なんだか胡う散さん臭くさい感じが……

「刊行されたのは数年前なんですが未いまだに人気はありますね。特に十代の女子に熱狂的なファンが多いです」

「そ、そうなんですか……まぁ俺も一応読んで勉強しておきますね」

「そうしてもらえると助かります」

　教科書と思えばいい。

　未経験な自分たち、指南してくれるモノがあるだけマシだろう。

「お互い忙しい身ですが、交換日記やこういう時にコミュニケーションをとり、最終的には……そ、その、どういう風になるかはまだ分かんないですけどね、本当の恋人に見えるような関係にしましょう」

　ええ。最善を尽くします。

「せっかくなので交換日記の一ページ目を誓約書としましょう。少し待ってくださいね……」

　クラリスさんは胸ポケットにさしていた万魔筆マギペン（※自分の魔力をインクとするペンの一種）を走らせ、罫けい線せんだけだったページを簡易的な書類へと作り替えた。

「これに法的拘束力は正直ないです。ただ……」

「あくまでやる気を示すためですね」

「はい！」

　分かってますとも。俺はクラリスさんから万魔筆を借り『マジでクラリスさんに恋します』と一文を記述し、最後に自分の名前を添えた。

　魔力をインク代わりにして書くので、当然の如ごとく俺の筆跡は全て銀色シルバーとなった。

　ちなみにクラリスさんは薄緑ライト・色グリーンっぽい文字だった。

　──これで効力はほぼないにしろ、立派な『魔法契約』を結んだことになる。

「では改めまして、クレス・アリシアさん。どうぞよろしくお願い致します」

「こちらこそ。助けてもらった分しっかりと恩を返します。よろしくお願いします」

　と、お互いに軽く一礼をして再び手を握り合う。

　クラリスさんは貴族との婚約回避を。

　俺は借りを返しつつ、貴族内部に潜って勇者関連の調査をすることを目的に。




　この瞬間、オペレーションＭＫＫの幕が上がった──
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～Dear Cres～　from Claris・Randerque

　改めまして、交換日記の了承ありがとうございます。

　流石に断られるかなーと、少し思っていました……

　まさかのオッケーを貰えた時は驚きましたよ。

　いや別に、この行為が悪いとか恥ずかしいって意味ではないです、あの……今更恥ずかしいからやらないとかは勘弁してください。

　女の子なら好ｋ……多少なりとも好意のある異性との交換日記とか夢のまた夢でありまして。ただあくまでクレス君とは馬が合いすぎるだけ。まだ好きとかじゃないです。ホントですからね!?

　──おっと、話が逸それました。

　ともかくこの交換日記はＭＫＫ作戦の基盤となります。

　お互いの……その、仲が深まるようにですね、

　というかは……まぁ情報共有を第一目的としてです！

　せっかくなら楽しくやっていきましょう！　よろしくお願いします！





◆◇◆



～Dear Claris～　from Cres・Aricia


　名前：クレス・アリシア

　性別：男

　年齢：15

　出身：ヘルシン大陸

　身長：１７０・０センチメートル

　体重：53・２キログラム

　趣味：観察

　一言：よろしくお願いします







◆◇◆



～Dear Cres～　from Claris・Randerque


　あのクレス君、日記って知ってます？

　↑のこれ完全に報告書か学校のレポートの書き方ですよね!?

　最初の最初だとしても、あまりにも簡素すぎてビックリしましたよ！



　これでも私は凄すごいワクワクし……多少は、多少はワクワクしてました。なにせ初めての行為なので。まぁそれでゆっくり表紙を捲めくったんです。

　なのに、なのに、いや責めてるってわけじゃないんですよ？

　ただもう少しこう……温かみのあると言いますか、その時の心情を中心に書いて頂けると嬉うれしいです。

　最近は生徒会が特に忙しくて、今週末の休日も学校に来ることになりそうです。

　時間を作れたら一緒に、その、過ごせたりもできるんですけどね、

　あはは……残念ですよね。





◆◇◆



～Dear Claris～　from Cres・Aricia

　了解。





◆◇◆




～Dear Cres～　from Claris・Randerque

　だからねクレス君、

　少しは〝心情〟を書いてくださいって──ッ！
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　ある国に一人の王女がいた。

　彼女は細工物かと思わせるような美貌を持ち、また人柄も明るく礼儀正しい。

　国民からも大層愛された者だったという。

　そしてそんな王女がいる国にまた一人、とある少年がいた。

　容姿や性格は優れていたが身分は平民、先の王女とは縁もゆかりもない人物であった。

　しかしある時、奇跡的に２人は出で逢あう。

　出逢うべくして出逢ったと言う他ない、偶然を越えたナニカがあったのだ。

　それから起こる喜怒哀楽を巡り巡る数多あまたの出来事、もう少しというところで起きる大きな荒波。両親にさえ反対され結局無理なのかと諦めをつける王女。

　だがそんな思いを打ち破るが如ごとく、彼は現れた。

　国を敵に回し、刺客を向けられ、仲間に裏切られてなお、少年は全ての障害を越えてきたのだ。

　２人は熱い抱擁を交わし、互いに傷付きながらも感動の再会の喜びにひたる。

　彼らはそのまま駆け落ちして国を出る。

　そして遠い遠い異国の地で、最期まで幸せに暮らしたという。




　──ペー・エーデル『貴族令嬢な私がカッコ可愛い最強レジエン平民ドコマーと駆け落ちする件について』

「……おしまいっと」

　小説最後のページを読み終わると同時、今日最後の授業終了を知らせる鐘が鳴る。

　あのお馴な染じみのメロディーのやつな。

「ふぃ～やっと終わったぜ。てかクレス授業中も読書してたな」

「教師にはバレてない」

「まぁな。そんなに熱中して何を読んでんの？　お前のことだし別の授業の教科書とか？」

「……確かに、教科書と言えば教科書かも」

「やっぱな、どうせ小難しい本だろ？　タイトルは？」

「貴族令嬢な私がカッコ可愛い最強レジエン平民ドコマーと駆け落ちする件について」

「は？」

「貴族令嬢な私が──」

「二度言わなくていいっつーの！　全然教科書じゃねーじゃんか！」

　と、スミスに結構激しめにツッコまれる。

　ボケは振ってないんだけどなぁ……

「なんかどっかで聞いたことあるタイトルだけど……」

「女性向けらしい。王都では割と売れてるらしいぞ」

「女向けって、なおさら読む意味が分かんねーな」

「だから勉強だよ」

「勉強ってなにを？」

　それは……

「まぁ恋愛について、かな？」

「「「「「恋愛!?」」」」」

　ガタガタガタッ。

　机や椅子は転倒、クラスメイトたちは倒れるかその場で瞳孔を開き硬直状態。

　俺の最後の一言を切っ掛けに教室中が衝撃音と共に凍り付いた。

「あ、あのクレスが恋愛？　お前頭でも打ったんじゃないか？　保健室行く？」

「失礼な。普通に健康体だよ。これは恋愛を知るためというか、女性への接し方を学ぶというか、説明するのは難しいな……」

　クラリスさんの彼氏（仮）になることはまだ黙っておく。

　どうせ近いうち噂うわさにはなるかもだけど。

「とりあえず一周し終わってようやく今は２周目」

「そんな面白いんか……？」

「んーまぁ結構、でも勉強のためというのが大きいから。あんまり楽しむ目的では読んでない」

　ただ成果を得られているかは正直謎だけど。

　いかんせんタイトルの割に内容がシリアスっぽくどうにも……

「ま、まさかだけどよ、彼女でもできたのか……？」

「どうしてそんな恐る恐る聞いてくるんだよ」

「「「「「……」」」」」

　笑いながら軽く問い返してみたがスミス含め全員が無言。

　まるで戦場の最前線にいるような緊張感が漂う。

（な、なんだこの重苦しい雰囲気は……？）

　危険物を見るような視線を四方から向けられる。

　感覚的には俺は今──不発弾と同じような扱いを受けていると思う。

「い、いやさ、もう少し色恋沙汰とか女性心理を知るべきと思って。皆からは鈍感とか唐変木とか言われまくってるし」

「……だからってそんな変な本選ばんくても」

「あ、クラリスさんにチクろうかな。スミスが変な本呼ばわりしてましたって」

「会長!?」

「クラリスさんにこの本読んで学べって言われたから」

　それを言うとスミスは一転、納得の表情に変わる。

「な～るほどなぁ～。今回は会長に失礼なこと、どうせお得意の鈍感プレーをやったんだろ。それで怒られて勉強中ってわけだ」

「いやそういうワケじゃ……」

「はい解散解散。なーんだてっきり彼女か好きな奴やつでもできたのかと思ったぜ」

　スミスが両手を叩たたくと皆も動き出す。

「あっぶなー。マジで私の学園生活終わるところだったわ」

「アリシア君が彼女持ちとか、そうなったらこの学園は終しゆう焉えんを迎えるね」

「舞まい！　どうやらセーフっぽいわよ！　起きて舞!!」

　と、女性陣はこんな感じ。

「くそ、せっかくクレスが彼女できて俺たちのチャンスが広がると思ったのに……」

「いやアリシアは無理でしょ。レベル高すぎて告れないとかどうとか」

「だね。だけどボク、アリシアきゅん獲とられたかと思って一瞬焦っちゃったよ」

　そして男性陣はこんな感じ。

　最後の奴はちょっとおかしい気もするが、皆総じて言うのは〝アリシアに彼女ができることはまずない〟である。

　どれだけ俺のことを侮っているのか……

「ちょっと怒り心頭だ」

「よく言うぜ。にしても最近やけに会長と仲良いもんな。昨日とかも」

「昨日？」

「昨日の昼休みだよ！　嫉妬に狂った昨日だ！　いいかよく思い出せ──」

　と、無駄に熱く語り出した。

　昨日、か……




『──失礼します』

『こんにちはぁぁぁ会長！　わざわざこの教室に……このスミス・アルビンにどんなご用でしょうか？』

『あ、いえ、クレス君に会いに来たので』

『っな』

『ごめんなさいクラリスさん、お待たせして』

『いえこのアルビンさん？　がお相手してくれました』

『え、セクハラされてません？』

『ふふ、大丈夫ですよ。それよりも──』

『場所移しますか。それと小説のあの展開には流石さすがに驚きました──』

『でしょう！　やはり私が薦めただけあって──』




「と、オレを無視して仲睦むつまじそーな会話しながらどっかに行っちまうっていう。取り残されたオレの悲しみや悔しさがお前に分かるか──ッ!?」

「ぎゃ、逆ギレするなよ」

「なんか思い出したらムカムカしてきたな……今なら嫉妬だけでお前を殺やれそうだ……」

　荒あらぶってらっしゃ……いやこれが平常運転か。

「ま、最近はちょっと喋しやべる機会もあって……あとはこの小説の話題とかもあるし」

「失礼なことやって勉強しろって渡されたんだろその本は？　なんでいつのまにかラブコメに発展してんだよ！」

「失礼って……これは普通にくれた。ラブコメも特にしてない」

　色々と誤解してるぞ。

　ソレを呈したところでスミスの勢いは衰えず──

「っく、よっぽど酷ひどいことされたんだろう可哀かわい想そうに会長。ただ会長の物を貰えるっつーのは羨ましすぎる。その本は一ヶ月間の妄想の素材にできるんだからな」

「そんなレアアイテムみたいに言われても……」

　……もう言い返すのもめんどくさい。

「はーあ、もう帰ろうぜ。なんだか疲れた」

「スミスが初めに聞いてきたくせに……」

　心外だ。まるで疲れた原因が俺みたいな言い方だぞ。

「さ、ケイネルも一緒に帰るよなー？」

「うん！」

　ソロソロっと寄ってきたのは秀才のケイネル。

　眼鏡がトレードマークで、林間合宿でも同じ班だった。

「──皆、僕はお先に失礼するよ」

「お、じゃあなウィリアム」

　ウィリアムもまた林間合宿で同じ班員。

　しかし俺たちが平民エリアに住むのとは違い、彼の居住は貴族エリア。

　侯爵家の次男坊であり、ウチのクラスではトップクラスで〝普通な人〟である。

　俺は変人スミスと、友人ケイネルと共に帰き路ろにつく──





※






　勇者たちも貴族同様、護衛を付けて王城（貴族エリア方面）へと帰る。

　その間は最初だけは見ておくがもう今は監視をしていない。

　いかんせんやることが多いのだ。

　勇者は予想に反し４人も存在し監視は一苦労、消えた５人目の調査もあり、また勇者を狙う正体アンノ不明ウンという謎組織にも警戒しなくてはいけない。

　近いうち魔王の勢力も迫ってくるはずだ。

（──敵ってのはまぎれやすい〝催し時〟に来る。直近で言えばクラリスさんの弟の誕生パーティー、とかな）

　今は自分１人で監視・調査・警戒の全てをやらなくてはいけない状況。

　正直しんどさを感じる日が減るどころか増えていた。

「どうしたクレス、ボヤッとしてると危ねぇぞ」

「あ、ああ」

「もしかして……恋愛のことを考えていたのかい？」

「おいおいケイネル勘弁してやれ。んなことクレスが考えるはず──グハッ、首絞まってる！　しかも強化魔法付きいぃぃ！　ギブギブぅ！　悪かったからもう許してぇ！」

　腕をパンパン叩かれようやく首絞チヨークを解く。

「っは、はは、はぁはぁ、死ぬかと思った、」

「次やったら物理的に殺す」

「そ、それ、普通に殺害予告じゃねぇか、」

　ヘロヘロと左右にゆらり揺れながらもスミスはすぐ復活。

　割と強めに絞めたんだけど意外とタフなんだよなぁ。

「スミスって無駄に頑丈だよな？」

「それは僕も同感。どれくらいまで耐久力があるか知りたいね」

「ほ、褒めてくれてサンキューなお前ら、だからって実験台にするのは勘弁してくれ」

　そして歩みは再開、ついでにさっきの話も内々で再考。

　災厄のナンバ数字ーズとしての仕事もたくさんあり、それに加え今はクラリスさんとの一件もある。

　……正直なところ〝応援スケツト〟が欲しい。

　でもⅠボスからは特に連絡なし、一人で頑張れって意味だと勝手に解釈している。

「むしろ……」

　これに他の数ナンバ字ーズが混じったら余計大変か。

　案外一人でやる方が楽……いやどうなんだろ……

　あ、とりあえず女性陣のスケットだけは御免こうむりたい（ⅠエリザさんとⅡセローナさんならまだ可）。

　前の報告書で人選には気をつけてと注意喚起したし、万が一に誰か来るとしても事前に連絡はあるはずだ。

「はぁぁ……」

「ストレスかクレス？」

「気苦労かな。スミス、今なら俺にどんな罵声を浴びせてもいい。魔法攻撃もいいよ」

「その心は？」

「仕返しという大義名分を得てスミスを殴れる。そしてスッキリできる」

「ふ　ざ　け　ん　な　！」

　ニコヤカな笑顔で断られた。

　仕方ない、今回も一人で頑張れるだけ頑張──




「信者～信者～信者を募集中～今なら豪華な特典付き～」




　ん？　んん？　んんん？

　どこからか聞き覚えのある声の、抑揚のない無感情チックな歌？　が聞こえてくる。

「なんかあそこに人だかりできてね？」

「あんまり聞こえないけど……信者がどうとか、宗教関係の人かな？」

「あんな道の真ん中でおおっぴらに布教する聖職者いるか～？」

「ま、かなり胡う散さん臭くさいよね。だからこそ見物客が集まってるんじゃない？」

「なるほどー、面白そうだしちょっと見に行ってみるか！」

「良いね。今回はスミスの案に賛成だ！」

　意気込む２人、見物してみようと話が出る。

「どうしたクレス、急に黙って」

「もしかして体調悪い？　顔色悪いよ？」

「ソ、ソソ、ソンナコトナイッテ、モーマンタイモーマンタイ」

「おいおい、しっかりしろってクレスー！」

　あ。

　そんな大きい声で俺の名前を呼んじゃ──




「──クレス、という名が聞こえました」
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　……確かに人手不足でスケットが少し欲しいなと思いました。願いました。

　だけどボス、言いましたよね。

　他の数ナンバ字ーズが来る時は、誰であろうと事前に連絡くださいって。

「連絡、来てないんですけど……」

　群衆に囲まれていたモノは人をかき分け〝クレス〟と聞こえた方へ動き出す。

　まるで〝神〟が降臨したかのようなその堂々とした歩み、振る舞いに、自然と人は後ろに退しりぞく、彼かのモノのための道が生まれる。

「お、おぉ」

「うわぁ……」

　露あらわになるその出いで立たちにスミスとケイネルも感嘆する。

　少し右に流れた暗いクリーム色の髪。

　纏まとうは白黒を基調とし要所に銀をあしらった特異な服装、首にはチョーカー、耳にはピアス、手には漆黒の手袋を。

　十字架が刻まれた巨大な黒くろ棺ひつぎを背に担いだ──絶世の美女がそこにいた。

「久方ぶりですね、ワタシの信者クレス」

「マキナ、さん──」

　天てん上じよう天てん下げ唯我独尊を体現、世界で〝唯一〟の歩く神殿。

　６番目を冠する災厄『消失ロスト・神殿テンプル』がここ王都に襲来した。




「め、メチャクソ美人じゃねぇか……！　オレはマゾじゃないつもりだが、お姉さんの鋭い眼光がこう胸をグググって貫いてくる感じがもう最高！　クレス、どういう関係なんだよ!?」

「こ、この人は聖職者……じゃなくて、なんというかその──」

「クレスはワタシの信者です」

「し、信者？　ワタシの……？」

　あーまた面倒なことばっかり言って……

「そしてワタシが神であり祭殿なのです。つまりクレスが崇あがめるモノに他なりません」

「そ、そうなん、です、か？」

「よく分かんないっすけど美人だからオッケー！　こまけぇことは気にすんなケイネル」

「あ、うん」

　Ⅵマキナさんの言ってることは大体意味不明。

　俺だっていつの間にか勝手に信者にされてたし。

　ただスミスはもはや話の内容なんかどうでも良いらしく……

　いやそんなことよりも、なぜこんな所であの活動を──

「な、なんにせよクレスとは近しい関係ってことですね！　ならクールそうなお姉さん、是非オレとお茶でも──ってッグハァバ!?」

　スミスが性懲りもなくⅥマキナさんをナンパしに。

　悪気はないんだろうがその肩を軽く触ろうとした瞬間──ド ガ ン！

　前触れもなくスミスの身体からだは急に横なぎに吹っ飛んだ。

　けたたましい音を立て、友人は解体途中らしき建物の壁に直立のまま突き刺さる。

　触れずして攻撃、Ⅵマキナさんが『異能』を使ったのだ。

「す、スミス君!?」

　隣にいたケイネルは目をパチクリ、飛んだ奴やつの方とⅥマキナさんを何度も見比べる。

　一瞬の出来事すぎて観衆は啞あ然ぜん。

　誰の仕業かも、いや真に何が起きたかも理解できていないだろう。

「まったく不敬な。ワタシに触ろうなど万死に値します」

「だ、だからって一発目で吹っ飛ばします!?　マキナさん、しかも力まで使って……」

「クレス、この世の中にはやって良いことと悪いことがあるのですよ」

「マキナさんのソレは悪いことでしょうが！」

　……まったく最悪。最悪だ。

　数値的にどれくらい最悪かと言うと……星１００ぐらい。

　１あるだけでもかなり嫌、10なんてなったら超最悪、１００は最強クラスで最悪。

　ちなみにⅤアウラさんとⅦストレガさんは任務を考えれば星１０００だ。

「おっとそこの女性、ぜひワタシの宗教に入信しませんか？」

「け、結構です」

「そちらの若い男性は──」

「だ、だだ、大丈夫です！」

　しかも何事もなかったように勧誘を再開してるって言う……

　案の定みんな断ってるけど。

　さっきまでの数十秒でこの人がヤバイ人だってのはよく分かっただろう。

「今なら特典だって付いてきます。ワタシの説教無料で１００回分券ですよ～」

　んなもの誰もいらんでしょう。

　というか相も変わらず淡々と喋しやべる、もう少し熱意を込めればいいのに。

　いや熱意自体はあるんだけどね。表現するのが苦手なだけ。

「それと服装もなぁ……」

「なにか文句でも？」

　文句っていうか……世間に顔バレしていないからってカッコが派手すぎるんだよ。

　能力上仕方ない部分もあるんだろうけどさ。

　破廉恥すぎる気がする。それもまた勧誘の怪しさに拍車を掛けるし。

「ワタシは皆さんを導く存在であります。これからの生活にあって百利あって一害なし、一日百回ワタシを拝むだけのお手頃宗教。是非ともご家庭で──」

「もう少しマシな宣伝できないんですか!?」

「宣伝ではなく布教です。ほらクレスも一緒に言いなさい。一日百回ワタシを拝むだけ～」

　表情をピクリとも動かさず、クールな装いで怪しさマックスの宣伝をする。

　歌風にしてるが抑揚がなくほぼ棒読み状態である。

　傍はたから見れば『不審者』で間違いない。

　スミスがなぜか吹っ飛んだのもあって周囲は一層距離を取ってる。

　……たぶん憲兵も来るぞこれ。

「ケイネル！」

「あ、はい」

「俺はこの人連れて離れる。面倒ごとにならないように上手うまいこと動いてくれ！」

「え、え、ちょっと、」

「頼む！　あと壁に突き刺さったスミスも！」

「……まったく、今度説明してね。あと貸し一つだよ」

「っありがとう！」

　どうやら口裏合わせ等上手くやってくれるらしい。

　優秀なケイネル、なんて素晴らしい友人だ。

「ほら行きますよマキナさん！」

「……いかに信者と言えどワタシの手を握るとは。これは説教ものですよ？」

「後で何時間でも聞きますからまず移動！　ほら急いで！」

「やっとの再会だというのにそんなに急がなくても。もう少し余裕を持ちなさい」

　などと、だいぶフザケタことを抜かす先輩の手を強めに引く。

　向かう先は──
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「──ここがクレスが暮らす部屋ですか」

「──はい。あとそこら中に不気味な人形ドール飾らないでください。十字架も要りません。教科書の中にさりげなく教典まぜないで。はい大人しく座って」

「──まったく酷ひどい扱いです。信者アナタ以外だったら極刑ですよ」

「──俺はその信者なんで。とりあえず変なことはしないでくださいね」

　この人と一緒じゃオチオチ喫茶店にも入れない。

　そうなると行く場所は自分の家に限られるわけで……

「そしてまさか手紙が来てるとは……」

　なんとかⅥマキナさんを部屋に連れ込んだのだが、その際ポストに１通の手紙が来ていたのを見つけた。

　差出人はⅠボス、一見すればただの『お元気ですか？』という内容だが──

「今回は特に人員不足と報告を受けたので、王都の一番近くにいた数ナンバ字ーズ『消失ロスト・神殿テンプル』を試験的かつ一時的に起用する。戦闘時に活用せよ……」

　手紙は常時暗号化されている。

　解読するとどうやらⅥマキナさんを応援として派遣してくれたらしい。

「だけど手紙には、来週辺りに来る予定って書いてあるし……」

「ああ、ワタシは今回クレスを驚かせようとわざと指定日より早く来たんです。いわゆるサプライズ。どうでしょう、嬉うれしいですか？」

「……」

「ふふふ。そんな身を震わすほど喜ばなくても。まったく可愛かわいい信者ですね。今だったら説教に加え祝福の抱擁を交わしても──」

　パキン。

「ん、コップが凍りましたよ？」

「ふっふっふっふ……」

「どうしたのですクレス？　なにかおかしなことでもあったのですか？」

「なに、か……？」

「荒あらぶる心情をこの距離で感じます。まるで最悪な出来事があったかのような。ま、ワタシという災厄は来ましたけどね。ふふ、上手いことを言ってしまいました」

　無表情なまま「小粋なジョークです」と付け加える。

　てかなにかおかしなことでもあったのですかって。いや、なにかっていうか……

「全部おかしいわ！」




「…………つまりマキナさんが瞑めい想そうした結果、」

「王都にはこの世界の者ではないナニカが近々現れる、という啓示が降りたのです。拠点アジトでもⅡセローナが同じように占ったとか。最寄りで正体が明るみになってない数ナンバ字ーズはワタシだけであり、こうして──」

「戦闘員として来た、と」

「その通り。ただ今回はクレスだったからこそ助力を快諾したのです。他のガサツかつ乱暴で尊みの精神を持たない災厄の手助けだったらまず来ません。感謝してください」

「それはどうも……」

「ただいかんせんクレスがどこに居るか知らなかったので、再会するまでは先のように布教活動をしていたのです」

「……ちなみに入信者はいたんですか？」

「今回もゼロです」

「でしょうねー」

　美人だけどそれを塗りつぶすぐらいカッコも言動も不審すぎるんだ。

　スミスみたいなアホはそれでも近づくけど、Ⅵマキナさんすぐ攻撃するし……

「これだけやって未いまだにワタシの信者はクレスただ一人、一体この時代はどうなってるのでしょうか……」

「自分の胸に手を当ててみてくださいよ」

「胸に手を……まさかセクハラですか？」

「真顔で急にそういうリアクションするの止やめてもらっていいですかね」

　Ⅰボスからの手紙とⅥマキナさんの話をまとめるに、王都にはもうすぐこの世界の住人ではない誰かが訪れるとのこと。

　──それはおそらく正体アンノ不明ウン。

　大賢者やダンジョンマスターといった、異世界人たちだけで大部分が構成される組織……だと目されている。

「そしてクレスの言うとおりだと……」

「約２週間後に大貴族であるランドデルク家長男の誕生パーティーがあります。もちろん王族や勇者の４人も参加をする」

「十中八九狙い目はその時でしょうね。襲う者からしてみれば絶好の機会に他なりません」

　件くだんの彼氏役をして参加するクラリスさんの弟のパーティー。

　彼女の証言を加味すると、この段階で面倒ごとが絡みに絡みまくっていると分かる。

「ちなみにですが、ワタシの啓示だと正体アンノ不明ウンとは別に悪しき魔力も確認しています」

「それは……魔族ってことですか？」

「おそらく魔王の手下でしょう。その催しに襲撃してくる可能性は高い」

「ふーむ……」

「Ⅰエリザ曰いわく、この序盤で勇者を獲とられるのは癪しやくだとか。まぁ勇者も正体アンノ不明ウンとやらの存在も、ワタシにはどうでもいいことですが」

　数刻前までのふざけた雰囲気は一変。

　Ⅵマキナさんが来たのにはそれだけの理由があり、自分の予想よりも事態は深刻かつ早いスピードで迫ってきていることを確認させられる。

「正体アンノ不明ウンと魔族が、どこに潜伏してるっていうのは……」

「詳しいことまでは分かりません。ワタシの啓示はあくまでザックリですから」

「ですよねー……」

　王族と勇者が参加するだけあって警備は厳重だろう。

　しかし、

「王国の騎士団を信用するのは……」

　大賢者での一件から日は浅く、急にとんでもなくパワーアップすることはまずない。

　俺が調査したところ、正体アンノ不明ウンとマトモに戦闘ができそうなのは団長を含み数人だけ。

　彼らが果たして２つの勢力を同時に追い返すことができるのか。

　最悪な展開として、魔族と正体アンノ不明ウンが手を組んでいる可能性もあるし──

「あらかじめ言っておきますが、ワタシとて運良く正体が明るみになっていないだけ。今後の布教活動を考慮するに派手な戦闘はしたくありません」

「あんなに怪しいのにバレてないって奇跡ですよね～」

「……バカにしているのですか？」

「いや全然、リスペクトしかないです」

「そ、そうですか。ならよろしい！」

　ジト目で睨にらまれたけど、テキトーに褒めればコロッと落ちる。

　すぐに得意げな元の調子に……昔からチョロいんだよなぁ。

「じゃあ今回、俺みたいに表舞台には出れないですね」

「はい。表はアナタに。裏からワタシが動くとしましょう」

　６番目の災厄たるマキナさんは万能型、近・中・遠距離戦の全てをこなす。

　もしかしたら俺より潜入任務に向いているんじゃないかって？

　それは──

「では、夜の布教に行きましょう」

「また!?　もう夕暮れ時ですよ。こんな時間に外であんなヘンテコな歌うたっても誰も来ませんって。むしろ通報される」

「ヘンテコとは失礼な。ワタシが真剣に考えて創ったモノですよ」

　……でだ、マキナさんの問題はこの圧倒的な布教脳。

　睡眠、食事、娯楽、任務、全てを投げうってでも布教をしてしまう。

　なにせ彼女は二つ名の通り『神殿』という存在、簡単に言えば超熱心な聖職者。

「日進月歩の布教活動。マキナ教の復活は近い──！」

　自分マキナの名前をそのまま採用、自分がご本尊だから当然っちゃ当然だけど。

　毎日毎日信者集めを行っているのも自分のためだし。

「ホント止めましょーよ。絶対ロクなこと起きませんから」

　ただ何度か話は出てきているが、今いる信者はクレス・アリシアただ一人。

　ま、勝手に信者にさせられていたんだけど。

　でも信者判定しただけあってマキナさんはだいぶ俺に甘いと思う。

　明らかに他の数ナンバ字ーズの人たちと対応が違うし。

「今日こそきっと上手うまくいく気がするのです。いや絶対成功します。成功しないわけがない。だってワタシがこんなにやる気なのだから。世界は我が身を中心に回る！」

「後半どんだけ自己中なんですか……」

　本気でそう思っているんだからタチが悪い。

　しかもやると決めている以上は絶対にやりきる人でもある。

　これはホントに布教活動を今からしてくるんだろうなぁ。

「共に行きますよクレス。アナタも手伝いなさい」

「俺も!?」

「当たり前です。そもそも布教なくして、何のためにワタシがここに来たと？」

「俺を手伝いに来たんでしょ!?」

　ちょっとちょっと！　もはや王都に来た趣旨さえ違うじゃん！

「いいから行きます。共に布教しないと助力もなしです。帰りますよワタシ？」

「あ、帰っていいです」

「さぁ今回こそ信者獲得へ向けて頑張りましょう」

「露骨な無視ですね」

　……でもよく考えると、この人を一人で徘はい徊かいさせるわけにもいかない。

　ここは俺が仕事中の場所、今までのように布教なら勝手にどうぞとは……

「それと週末も手伝ってくださいね？　いいですか？」

　加えてちゃっかり休日まで押さえてくるし。

　これは拒否権なさそうだ。やれやれまったく……

「あーハイハイ分かりました。やりますよ。やらせて頂きます」

「よろしい。やはりクレスは素直に言うことを聞いて可愛いですね」

　頭をよしよしと優しく撫なでられる。

「相変わらず撫で心地の良い髪です」

「…………ですか」

　撫でられて嬉うれしいだなんて……思ってない。

　こ、これは半ば諦める形で仕方なく了承しただけ。仕方なくだぞ？

　別に一人暮らしが寂しくて、それで仲間であるマキナさんと久しぶりに会えて嬉しくなったとか、それで今は少しでも一緒にいたいだなんてことも一ミリも思ってないから。

「……それと今更言っても聞かないでしょうけど、本当にあの布教ほうほうじゃいくらやっても信者集まらないですよ？」

「そんなことはありません。ワタシは正しいことしかしない。というかワタシのすることはなんでも正しい」

「…………これは今日も収穫なさそうだ」

　結局は俺も付き合うことに。変なことをしないよう監視しなければ。

　もう監視対象は勇者ではなく仲間であるはずの災厄へ。

「──行きますよクレス。しっかりワタシに付いてきなさい」

「──はいはい。ちゃんと付いていきますよ」




　……ま、たまには先輩に付き合うのも悪くないかな。
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「──でもあの時の主人公の行動は意味分からないですね」

「──どうしてです？」

「──いやだって、強い力を持ってるならそのまま突撃すればいいんじゃないかなって」

「──やはりクレス君も男の子ですね。それは……」

　５月も初旬──俺はクラリスさんと２人でいつもの場所にいた。

「あ、私はこれだけで良いので。後はどうそ」

「いつも悪いですね。俺ばっかり食べちゃって」

「いいんですよ。クレス君のために作っているようなモノなので」

　べ、別に本気で好きになったって意味じゃないから！　と付け加えて言われる。

　俺なにも言ってないんですけど。ちょくちょく作ったみたいにツンツンしてくるなぁ。

「……それに私はクレス君と違って食べたら食べた分だけ増えるという……」

「体重ですか？」

「いいえなんでも。私なにか言ってました？」

「……あー、えっと、体重じゃなくて〝耐久〟だったかな。あはは聞き間違えましたー」

「まったくもう、うっかりさんですねクレス君は。私これでも耐久値すごい高いんです」

　パァァとした太陽のようなオーラ全開の笑顔で反応された。

　体重の話は禁句だったみたい……

（でもそもそも耐久値が高いって……いや、もうこの話題には触れない方が良いか）

　このクラリスさんと過ごす昼休みというシチュエーションは日常的になっていた。

　ＭＫＫ作戦をやろうと決めた時からこの時間はだいたい２人きりで会っている。

「あの小説２周は一応しましたけどねぇ……」

「やはり女性と男性で感性が違うんでしょうか？」

　話題はあのとてもタイトルが長い恋愛小説について。

「なんか展開がいちいちもどかしいんですよ」

「ラブロマンスとは勘違いと勘違いの重なり合いなんですよ。そこで生まれる葛藤や溝を体感するのは正直ツライです。仰おつしやる通りもどかしいです。ただ！　それを越えた時、主人公とヒロインの愛はより一層深まるのです！」

「で、そっからまたガクンってお決まりのように落ちるんでしょ？」

「そ、そういうことを言わない！　これはお決まりではなく演出、でもなく……そう！　起こるべくして起こるのです！　いうならば運命!!」

　は、はぁ……なんかもう無茶苦茶だな……

　いやだが、クラリスさんはかつてこう言っていた──

「……恋は理屈じゃない」

「その通り！　人を好きになるのに理由はいらないのです！」

　まぁ確かに、魔法を使っても人間心理を完全解読することなんてできないし。

　案外クラリスさんのように適当に意識しておく方が丁度良いのかも……

「……そうかもしれないですけど、それでも納得できない点はあるんですよね～」

　書いてあることはフィクション、経験しようにもできないことばかり。

　なんだか歯がゆいなぁ……

「ふふ」

「？」

「いや、クレス君と喋しやべるのは愉快だなと」

「そうですか？　あんまりクラリスさんの意見とは合ってないようですけど……」

　小説の感想とかね。

　日常的にも結構な割合で否定や反論しちゃってたりする。

「それですよそれ。その意見が合わないってのが良いんです」

「はぁ……」

「普段周りにいる人は私が右と言えば右、左と言えば左、全員が全員まーったく同じことしか言わないんです。まるで鏡と喋ってるみたいでウンザリですよ……」

「そりゃ公爵令嬢には普通逆らえないでしょ」

「だけどクレス君はちゃんと意見を言いますし。私がボケを振ればツッコミさえ入れてくれます。生徒会役員にもこの反骨精神を見習って欲しいですね。あの方たちはまず私の意見を聞くだけ聞いてその後ははい賛成ですみたいな、まったくもって──」

　ペラペラペラペラペラペラ。

　出会った当初からは想像つかないくらい……人間味のあるトークを繰り広げてくれる。

　普段からストレス溜たまってるんだろうなぁ……

「っと、ごめんなさい。つい愚痴ってしまいました」

「全然おっけーです。いつものことですし」

「いつも？　もークレス君、まるで私が普段から愚痴ってるみたいじゃないですかー」

　止やめてくださいよーと肩を軽く叩かれる。

　ここはあれだな、仰る通り最後まで抗あらがっていこう。右と言われれば左と言う精神だ。

「いやいや、いつも愚痴ってるじゃないですかー」

「してません」

「してます」

「してません」

「してま……はいスイマセン。してませんね。たまーに吐露してるだけです。はいはい」

　ダメだ。顔怖い。瞳のハイライトが段々となくなっていく。

　白熱する前に撤退を選択だ。これぞ戦場で得た経験、引き際の重要性である。

「……今めんどくさくなるのが嫌で逃げたでしょ」

「そんなことないですよー。ハッハッハッハ」

　ただ引いたら引いたでムスーっとした表情をされる。

　女性心理ってのは難しいもんだ……

「あ、それと忘れないうちに日記も渡しておきますね」

　渡されるのは恒例の交換日記。

　場所的に人目につかないのもあり、いつもこの昼休みのタイミングで交換をしていた。

　……にしても、我ながらだいぶ続いてる。

　馴なれれば意外と楽しいんだなコレ。最初にあった嫌悪感はほぼ消失した。

「クレス君、最近はようやくソレっぽいこと書いてくれるようになりましたね」

「ソレっぽいって、これでも頑張ってるんですけど」

「だとしても最初の書き方は本当に酷ひどかったです。正直ショックでしたもん」

　あー自分のステータスだけ書いたやつか。

　あれ書いた後に会った時、ホント怒られたんだよな。

　なんで私だけ本気で書いて恥ずかしい思いしなきゃいけないのって。

　もちろん改良しましたとも。今なら日記マスターと呼んでもらっても構わない。

「……ただ最初のは最初ので都合良かったですけど……」

「はい？」

「ク・レ・ス・く・んの体重が予想以上に軽くてショックを受けたんです」

「へー」

「あの後は３日ヘコみました」

「またまたー。ナチュラルに冗談を言……うのは止め……はい、もう少し頑張って体重増やしてみます」

　とは言っても太りにくい体質なんだからどうしようもない。

　最近はクラリスさんに色々作ってもらい食べる量も増えたけど変化なし。

　俺としても筋肉が全然付かなくて困ってるんだ。

「ゴリマッチョになりたい……」

「それは嫌です」

「え」

　ボソッと呟つぶやいた瞬間にクラリスさんが即否定。

　お嬢様は案外好き嫌いに正直な性格のようだ──




「ではそろそろアレについても話しましょう」

「アレ、ですね」

「ええ！　アレです！」

　アレやアレとはなんのこと。

　それはズバリ……

「これより、オペレーションＭＫＫについての会議を始めます──ッ！」

　正式名称は『マジでクラリスに恋しましょう』。

〝マジ〟〝クラリス〟〝恋こい〟の頭文字をとって『ＭＫＫ』となる。

　するとクラリスさんが落ちていた一本の枝木を拾い、その先端に魔力を通す。

「クレス隊員、氷魔法を」

「了イエツ解サー」

　平たい長方形型の氷板を地面上に生成。

　酸素を多く含ませたので真っ白な色合いに仕上がる。

「では改めて作戦プランを振り返ります──」

　氷板の上に魔力を纏まとわせた枝先を走らせる。その筆跡は黒く染まり──まぁようは土の上に書くよりも読みやすいってこと。あと……会議してます感がでるでしょ？





◆◇◆







　作戦名：ＭＫＫ

　構成員：クラリス・ランドデルク（以下〝Ｒ〟と表記）




クレス・アリシア（以下〝Ａ〟と表記）




　主目的：Ｒに迫る婚約話をＡが協力し一時的に解消させる。




最重要プロセスはＲの両親を騙すことであり、強敵とされるはＲ父。

この作戦は本番までにクラリ……Ｒを本気で好きになることに重点を置く。

だって本当に好す……仲良くなれば、作戦成功率は格段にあがるもん。







◆◇◆






　──以上が氷板に書かれたことである。

　……てか、もん、もんって。

　自分で書いといて恥ずかしがらないで。

　あとなんだか後半がおかしな気もするが、重要なところには属性を変え色付カラー波線を引いて強調してくれたりも。魔法って便利だよなぁ。

（議題自体はふざけられるものじゃないけど、書く時の様子や表情、これまでの言動を総じて見るにクラリスさんは案外ノリノリなんだよな）

　なんかこう……子供がイタズラを考えている時みたいな。

　ただ会議なんて大おお袈げ裟さに言うが、傍はたから見れば殺風景な広場でいい歳としした学生２人がコソコソと会談……おかしな二人組と思われても仕方がない構図ではある。

「えーあくまで私の個人的主観なんですが、そ、それなりにお互いの仲は深まってきたと思います…………お、思いません？」

「そんな不安そうに言わなくても。素の状態で喋れてはいますね」

「で、でしょう!?　私も自分史上ここまで異性と親しくなったためしはないです。まさに歴史的快挙！」

　随分と仰々しく言ってくれる。

　ただ彼女の言うとおり、俺は監視時間をかなり省いてまで関係を築いた。

　純粋に楽しいという感情もあるが……調査という任務的意味もあるし。

「近頃はちょっと噂うわさにはなってるっぽいですよね」

「私の方も友人たちからやんわりとは尋ねられました」

　やはりクラリスさんも耳にはしていたか。

「こ、恋人感を出す手っ取り早い方法は〝付き合っている〟と周りに打ち明けることです。い、いっそのこと宣言するとか……ど、どうでしょう……？」

「効果的なやり方ですけどリスクもまた大きいですよ。まず必ず周りから反感を買います。一番厄介なのはもう後に退ひけなくなるっていう──」

　あくまで自分たちの関係は一時的なモノ。

　噂なら噂のまま、自分たちからあえて明言していく必要はないように思える。

　それに反感を買うのは格上のクラリスさんではなく俺へいみんの方。今後嫌がらせの類いが多々くることも懸念される。そうなっては困る。

　──コッチの仕事にも影響がでるかもしれないし。

「そ、そうですよねやはり言わない方が、賢明ですよね、」

　先走りすぎるのは危険、様子を見るべきと提案した。

「あはは、いや、もう言っちゃうとかもアリかなーとか、なんて……」

「当面は黙っていた方が。ご両親への挨拶もしてないので。それにあくまで仮は仮ですし、クラリスさんの今後を考えるに──」

「そう、ですね。でも……」

「はい？」

「っううん。なんでもありません。クレス君の言うとおり早く動きすぎてもダメですよね。慎しん重ちよう居こ士じ、臨機応変に行きましょう！」

「はい！」

　あと今の会話でふと思ったんだけど、

「そういえばクラリスさんのお父さんに会うっていう話は……」

　以前クラリスさんからパーティー前に一度会う必要があると言われた。

　そしてそのイベントこそ──勝負の瞬間とき。

「あ、その件は進展がありました。日取りはおそらく……今週末です」

「あと３日後か……」

　来週末には弟さんのパーティーが開催、妥当なスケジュールの設定だ。

「ですがクレス君、まだ私たちはカップル（仮）としてある重要なイベントをやっていません。それが分かりますか？」

「やってないこと…………はいあ～んって食べさせ合いをするとか？」

「それは今度是非やりましょう。ただそれよりもまずは──デート！　を、するべきではありませんか!?」

「で、デート──ッ!?」

　い、言われてみればである。

　恋人同士なら必ずあるであろう重要イベント。

　小説にももちろんそういうシーンはあったが、現実世界で実行しようとはまったくもって考えていなかった。頭の隅にすらなかったこと。

「これを一度もすることなくして、お父様突破はありえません」

「……百理あります」

「ただスケジュール的に、デートができそうなのは今週末ぐらいなんです」

「そ、それって……」

「お父様と会う日です。ただ会う時間は夜、夕方までは自由に使えますから」

「じゃあ午前中からデート……」

「残念ながら昼すぎからです。これは私的な問題で、すいません……」

　察するに門限とか準備けしようとか色々な事情があるらしい。

「なので当日の流れは──」

〝昼過ぎに待ち合わせ→夕方までデート→夜はお父様と対決〟

　氷板に再び枝先を走らせ日程タイムテ計画ーブルを記載。

　なるほど、今回はこういう進行をするわけか。

「……今更ですけど、なんか全体的に急ピッチですよね」

「も、もう少し早く今回の件を相談すべきだったと反省してます……こればかりは私の認識が甘かったからです……」

　曰いわくパートナーの話を両親に言われた時に、事の緊急性を悟ったとか。

「ずっと忘れよう忘れようと逃げていたことが、ここになって足を引っ張りました……」

　まぁねぇ……正直、もう少し余裕をもって取り組みたい案件ではある。

「ここまで付き合ってもらってます。万が一ラブラブ度が足りなくて作戦が失敗したら……」

「したら？」

「代償として切腹します」

「代償おもっ！」

「私も死にたくはありません。なので頑張ってラブラブ度上げてください」

「な、なんか誘導をされているような……そりゃ善処しますけど」

　だけど自分の素性を考えるに、マジでクラリスさんに恋したら終わりだから……

　恋愛するつもりは正直まったくない。あくまで最高の演技をするだけ。

　これは別にクラリスさんのことが嫌いだとか、どうでもいいとかじゃなく、しっかりと恩を感じているからこそ。

（──俺は、３年後にはここから消える）

　もしかしたらそれまでに災厄と正体がバレることだってあるかも。

　そうなった時、また姿を消した時、俺の近くにいた人はどうなるのか。

　……クラリスさんはとても良い人だ。

　この人には幸せになって欲しいと本気で思っているとも。

　だからこそ、真に好きになるなんてことは絶対にしてはいけないんだ。

「おっと、もうこんな時間ですか」

「また長く喋しやべっちゃいましたね」

「私はまだまだ足りないぐらいです」

「タフなお嬢様だ……」

「ふふ。それに付いてこれるんですから、クレス君も十分タフですよ」

「ですかねー」

　広い敷地の穴場も穴場、本来誰もこないようなベンチ一つの寂れた所。

　学園の豪ごう奢しやな校舎と比べればまさに辺境、それか遠い遠い異国の地にでも例えるか。

　ここは何もないはずの場所なのに。

　なんだか近頃、自分にとって特別な意味を持ち始めたような。

　そうだな、小説風に言うのなら……




　ロマンスがソコにはあるように思えた。





※






　ＭＫＫ作戦の一環である、クラリスさんとのデート前日の夜のこと。

　事件は起こった──

「明日の布教に俺も参加しろ!?」

「そうです、休日こそ絶好の布教日びより。そもそも我がマキナ教は年中無休ですから」

　座って相対するⅥマキナさんから告げられる『布教日より』とかいうパワーワード。

「このブラック宗教！」

「な、なんてことを……信者としてあるまじき発言ですよ」

　まるで反抗期の子供を見るような目を向けられる。

　ただ明日は、明日はマズイんだ。

　だって──クラリスさんとの〝約束デート〟があるんだから。

「いやホント、明日だけは勘弁してくれないですか……」

「無理です」

「そこをなんとか……」

「アナタは以前、休日だろうと協力すると軽く応えたではないですか」

「いやそんな発言した覚えは……」

　……あれ、そういえば王都で再会した時、

『週末も手伝ってくださいね？　いいですか？』

『あーハイハイ分かりました。やりますよ。やらせて頂きます』

　……という感じの会話したような。

「その表情、どうやら覚えがあるようですね」

「っぐ」

「それにです。布教第一とは言え今回は仕事も兼ねています」

「仕事……？」

「少し待ちなさい」

　そう言うと巨大な黒棺をガチャリと開ける。

　酔狂なことにカバン代わりに使っているので、もちろん死体が入ってるなんてことはない。衣類とか、食料とか、変な人形とか、本当にただのカバンだ。

　…………アホだよな？

「──これをご覧なさい」

「──？」

　机に置かれたのは……コンパス？

　形は半球で、直径10センチくらい。

　透明なガラスの中には針が設置され、取り出した時の揺れでかゆっくりと傾いている。

「あの魔女が作った道具です」

　彼女が言う魔女とは７番目の災厄たるストレガさんのこと……てことはコレ魔導具か。

「アナタから勇者以外の大いせ賢かい者じんがいるという報告を受け、制作がされました。まぁ元々試験的にずっと前から着手はしていたようですが」

「まさか……」

「そう、これは異世界人発見器です──」

　おいおい、この短期間でか……！

「肉体性能と深層心理に同一性を持つにしろ、異世界人はこの世界の人間とは違うルーツを持つ。この異世界ヘンナ人発ノミツ見器ケールはその僅かな違いを発見するモノだとか」

「僅かな違い……」

「ただし、あくまで急きゆう遽きよ作られ投入された道具。急造品です。効果範囲は持ち主から半径３メートル強圏内のみと説明書には記載されていました」

　つまり……相当近くにいないとこの魔導具は異世界人を発見できない、と。

　ただ急ごしらえだろうとこの魔導具の存在意義は大きい。

「これを所持しつつ、布教で街中を歩き回るというわけです」

「布教と調査を同時進行……一石二鳥ってわけですか……」

「ええ。アナタの話だとランドデルク家……でしたか？　その家の大規模なパーティーがもうすぐなのでしょう？」

「来週です」

「ワタシがもし襲撃するのなら、もうこの街には潜入をしている時期です。それはクレスも思うところでしょう？」

「入ってますね。きっと立地や警備体制の下調べしてます」

「休日は平日より一層賑にぎわう。王都ならばなおさら。相手にしてみれば人混みにまぎれられるので工作をするには絶好の機会──」

　敵がいるとするなら確かに休日はうってつけの行動日だ。

　しかも本番まで１週間を切ってるとなると……

「でもそれだったら、俺がその魔導具を持ってデートに行けば……」

「何度言わせるんですか、布教が第一」

「…………」

　だ、そうです。

　淡白な言い方ながらもそこは譲らないと伝わってくる。

　でもクラリスさんとの約束が……でもこれはもう……

「じゃあ仕方ないすけど、俺もうこの際」

　クラリスさんに父親との勝負は別日にできないか、今からお願いしてみよう。体調不良とかなんとか理由をつけてでも──ただそんな後ろ向きな考えが過よぎった時だった、

　なにを思ったか若干焦った様子でⅥマキナさんが口を開く。

「……ま、待ってください。……その約束事、何時からの実行ですか？」

「昼過ぎからですけど……」

「な、なら午前中だけ手伝いなさい。その後は好きに動いて構いません」

「　え　？　」

　驚いた。ただただ驚いた。

　まさかこの人が自分のことで妥協するとは。しかも急に……どうしてだ？

「こんな些さ細さいなことでマキナ教を嫌われたら堪たまりません……辞められたら困るんです」

　──ワタシはまた一人になってしまう。

　掠かすれ掠れながらも聞こえたその言葉は、大きな不安を孕はらんでいるように思えた。

「って、ま、マキナさん!?」

「辞めないようにワタシの祝福を掛けます」

　身体からだを前に突き出し抱きついてくる。

　突然に、だ。

　クリーム色の髪が視界を過り彼女の細い腕が俺の身体に回る。

「あ、あの……」

「祝福です」

「ただ抱きついてるだけじゃ……」

「祝福」

「……はいはい、分かりましたよ」

　なぜかコッチが一転ヤレヤレ状態、相づちを打ちながらつられるように彼女を抱く。

　一見いつもと変わらない平へい坦たんな声音トーンでも今回のはなんだか──

　結局その抱擁は１分も２分も、無言のままずっと長いこと続いた。

「……マキナさん」

　ただそのまま黙っていても仕方ない、切り出したのは俺だった。

「……なにか？」

「別に俺、怒ってないですよ」

「……」

「マキナさんもマキナ教も嫌いになったりしてないですし、布教を手伝うのを本気の本気でやりたくないとかも思ってないです」

　なぜ抱きついてきたのかは大体見当が付いた。

　それはきっと宗教じぶんが邪魔だとされ、離れてしまうのではないかと。

　ようは俺に『休ませてくれないならマキナ教を辞める！』──とでも言われると思ったんだろうな。

「俺、マキナ教辞めないですから」

「……本当ですか？」

「はい。というかあんな強引に入信させられたのに、ここまでずっとやって来てる唯一の信者なんですよ？　最期まで付き合いますって」

「クレス……」

「もちろんマキナさんが辞めてもいいって許可を出すんなら、すぐ辞めますけど」

「っな、だ、ダメです！　辞めてはダメですよ！」

　抱きついてきたと思ったら今度はガバッと身体を離し、俺の両肩をガシガシ揺らす。

　その珍しく必死な様相……

「くっくっくっく」

「な、なぜ笑うのです？」

「いやマキナさんも可愛かわいいところあるなって」

「ッ──！　クレス、これは説教いや……お仕置きです！」

「あ、暴力あるんならやっぱりマキナ教辞めようかな～」

「っし、しません！　暴力反対！　ええ、世界は平和であるべきですから！」

　……チョロい。

　非常にチョロいが……まぁ最期まで付き合うという言葉は本当だ。

「でも明日もしも信者が増えたら、俺ってそんなに必要なくなります？」

　彼女はその〝性質上〟どうしても信者を必要とする。

　だからこそ唯一の信者たるクレス・アリシアを重宝するんだ。

　でも２人目以降が現れたのなら──

「バカを言わないでください。ワタシがクレスを手放すことはありません」

　と、キッパリ真顔で断られた。

　これを喜んでいいのやら悲しんでいいのやら……

「というか普段、あの赤女がアナタを独占しすぎて目障りです。ワタシとの時間が少ない」

「アウラさんですか？」

「あんな阿あ呆ほうと一緒にいたらクレスまでおかしくなる。これからはワタシと組むべきと推奨します。ええ、それがいい。名案ですねコレは」

「……どっちもどっちのような」

　Ⅴアウラさんを阿呆呼ばわりするが、Ⅵマキナさんも相当変人である。

　俺が苦労することに変わりはない。

「さてマキナさんもナーバスから立ち直ったところだし、明日の打ち合わせしますか」

「な、ナーバスになどなっていません」

「でも不安そうに抱きついてきたじゃないですか。俺が『マキナ教を辞める』って言うと勘違いしたんですよね？」

　ホントはクラリスさんに相談してみる、って言おうと思ってたんだけど。

　明日のことだし、そうなったらなったで面倒でもあるんだが。

「そ、それはクレスの勝手な……その、思い込みで……」

「声も少し震えてましたし、目とかもウルウルしてましたけど？」

「し、してません！　崇あがめられるワタシは常に凜りんとして佇たたずんでいる！」

　両手を腰に添え胸を堂々と張る。

　謎のプライドが発動、どうやら一連のことを認めないらしい。

「虚勢を張る人を崇めるのか……なんか嫌だなぁ……」

「っ」

「マキナさんは信者にすら素直になってくれないっていう……」

「く、クレス、ワタシは別に虚勢などは張っていません。ただ……アナタにだけは幻滅されたくないと言いますか、頼られたいと言いますか……だからその、う、うぅ……」

「そ、そんな本気で泣きそうにならなくても」

「な、なっでまぜん！」

　鉄仮面は半崩壊、なんだからとても悪いことをした気分になって来た。

　やりすぎたなこれ。ならこういう時は……

「ま、マキナさん大好き～」

　と、言って今度は自分から抱きついていく。

「マキナさんはカッコいいし美人だし頭も……まぁかなり個性的で、な、なんか凄すごい！　うん、なんか凄くて尊敬できるし！　だ、大好きダナー！」

「だ、大好き!?」

　軽くイジっていたが、最終的にはコッチからすり寄る形に。

　気持ち的にも、そして物理的にも。

（で、でも、抱きつく部分ちょっとミスったな）

　控えめな胸に顔面を埋うずめる。でもスリスリすれば服越しでもちゃんと柔らかい感触が味わえるし……あと男にはない女性特有の良い匂いもする。

　なんにせよこれが年上女性への必殺技──甘えラブ・ホる抱ールド・撃アタツクである。

「ま、まったくもう、クレスは甘えん坊な子ですね」

「え、えへへー。まきなさんがいちばんすきー。うんほんとにー」

「よしよし。ワタシは寛大で偉大ですから。ええ、幾らでもこの胸で甘えてどうぞ。その代わり日頃から崇むのですよ。そして今後はあの赤女ではなくワタシとだけ組むのです。というかクレスはワタシのことが一番と言いましたし、もはや決定ですね。ハイ決定！」

　見事に機嫌を良く……え？

　最後の言葉、なんか勝手に組むって決められちゃってるんだけど……

　いやそれは……

「──なにか問題でも？」

「ひぇ、ま、前向きに検討するということじゃ……潜入任務もまだ全然ありま「はい？」……あーはい！　マキナさんとも一緒にやってきたいですね！　た、楽しみだなー！」

「でしょう？　ワタシとアナタは相性がとてもいいですから」

　こ、怖えぇぇぇ。

　目がガチすぎる。殺されるのは嫌だし……とりあえずはイエスと答えておこう。

　なに数ヶ月経たてば上手うまいこと濁せるだろうさ。それか忘れるだろ。

「ふっふっふっふ。やはりクレスは可愛いですね──」

　と、そんな感じでまた俺の頭を撫なで始める。

　甘えすぎた自分もさることながら、やはりチョロすぎるⅥマキナさんであった。







「──で、コレなんですか？」

　昨晩はⅥマキナさんの胸でイチャコラと役得な……ゴホン失敬、偉大な存在から愛を享受した。それでなんかタッグを組もうかみたいな話にもなっちゃったけどさ。

　それから数時間、日が変わってついに大事なデートの当日となる。

　クラリスさんとは昼過ぎから、午前中は布教活動である。

　しかし──俺はⅥマキナさんに渡された布教用衣装に絶句していた。

「今回の布教は〝女装〟をしてやってもらいます」

「なぜ!?」

　変な歌うたいたくないな～……なんて思ってたら、そもそも開始前からオカシイ。

「そちらの方が目を引くからですよ。クレスの容姿が美しいのはこのワタシですら認めるところ。これを活用しない手はないでしょう」

　昨日決めたのはどこで布教を重点的にやるか、そして異世界人を発見したらどうするか。

　まさか衣装に手を加えるとは聞いていない。

「俺にこんな女装させてまで布教するなんて……こんなの不純じゃないですか！」

「時には商戦的になるのも必要です」

「昨日までの意識の高さはどこに!?」

　俺としては午前中にチャチャッと手伝って、パパッとクラリスさんと合流するつもりだった。でもまさか女装をすることになるなんて……

　しかもその肝心の〝衣装〟がまた派手なこと──

「まずは着替える。はいどうぞ」

「さ、流石さすがにカッコは普通ので……」

「昨日散々イジってくれた罰です。そもそもアナタはワタシの信者であり……ぱ、パートナーでもあるでしょう？」

「いやでも立場は対等で断る権利は……」

「──ワタシの言うことを聞いてくれないのですか？」

「あ、はい、着ます」

　マキナさんからはゴゴゴゴゴって見えない威圧感が発せられる。

　チョロさにつけ込んだツケがついに回ってきたとでも言うのか……

　連続での甘えラブ・ホ抱ールド・撃アタツクも効きそうになく、俺は黙ってその服を着るのだった。




「う、うぅぅ……、」

「よく似合っています。うん、素晴らしい。まごうことなき美女」

「褒められても嬉うれしくないですって！」

　身体からだをピッチリと包む黒地の生地。

　その所々に銀白色の複雑な文様が刻まれ、存在感は抜群。

　マキナさん曰いわくドレスの一種？　で布地はスラッと踝くるぶしあたりまで続く。

　ただ動きやすくするためか、腰下すぐの所で生地は縦に分断。

　大きく右太ももから下が露出しており、場合によっては下着も余裕で見える。

　一言で言えばだいぶ……痴ち女じよ的であった。

「なんですかこの服!?　見たことないんですけど!?」

「これは東方を旅していた際に手に入れた民族衣装です。キレイでしょう？」

「そ、そりゃキレイではありますけど……」

　しかも右足だけでなく肩から下も露出全開、脇も丸見えっていう……

「は、恥ずかしい、」

　そう思わずにはいられない。

　自然と火照ってきてしまうのは羞恥心故だろうか。

　なんだか変な気分……つい内股になってしまう。

「モジモジしない。トイレですか？」

「いやだから恥ずかしいんですって……」
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「ふふふ。おかしなことを気にしますね」

　おかしなことを言ってるのはマキナさんですよ！

「ただこの格好で普通の手袋は微妙ですね」

「ま、まぁ……」

　災厄のナンバ数字ーズは右手甲に特殊な〝刻印数字〟を刻んでいる。

　俺だったら『Ⅸ』、マキナさんだったら『Ⅵ』である。

　それを隠す目的で常時黒手袋をしているわけだが、今回の衣装はいかんせん腕は丸出しで、手首で終わるコレには違和感しかない。

「というわけで、今回はこの腕七分目あたりまであるアームカバーを使ってください」

「えぇ……」

　簡単に言うと長い手袋である。

　ただこれまでの手袋と違いだいぶ柔らかい材質、ちなみに中指のリングから上が隠れるもので、指自体は10本すべて出ている状態だ。

「しかし上だけカバーするのはバランスが悪いということで……」

「ま、まだなにかあるんですか？」

「正解です──はい、追加でどうぞ」

「こ、コレは……」

　アンバランスな見た目と言われ手渡されたのは──

「ニーソです」

「い、嫌だ！　嫌で──」

「穿はきなさい」

「ホンッッットに勘弁してください！」

「そんなに嫌がらなくても、仕方ないですねぇ……」

　お、おぉ。ようやく俺の意思きよぜつが伝わって──

「強行です。ここはワタシが穿かせましょう」

「なん──」

　でそうなる!?

「ッ──!?」

　流石にニーソだけは。

　もう逃げてやろう──と考えた瞬間、急に身体が動かなくなる。

　まるで自分の周りの空間だけ氷のように固まったような。

　これは威圧されたせいではなくⅥマキナさんの異能が働いたせい。

（ここまでやるのか──っ！）

　それからはなされるがまま、俺は無抵抗にニーソ着用を強いられ……

「──ふぅ、はいこれで脚も完了」

「くぅ……ひどい……」

「見事な絶対領域、10センチほど見える白い太ももが黒生地と素晴らしいコントラストを描いています。銀髪もまた黒布に映えますね」

「そ、そんな競技の解説みたいに言わないでください……」

「もっと堂々としましょう」

「できるか！」

「まぁ恥ずかしがってるのもポイント高いと言えば高いですけどね」

「だから競技みたいに言わないでくださいよ！」

　……もうメチャクチャだ。

　両脚には黒ニーソまで装着。腰にまで届くことがないソレは、彼女の言うとおり少しだけ太ももが露出する形に。

　女性がしていても大胆すぎる格好だろうに……これを男が着るって。

　知り合いにバレたらそれは学生生活のある種終了を意味し──

「ただ流石にいつもの顔で行くのは、今後のアナタの仕せんに事ゆうを考えるとマズイですし」

「え、ケアしてくれるんですか!?」

「当たり前です。信者想おもいですからワタシは」

「おぉ！」

　顔をメイク等して変えていいというのなら、まだこのカッコも許容できる。

　マキナさんはなんやかんや俺の気持ちを汲くんでくれるんだ。

　と、一瞬気持ちを切り替えられたが──

「じゃあ髪を結いますね」

「髪!?　メイクは!?」

「クレスは元が整いすぎてるので化粧はいらないですよ。十分すぎるくらい美しいです」

「違う！　変装の意味で！」

「さて、どんな髪型にしましょうか」

「最初の『いつもの顔で行くのはクレスの今後がマズイ』って話はどこに!?」

「……」

　で、出たー、露骨な無視だー。

　……で結局、その後もせめてメイクだけはとお願いしたが、顔は絶対にイジるなと逆に念押しされた。まだ化粧は早いってさ。

　俺が言ってるのはそういう意味じゃないんだけど……

「──できました！　今回は黒い紐ひもで結ってみましたが雰囲気と見事に合致、銀髪の美しさも際立ちますね。どうですか？」

　と、鏡を渡され確認をさせられる。

　普段は雑に一本結ポニー。だが今、俺の頭部からは２本の尻尾が左右対称に生えていた。

「これが真っ当な人間のやることか……」

「ワタシがやることは全て正しい」

　はい、俺の捨すて台詞ぜりふは軽く一蹴されました。

「ただ今更ですがクレス……だいぶ絶壁ですね。可哀かわい想そうに」

「……そりゃ男ですもん。胸なんてないですよ」

　だから可哀想とか言われる筋合いもないんだけど。

「あ。今思いつきましたが、この異世界ヘンナ人発ノミツ見器ケールを２つ、いっそ胸代わりに──」

「む、無理です！　なに言ってるんですか!?　頭おかしいんじゃ!?」

「大丈夫、道具は３つあるのでワタシの分はちゃんと確保できますから」

「そういう問題じゃ──」

「次元停止ex:out」

「っつ！」

　またしても異能発動、身体が硬直する。

　その隙にⅥマキナさんはササッと半球の魔導具を俺の胸元へ仕込ませる。

「おぉ、結構本物っぽいですね。触ると固いですが」

「うぅ……」

「なにも泣かなくても。お嫁にはいつかちゃんと行けます。というか是非ワタシが貰もらうという流れで──」

「せめてまず嫁じゃなく婿扱いしてくださいよ……」

　なぜこうも皆俺を女性として見るのか、そりゃ多少女性的な顔立ちはしてるけどさ。

　それでもいくらなんでも扱いが酷ひどい、酷すぎる！

『ふふふ。似合ってるわよ』

「（お前まで……）」

　まさかの俺の異能、エルレブンまでもが絶賛の嵐。

　かなり楽しんでいるようで、今回加勢してくれないのもそのためだ。

「あと外に行く時はこの……ちょっと待ってくださいね」

　何回も何回も黒くろ棺ひつぎをゴソゴソと。

　なんでも入ってますねホント。

「このハイヒールを履いてください」

「ヒール……？」

「ワタシと大して身長も足の大きさも変わらないですし、いやはや幸運でしたね。ワタシが持ってる全部のモノを合わせることができます」

　嬉しそうに黒いハイヒールを取り出す。

「これで身長が高くなってより目立ちますし、より美しいです」

「ハハハ……モウナンデモイイヤ……」

「それと昨日説明したので分かってると思いますが、その右手にはめた指輪。魔導具が異世界人の反応を捉えると反応して──」

　少し胸がある銀髪スレンダー痴女チック……女装男。

　そんな現実を前にし、俺は死んだ目をしてただただ乾いた笑い声を上げるのだった。





※






「──アレ見ろよアレ！」

「──うわぁスッゴイ美人、憧れる～」

「──な、ナンパ行けるか？」

「──レベルが違いすぎる。俺たちじゃ近づけもしないぞ」

「──隣の人だってめっちゃ美人だよ。もしかして貴族かな？」

「──自分に目があること。神と母に感謝しなければ」

　周囲から来る圧倒的な視線（特に男たちから）、飛び交う会話。

　海が割れるが如ごとく、俺とマキナさんが歩けば人の大群も数歩後ろに退ひいていく。

「……布教のためなんだ……女装趣味なんてない……俺は男で俺は男で……」

「しっかりしないさいクレス。目がイッてますよ」

「誰のせいですか……」

　張り切るマキナさんに対し、俺は弱々しい返答ツツコミしかできない。

「大衆の面前でこんなカッコ……」

　着ている東方の民族衣装とやらは露出露出露出のオンパレード。

　この恥ずかしがる姿をⅦストレガさんが見たら『オークに屈服する寸前の女騎士！』とでも言うんだろう。

　実際一度言われたことあるし……

　似合う似合わない云うん々ぬんではなく、女装はやはり恥ずかしいものなんだ。

「では布教を始めましょう。ついでに潜む者も見つけに」

「こんなに目立ってるんじゃ近づいてこないですよ……」

「来ないなら来ないで結構。布教第一ですから」

「……えぇ」

「さ、ご一緒に。布教～布教～一家に一教～」

　彼女がいつもの歌をうたい出す。

　距離を取っていた観衆がまた一歩離れていく。

（……そりゃビジュアルがいくらよくても不審な点が多すぎるもんな）

　怪しまれるのは当然。また今日も信者獲得ゼロで終わるのが目に見えて──

「……ッ!?」

　それは布教が始まってすぐのことだった──

　指にはめていた指輪が小さく光り出したのである。

　この指輪はこの胸に２つ仕込んだ異世界ヘンナ人発ノミツ見器ケールと連動している、つまり──

「奴等が近くにいる……!?」

　魔導具の知らせにマキナさんもすぐに気付いた。

　布教～布教～と歌いながらも２人して四方に視線を張り巡らせていく。

「（──マキナさん！　確認できましたか!?）」

「（──いいえ、ただ警戒を強めます。発見次第マーキング、可能であれば拉致もしくは殺害を）」

「（──了解）」

　周りには俺たちを見物する人がごまんといる。

　でも半径３メートル強圏内に異世界人はいる、正体アンノ不明ウンはいるんだ。

　一体どこだ、どこに──

「……クレス君？」

「え」

　しかし俺はこの魔導具を使う上で、大きな注意点を見逃していた。

　それはこの魔導具が──異世界人全てに反応するということ。

「マイ、さん、」

「な、なにしてる……の？」

　群衆から一歩前に出てきたのは顔なじみの女性。

　異世界人であるマイ・ハルカゼだった。




「く、クレス君、だよね？」

「……」

　失念していた、勇者だって異世界人だ。

　指輪が反応したのは近くに正体アンノ不明ウンがいたからじゃなく、マイさんがいたことが原因だったんだ。

「ど、どうしたのその格好？　なんでチャイナ服？」

　ちゃ、チャイナ服？

　この民族衣装にはそういう別称もあるのか。

　異世界にも似たようなモノが……っていやそんなことよりも、

「……こ、これはその～」

　──ど、どうする俺!?

　知り合いに見つかる可能性は低いながらも確かにあった。

　覚悟もソレナリにしていたつもりだった。

　だけどこんな序盤も序盤のタイミング、しかも一発目がマイさんだなんて──

「ま、マイさんこそ、こんな場所でどうした……の？」

　聞かれたことに何も答えないで話題を逸そらす。ついでにサッと視線も逸らす。

　苦しい！　我ながら逃げ方が苦しすぎる！

「私は息抜きに買い物をしに来て……」

　そう言う彼女の背後には立派な甲かつ冑ちゆうを着た騎士が数人付いている。

　護衛を引き連れ街に繰り出してきたらしい。

「逆にクレス君はなにを……」

　つむじから足の指先まで。

　マイさんは２度３度ゆっくりと視線を上下に動かしこれは現実なんだと確認。

　改めてこの奇行の理由を聞いてくる。

　周りも勇者の登場に静粛、その会話を聞こうと耳を研ぎ澄ましているようだった。

（──な、なにが最善手だ!?　考えろ！　考えるんだクレス・アリシア！）

　脳ミソをこれでもかってくらい高速で回転させる。

　コンマ数秒の世界、上手うまい言い訳をひたすら考え──

「マキナ教は現在特典付き～ワタシの説教に加え美人なクレス付き～」

　おぉぉぉぉぉい！

　なんでマキナさんまだ宣伝してるんですか!?

　しかも美人なクレス付きって、凄すごいやましい宗教に聞こえるじゃん。

「マキナ教？」

「え、えっとですねぇ……」

　魔導具の反応が正体アンノ不明ウンでないと判明したからか、マキナさんは何事もなかったように布教続行。しかも何故なぜかさっきより派手めに。

　マイさんに聞こえる位置でしっかり声を出す。

　無関係を演出したかったのに、これではもうマキナ教信者という……あ、そうだ！

「じ、実はマイさん、俺は今一人暮らしをしているんだ」

　ここで俺は思いつく、最善の言い訳を──！

「と、突然語り出したね。田舎から一人で出てきたっていうのは知ってるけど……」

「そうなんだよ。そして予想は付くと思うけどかなり貧乏なんだよ」

「う、うんうん」

　即興で創りだしたシナリオが駿しゆん馬めの如く脳裏を駆ける。

　そしてマイさんにも、観衆にも、それがまるで真実かのように堂々と語っていく。

「ただ学費も高いし生活費だってバカにならない。普通のバイトじゃ全然足りないんだ」

「もしかして……」

「そう、これはいわゆる怪しいバイトで間違いないさ。まぁこんなカッコしてヘンテコ宗教の勧誘を街でしてる時点で察しているとは思うけど。だけど貰える給料は高いんだ」

「クレス君……」

「こんな姿を見せたくはなかったけど……だけどこれからも学園に通うためにやるしかなくて……う、うぅ……」

　と、嗚お咽えつを交えながら呟つぶやく。

（これぞ〝柔じゆう〟の言い訳！　あえて女装と奇行を否定せず、それを受け止め自然と説明する超高等テクニックな言い訳だ！）

　これにはマイさんも──

「経済的な問題で……なら仕方ないと言えば仕方ないのかな……」

　っよ、良し！

　ちょっと無理した感もあったがどうやら信じてもらえ……

「──誰ですかこの女」

「へ」

「アナタ、ワタシの信者クレスに近づきすぎです。離れなさい」

「ワタシのクレス……？」

　ここでなぜ近づいてくるぅぅぅ!?

　俺とマイさんの間にマキナさんがズズイッと割って入ってきた。

　ずっとマイさんを無視して布教の歌うたってウロウロしてたのに。

　なんとか言い訳完了って間際でギリギリ滑りこんで来たよ。

「クレスは下がりなさい。ワタシが相手をしましょう」

「いやマキナさんは……」

「クレス君。私もちょっとだけこの人と喋しやべらせて」

　えぇー……

　なんか勝手にバトルっぽい雰囲気になっちゃってるんだけど。

「さっきのワタシのって言葉、クレス君はただのアルバイトってだけですよね……？」

　ギロリ。

　マイさんは結構高圧的に言われたにもかかわわらず退ひかず、むしろムッと表情を少し曇らせ言葉を呈してきた。

　来たばかりの時にはなかったメンタル、林間合宿での精神的成長があったからこそ。

　だけどここでマキナさんとの口論に発展するのは──

「ただのアルバイト？　なにを言ってるのですか？　クレスはワタシにとって唯一無二の信者そんざい。未み来らい永えい劫ごう共に生きると誓った仲です」

「み、未来永劫!?　……ま、まさか、け、けけ、結婚ってこと!?　クレス君が夫!?」

「まぁ世俗ではそうとも言うかもしれません」

「そんな……」

　さも本当のことのようにマキナさんは得意げに言うが──

「なにナチュラルに噓うそついてるんですか！」

「クレス、そんなに照れなくても……」

「照れるもなにもないでしょ！」

「私の太陽、潰ついえたり……」

「ま、マイさんこれこの人の噓だから！　カムバック！　現実世界に戻ってきて！」

　フラフラ～と魂が抜けていきそうなマイさん。

　俺が怒ど濤とうの否定をしたことでハッと帰ってくる。

「う、噓なんですか!?」

「そうですよ。当たり前じゃないですか」
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「……よ、良かった……」

　結婚も闇バイトの一環だとでも勘違いしたのか。

　事実を知って安あん堵どしているようだった。

「な、なんで、噓をついたんですか……？」

「噓などついていません。結婚という単語が少しだけ相応ふさわしくなかっただけで、ワタシとクレスが密接な関係にあるということに変わりなし。そうですよねクレス？」

「ま、まぁ、密接ではありますけど……」

「なので他の女性がクレスに馴なれ馴れしく近づくのは少々癇かんに障ります。普通に接する分には構いませんが。以後接し方は気をつけるように」

　無表情のまま静かに警告、ただマイさんはそれで退ひくようなことはなく──

「み、密接って、貴女あなたはお金を与えてクレス君を従えてるだけなんじゃないですか！　こ、こんな格好までさせて、しかもおっぱ……胸まで作って、クレス君が可哀かわい想そうです！」

「失礼な。クレスはワタシを敬うべくして敬っています。この女装だって合意の上、それに似合っているのですから良いのでは？　そもそもアナタこそクレスの何なのです？」

「わ、私は、クラスメイトです！」

「っふ、クラスメイト」

　Ⅵマキナさんは鼻で笑う。

　しかしマイさんも負けず、

「で、でも、特に仲の良いクラスメイトですから！　あ、あの時の夜だって……」

「──夜？」

「何があったかは詳しく言いませんけど。一言で言うなら……は、初めての経験でしたよアレは。き、きっと貴女は経験したことないんでしょうね」

「初め、て……？」

「ちょっとちょっと！　マイさん誤解があるように聞こえるからソレ！」

　異世界で初めて元気づけられただけでしょうが。

　なんでそう意味深な言い方を……

「クレスの趣味は昔から年上の女性です。甘えさせてくれる人が好きなんですよ。それこそワタシのような。アナタでは不釣り合いでしょう、大人しく引き下がることを勧めます」

「しゅ、趣味なんて、ふとしたキッカケで変わるかもしれないじゃないですか！　というか貴女なんて私からしたらただのオバサ──」

　あ。

　マイさん、彼女に年齢の話は……

「待ちなさい。今なんと言おうとしましたか？　人には言ってはいけないことが──」

「わ、私にだって不釣り合いとか言ったじゃないですか！」

　…………もう地獄絵図だ。

「──おい、なんか荒れてきてるぞ」

「──痴話喧げん嘩かとか？」

「──女３人で？」

「──あんまりしっかり聞こえないけど、あの背の高い子がなんか女装みたいな……」

　周囲も訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　宥なだめるも虚しくヒートアップし続ける２人、俺のシナリオはもう滅茶苦茶だ。

　ただこの注目を浴び続けるのも……マキナさんを連れてさっさと離脱すべきか、

「……ん？」

　胸に仕込んだ異世界ヘンナ人発ノミツ見器ケールに一瞬反応が。

　指輪がマイさんが現れた時と同様、チカチカっと点滅したのである。

（周りに……ソレっぽいのはいない。気配もない。たぶんマイさんに反応してるんだなこれ。開発途中のを急きゆう遽きよ持ち出したって話だし）

　ヒールを履いて少し高くなった視点で周囲を見るも、異世界人らしき者は見当たらない。

　あ、でもなんか変な帽子を被かぶった人が今……

　いや、これだけ近くにマイさんがいるんだ。

　彼女に反応したと考えるのが一番理にかなっているだろう、というか──

「ほらほら！　マキナさん、もう行きますよ！」

「まだですクレス。この不敬極まりない女には全然説教したりなく──」

「ふ、不敬!?　私は──」

「あぁもう、メンドくさいなぁ２人とも！」

　結局俺は未いまだ争う姿勢のⅥマキナさんを強引にズルズルと。

　荷物やらなんやらも担いで即座に撤収、引きずる形で強制退場した。

　マイさんに次会った時どうやって言い訳し直そうかなこれ……




「──ふぅ、時間ですね」

「──やっと終わりですかぁ」

　マイさんと会った所から離れた後、俺たちは場所を転々としながら布教をした。

　で、結局知り合いで遭遇したのはマイさんだけ。

　よりにもよってその１人が彼女とは……ツイてないなぁ……

　ちなみに今回も入信者はゼロでした。こっちもツイてない。

「やっととはなんですか、やっととは。布教は神聖かつとても大切な意義を持つ──」

「ハイハイ。この後すぐクラリスさんとの待ち合わせなんで、教義はまた今度聞きます」

　ＭＫＫの一環であるデートが控えている。

　だからさっさとこのチャイナ服だったか？　を着替えて急いで向かわなくては。

「じゃ、マキナさん。俺着替えるんで、棺ひつぎの中に仕舞ってた私服やつください」

　待ち合わせは学園の正門で。

　ただ時間ギリギリまで布教をしてたので──仕方なくこの裏うら路ろ地じで着替えを直行することに。タイムスケジュールは一杯一杯でかなり余裕がない。

「ワタシはその衣装でも良いように──」

「思いません。早く出してください」

「まったく、そう急せかさなくても……」

　ラッキーなことに人通りがほとんどない小こ路みち、今のうちにパパッと着替えたいけど……

「あのー、まだ見つからないんですか？」

「ちょっと待ってください。今探してるので」

　マキナさんは黒棺カバンをゴソゴソと漁あさっているが、未だに俺の服が出てこない。

　ただ昨日の夜にしっかり荷造りしたから、忘れたってことはまずないだろう。

　忘れてたら終わりだ。このカッコでデートは芸ネタだとしても寒すぎる。

「……クレス」

「お。ありました？」

「……ワタシは一つの宗教の崇あがめられるモノとして、信者たるアナタには慈悲、祝福、感謝、様々な想おもいを施してきました」

「？」

「その中で時に厳しいことを言ったかもしれません。ですがそれらもまた愛があるからこその言葉。つまりワタシはアナタのことを──」

「で、なにが言いたいんですか？」

「……ないんです」

「なにが？」

「クレスの私服、棺の中にないんです」

　……

　…………は？

「ちょっと待ってください。ほんとーにないんですか？　マジでなかったですか？」

「マジでありません！」

　……えぇ、自信たっぷりで答えられたよ。

「いやその、この中は安全だからと豪語しておきながら……申し訳ないです……」

「じゃあ正真正銘、本当に忘れたってことなの、か……」

「……」「……」

　無言の蓄積、気まずい空気が２人の間に漂う。

「なんで忘れたんですかぁぁぁ」

「も、申し訳ありませんでした！　でもワタシはちゃんと管理していたつもりなんです！」

　泣きそうだよリアルに！

（だって大事な今日、ここぞって時に忘れられるのは…………いや待てよ？）

　ちょっと冷静に考えてみる。

　当初は手提げ袋で持って行くつもりだった。ただ安全ですから持ってあげますからとマキナさんに言われ棺に入れることに。正直手荷物を増やしたくなかったってのもあるし。

（だけど、そもそも服を棺の中に入れたのは俺だ。昨夜のうちに自分の手で入れた）

　マキナさんはあくまで棺の中に無かったから謝っているだけじゃ？　もしかしたら超凄すご腕のスリに盗まれたとか、もしくは俺が入れた気になっているだけとか──

　この場合──後者の説が濃厚な気がする。

　マキナさんのせいじゃなくて……実はこれ俺のミスということもあるぞ。

　いやでも昨夜のうちに入れた記憶はあるし──

「あのクレス、これが直接の原因かは曖昧なんですが……」

「なにか手掛かりでも!?」

　そうだ。彼女が悪いと決まったわけじゃない。

　原因も分からないのに叱しつ咤たしてたなんて……俺はなんて情けないことを……

「これは今朝のことです。ワタシが十字架やら教典やらを補充する際、既に荷物の量が多くスペースの空きが微妙でした。そこで要らなそうなモノのを適当に放り出して……」

「原因それでしょ──う──が──！」

　直接的すぎるくらい直接！　一発で解決したよ！

「昨日の夜に、俺が着替え入れてたの見てたでしょう!?」

「……そうでしたっけ？」

「はぁもう……」

　怒るどころか身体からだの力が抜けていく。

「もう時間もギリギリ、家に寄る余裕はないか……」

　むしろ今から学園に走ってなんとか時間に間に合うかどうかの瀬戸際。

「他に予備の服もないですし……ワタシの今着てる服とか着ます？」

「バリバリ女物じゃないですか……しかも割と露出多いし……」

「それはワタシ一応女性の容姿なので」

　っく、当たり前のことを……

　ただ言動がまともかどうかはともかく、純粋に人が嫌がるようなことは絶対にしない人ってことも知っている。

「悪気がないってことは伝わるけど──」

　もう時間も時間、今向かってギリギリのタイムだ。

　当然だが遅刻はもちろん、大遅刻など到底許されない。

　家に一旦戻る？　途中で服を買う？　まさかのボイコット？

　……いやどれもマズイ。迫るリミットに焦燥を抱く。

「いっそこの服のまま行く──か」

「クレス……」

「考えすぎてまとまらないです。ここは正直にワケを話そうと思います」

「すいません……」

「と言っても、内容はマイさんに説明したとき同様〝バイトで〟ですけどね。優しい人なんですよクラリスさん。たぶんなんとかなります」

　きっと許してくれる……はず。

「本当に……」

「何回謝るんですか。らしくないですよ」

「だってアナタの仕事に支障が……」

　……まったく、変なところで普通なんだよなぁ。

「俺たちタッグなんですよね？　俺は相棒がドジ踏んだからって一々そんな責めないです。てかアウラさんなんて普段もっとド派手な失敗しますし。これぐらいのことだったら俺がカバーできると思……いや、余裕でしてみせますよ」

「クレス……」

　アウラさんの尻拭いに比べれば楽勝も楽勝。

　ハプニングが起こるはいつものこと。気合さえあればなんとかなる……と思う。

「今度、誠心誠意ちゃんと埋め合わせをします」

「分かりました。楽しみにしておきますね」

「具体的には、よ、夜の特別な説教を……」

「あ。それは結構です」













[image: ５節　Mission - MKK -]







「……思いのほか早く着いてしまいましたね」

　バックには見慣れた学園、本校舎に埋め込まれた時計を何度も何度も確認する。

　約束の時間まであと数分、ただ長針の動きは普段の10倍は遅く感じた。

　……壊れてるんじゃないだろうか？

「できればこの待っている僅かな時間もお化粧や服とかに割きたい……というか、こ、こういう格好で大丈夫ですよね？　う、うん。大丈夫大丈夫、貴女あなたなら余裕よクラリス」

　と、話し相手がいるわけでもないのに一人でブツブツ。

　傍はたから見れば役者が演技の練習でもしてるのかと。

　しかしこれから起こるのは私にとっての〝本番〟で間違いない。

「服は今回初物持ってきたし……」

　この白のワンピースに決まるまで果たして何度試着したことか……

「か、髪とかも、メイド長にセットしてもらったし。バッチリ、だと思うけど……」

　今になって不安がフツフツと湧き上がるこの状態──

〝大貴族であるならば堂々と構えていればいい〟

　などと軽く言ってくれる輩ともがらもいるわけだが、

（そんなのできるわけない！　私なんて昨日緊張でほっとんど寝れてないですもん！）

　いつの間にか窓から日が差し込み〝朝が来てしまった〟と理解した時のなんとも言えないあの絶望感。

　貴族だから云うん々ぬんで耐えられるほど強きよう靱じんなメンタルは持ち合わせていない。

「うぅぅ怖いですね～……」

　正直クレス君がお父様に会う以上に、まずこのファーストコンタクトが恐ろしい。

　会った瞬間になんと言おう？

　自分は年上だし喜びを全開にしていったらみっともない。

　かといって素っ気なく近づくのも違う……

「〝仮〟という名分があれどデートはデート。つまりクレス君は彼氏で……私が彼女。恋人として２人で街中デート、２人で、２人で……ふふふふふ」

　ついつい緩んでしまう口元。考えれば考えるほど妄想が……き、昨日の夜なんて、妄想の中でクレス君に、あ、あんなことやこんなことを──

「エヘヘヘ……」

　ないとは、思う。

　そもそもクレス君はそういう系の話題にまったく触れないし。

　だけど万が一、万が一今日そこにまで行ってしまったのなら……

「って私！　なにやる前提で進めてるんですか！　まず、ほ、惚ほれてなんかいないし！　ちょっと……ちょーっと可愛かわいいすぎる後輩（友人）ってだけでしょ!?」

　妄想が暴走、自分で自分にツッコム始末である。

「ママー。あそこのお姉ちゃんがさっきから一人で──」

「……っこら！　指を差さない！」

　私の一人語りに対し小さな女の子が不思議そうな顔をする。

　ただ母親は明言はしないものの見ちゃいけません。関わってはいけません……的なニュアンスをもって少女の手を引いてそそくさと去って行ってしまう。

「…………き、気をつけましょう」

　流石さすがに危険人物判定はされたくない。

　ふぅー……

　短めの深呼吸、一旦落ち着こう。

「私ならできる……私ならできる……私なら……」

「お～い」

「！」

　──き、キタ!?

「そこの金髪のお嬢ちゃ～ん」

「……」

　喋しやべり掛けてきたのは一人の若い……男性？

　二十代前半ぐらいに思われる容姿の人だった。

「さっきからずっとここに立ってるよね？　もしかしてヒマ？　ヒマでしょ？　ね？」

　……久しぶりだ。

　普段は護衛を連れているのでもう長らく遭遇したことがなかったけど。

　そう──いわゆるナンパである。

「すいません。今はともだ……彼氏を待ってるので」

　今日一日限りそういう扱いをして誤りはないはず。

　むしろこういうところから意識改善を、本番でも堂々と言うために。

「えーうっそー。でも彼氏いたとしても同い年くらいでしょ？　大したことな──」

「はい？」

「いやだからさ、どうせガキ臭い彼氏でしょ？」

　……ほほぅ。ほうほうほう。

　ナンパ男だと思いきや自殺志願者でしたか。気付きませんでしたよ。

「君みたいな美人はオレみたいな大人と付き合った方が良いよ～」

「結構です」

「だから……」

「お断りします」

「っつ、つれないなぁ～」

　えらくしつこい……

　魔法を使えば一撃で追い返せるが体面や立場というモノがある。

　だから迂う闊かつに手は出せないし、周りも私たちを避けているようで援護は来なそう──

「だ、騙だまされたと思って行こうよ！」

「──ッ」

　荒く手首の部分を摑つかまれる。

　これが恋愛小説であるなら、ヒロインがこういう悪漢に絡まれるのはベタもベタ。

　そこに主人公が颯さつ爽そうと登場し男を追い払う。

（……となって欲しいですけど、これは現実ですからね）

　向こうから動いた以上、これで正当防衛の口実はできた。

「最後の警告です──この手を放しなさい」

「そ、そんな凄すごまれてもビビらないし。てか雰囲気怖い、もっとハッピーな感じでさ……」

　最後の警告も聞かず、と。

　まぁ流石にこのタイミングでクレス君は来ないでしょうね。

　来たとすればいくらなんでもタイミングがよすぎる。

　世の中そう上手うまく回らない、物語と現実の区別は私自身が一番よく理解……

「あ、あれ、え」

「？」

「身体からだが動か、な……？」

　私の手首を右手で摑んでいたその男、もう片方の腕を使おうとしたその時──動きが止まる。

（魔法拘束？　でも私はまだ行使の準備しか……）

　今のうちに摑まれてた手首を振りほどいて数歩距離を取るが……




「────ギリギリ間に合った」




　でもラブロマンスに焦がれ愛す者だからこそ、忘れてはいけなかった。

　主人公ヒーローは遅れてやってくるということを。

　ヒロインが窮地に陥った──その時に。

「──凍結解除、ってやっぱ待ち合わせには余裕を持ってこないとダメだな」

　ハッとした。遠くから聞き慣れた声がした。彼のモノだ。

　こんなこと本当に起こるんだと、心底驚いた。




「お待たせしました、クラリスさん」

　伏せていた瞼まぶたを開き彼の方へ。

　……本当ですよ。

　彼女を待たせるなんて大罪だ、でも──

「……遅いですよ。クレス君」

　私が困った時に彼は現れてくれるんだって。

　やっぱりこの人は私の、

「…………って、え？」

　自信を持って移した視線の先。

　脳裏に浮かんでいた銀髪の少年はそこにいなかった。

「だ、誰……？」

　立っていたのは彼と同じ美しい銀髪をなびかせ、妖艶かつ大胆な黒くろ衣ぎぬを纏まとう──〝絶世の美女〟だった。





※






　女装して間に合うか、着替えに戻って遅刻するか。

　結局のところ俺の選択は正しかったらしい。

　おそらくナンパをされていたクラリスさん、片手だけだが摑まれていたので薄く氷魔法を発動。そこから逃げられたのを機に魔法は〝解除〟する。

「か、身体の感覚が元に……戻った？　あれ？　なんだったんだ一体……」

　脳の伝達機関だけ凍結させていたため外傷はない。

　自分の身になにが起きたか分かっていないらしい。

「っていうか、こ、これはまた美人なお姉さんが来たもんだ。アンタも一緒にどうだい？」

「……一緒に？」

「ああ！　オレはこの金髪のお嬢ちゃんと遊びに行くんだよ」

「っな！　私は──」

　だいたいの事態は把握しているつもりだけど……一度阻まれてもなおまだ性懲りも無くナンパをし続けるらしい。しかも俺にも。その行動力を他に活かせばいいだろうになぁ……

「いやいや。断られる筋合いはなッッイツツツ──!?」

「近づくなって」

　なんとなんと、今度は俺に手を出して来た。

　ニタついた笑みを浮かべながら、その手はそのまま胸の方に──

「って、い、いっっだだだだだだだだだだ、」

　氷魔法は極力使いたくないし、無属性で腕力強化だけして逆にその男の腕を摑む。

「ぼ、ぼぼ、暴力はよくないんじゃないぃ？」

「自分も同じことやっておいてよく言うよ。というかこうやって美女なお姉ちゃんに触れられてるんだ──嬉うれしいだろ？」

　そろそろいいかと思って拘束を解く。

「っく、み、見たところアンタも学生だろ？　いいのか？　こんな一般人に乱暴し──」

　轟ごう。

「──ッ!?」

　下から抉えぐるように右みぎ脚あし一いつ閃せん。

　男の首元寸前で止まるつま先、生じた風圧が奴やつの髪を小さく揺らす。
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「──乱暴がなんだって？」

　服の右横部分は腰から下が縦に分断されている作り。

　脚を振り上げたせいで俺の下着は見えるスレスレ。

　絶対領域もより大胆に露出するが……この状況でそんなことは至極どうでもいい。

「通報でも密告でもなんでも好きにすればいい」

　ただ、

「──それをできるのは、ここで嬲なぶられてからだけど」

　手を出した相手が悪かったな。

「そもそも当分喋れるかも怪しいところだけどね。それでも美女と遊びたい？」

「っ、っ、お、オレ、」

「言うことがないならさっさと消えろ」

「いやオレは──」

「消えろ」

「っ、わ、分かった！　分かったから！」

　尻に火が付いたように逃げ出す男。

　傍から見れば女が男を軽く捻ひねった──まるで小説の一幕だ。

「──見世物じゃないぞ」

　ゆっくりと脚を降ろしつつも、周囲から注がれていた視線を今度は言葉で一蹴。

　するとみなバツが悪そうな表情でまたその歩みを進める。

（……パンツ、今ので見られちゃったか？）

　服装的にな、首元に回し蹴りはやりすぎたかも──

「すいませんクラリスさん、遅くなったばかりに……」

「い、いえ」

「怪け我がはないですか？　どこか痛いとか？」

「も、問題は特にないです」

「そうですか……」

　良かったぁ～。

　これでなにかあったら俺はきっと偉い人にめちゃくちゃ怒られた。

　ついでに言えば学校中にいるクラリスさんのファンにも。

　……それに、純粋に無事で良かったとも思った。

「あの、１つ質問をしてもいいですか？」

「はい？」

「その～……貴方あなたはクレス・アリシア君、ですよね？」

「当たり前じゃないですかー。この時間この場所で待ち合わせをしていたのは、俺しかいないでしょう」

「えっとじゃあ、その格好は一体……」

「……あ、コレ。そっか、そうだった。疑うのも無理はないのか」

　一発目に謝罪と釈明をするつもりだったんだ俺は。

　なにせデートをするはずの男が〝女装〟して登場したのだから。

（俺が女だったら普通に気持ち悪いって思うもん）

　事情を話しても嫌な顔されるだろうな。たぶん嫌われる。

　今まで積み上げてきたモノも崩れるんだ。

　でも、

「じ、実はですね──」

　バイトをギリギリまでしていたという体ていで告白をする。

　マイさんに話した時と同様の内容だ。

　助けられたという安あん堵ども束つかの間ま、ある意味また別の戦いが始まった──




　俺が喋しやべる最中、クラリスさんは言葉一つ発せずただただ静かに聞いてくれていた。

　表情の変化もなく、常に真剣そうな面持ちである。

「……というワケです」

　ここで事情を伝え終わる。

　おそらく２、３分程度の時間だったんだろうが、体感ではもの凄く長く感じた。

　叱られるのが分かっているのに、必死に言い訳をして先延ばしにしようとする子供みたいな気分だ。

「……」

「あのクラリスさん、怒ってますよ、ね？」

　無言の空間は耐えられない。

「スイマセンでした！」

　潔く謝罪するのは遅刻についてもそうだが本題は女装。

　だって仮とは言え彼氏がまさかの初デートに女装で登場って。

　今時のコメディーでもそんな話はない。

　ギャグにしたって寒すぎる。

　しかも自分で言うのもなんだが……かなりのガチ装備。

　髪型やらニーソやらロングアームカバーやら──世間からすれば俺は変態だ。

「あの、なぜ謝るんですか？」

「いやだって、初デートを台無しにして……」

「台無し？」

「はい。だって俺、このカッコで来ちゃって……」

　むしろ受け入れてくれる方がオカシイ。

「……ふ」

「クラリスさん……？」

「ふ、ふふふふ」

　も、もしかしてブチギレすぎて笑うしかないみたいな……

「あの、」

「ちょっと、待って、待ってくださいね、くくく、お腹が……」

　片手で口元、もう片方の手でお腹を押さえながら……ひどく笑ってらっしゃる。

　エセ笑いとかではなく、真剣マジ笑い。

「だってクレス君、本気で私が怒ってると、ふふ」

「そりゃそうでしょ！　だって相手が女装して来たんですよ!?」

「でも仕方ない事情があったんですから、それに大事な時にちゃんと助けてくれましたし。逆になぜ私が咎とがめる必要があるんですか？」

　曰いわくまったくもって今日が台無しになったとは思っていない。

　むしろ悲観的すぎるだろと言われる。

「それに、クレス君の女装姿も見れて万々歳。むしろ最高すぎます」

「は、はぁ」

「でもクレス君が女装、っふ、ふふふ」

「や、やっぱり変ですよね？　笑っちゃいますよね。あ、アハハ……」

　この人の寛容性は女神の如ごとし……というかもはや変人の領域か？

「怒られる覚悟はしてましたけど笑われるとは、むしろショックです……」

「いやいや、似合いすぎてて面白いんですよ」

「似合う…………」

「お世辞抜きで！　正直今のルックスと服装なら学園ではナンバーワンです。超一級の美女であると断言します。女である私が保証します」

「保証は別に……あと学園一ってのは流石さすがに……」

「それぐらいのレベルなんです！　中性的な容姿だとは分かってましたが、まさかここまでの破壊力になるとは……って、あ、鼻血でそう」

「だ、大丈夫ですか!?」

　えらく褒めてくれる。なんだか複雑な心境だ……

「しかも美しいというだけでなく、さっきの一件では格好良さも抜群にありました。まごうことなき大人の美女ですよ貴女あなたは」

「はぁ……」

「ただ一旦冷静になると、女という点で私が劣っているという……最終的にあのナンパ男すらクレス君の方に行ったし。……そ、そうよクラリス、なんで彼女たる私より彼氏の方が可愛かわいいの？　これマズイ。マズイんじゃないの？　ヒロインとして致命的な──」

　クラリスさんは顎に右手を当てブツブツ独り言。

　早口すぎて全ては聞き取れないが、どうやら俺の女装姿と自分を比べているらしい。

「しかも見事な絶対領域……少し触っても？」

「触る!?」

「はい！」

「ま、まぁ、少しだけなら……」

「恥ずかしがるところも女性チックで良いですね。涼やかな表情とのギャップ萌もえが素晴らしい！　了承も得ましたし失礼して……」

　絶対領域とはミニスカとニーソの狭間にある太もも部分のこと。

　いわゆるパンツが見えそうで見えないギリギリのライン。

「お～すべすべですね～」

「っん……！」

　クラリスさんの手が太ももをゆっくりなぞる。

「肌も白いし、きめ細かくて、毛穴なんて全然見えない。脱毛とかってしてるんですか？」

「し、したことないですけど……」

「ない!?　なのに男でこのツヤツヤ感……本当に同性おんなの敵ですよ」

「俺は男で……ってあの、っン、触り方がやらしすぎるというか、そのクラリスさん……」

　恥はずい。ホント恥ずい。

　しかもこう……ネットリ触ってくるせいか、変な声も出ちゃうし。

「っンン、今は人通りすくない、ですけど、ここ普通に往来で……誰かに見られ……っ」

「えっへっへっへ。可愛い声を出しますねクレス君」

「ちょ、クラリスさん！」

　ワドウさんと同じ目。もう少し抑えてくれとお願いするが手はまったく緩んでくれない。

「……実は女でしたとかありませんよね？」

「お、男です！　その触るのは……もういいでしょ」

「そうですね。ありがとうございます」

　ふぅ……

　ようやく一段落、クラリスさんも満足した顔で離れる。

「……はぁ　はぁ　はぁ　はぁ」

　わりとディープに触さわられていたので、少し息が上がってしまう。

「いやーここまでレベルが高いとむしろ清すが々すがしいですよねー」

「ですよね、と言われましても……」

「秋の文化祭では是非女装して欲しい……いえ、してください。約束です」

「問答無用で決定!?」

「単純に女性人気投票にエントリーしてもらうのもアリですし、それかいっそ女装コンテストを今年度からやるというのも──」

「しかも勝手に話を進めてるし！」

「安心してくださいクレス君。私が今までなんのために、これまで必死に生徒会長をやってきたと思ってるんですか」

「生徒のためでしょ!?　あと安心も全然できないし。女装コンテストなんかに権力使わないでください」

「なんかとは失礼な。まぁ優勝者はクレス君になるので出来レース感は否めませんけど」

「そういうことを言ってるわけじゃないんですけどね俺……」

　他人の前で女装するのも小っ恥ずかしいのに、クラスメイトたち全員の前でなんて……

「今日ほんのちょっとだけ遅刻した分、これでチャラにしましょう」

「っさ、さっきまで、遅刻は不問みたいな流れで……」

「気が変わりました。文化祭で女装することで手を打ちましょう」

「えぇ～……」

「あ、でも、本気で嫌なようなら……」

　調子に乗りすぎたかな。

　そう思ったのだろう、ギリギリのところでブレーキを踏んでくる。

「いいえ。コンテストが実現するようなら、ちゃんとやります」

「あの別に……」

「やったらクラリスさん、喜んでくれるんですよね？」

「──っ」

「今日は一応付き合っているって設定……ってまぁそれがなくても、クラリスさんが喜ぶことはしてあげたいですから」

　よく考えたらマイさんにもバレてるし。

　口封じもし忘れたから、今日中にはワドウさんあたりに話しそう。

「あと今更感が凄すごいんですけど、クラリスさん私服も似合ってますね」

「ど、どうも……」

「可愛いと思います」

「っん！　ん、ん、ん、」

「なんかやたら咳せき込んでますけど……」

　小説で散々デートの件くだりは読んできた。

　心得その一──会ったらすぐに相手の服装を褒めるべし。

　今回は逆に俺のカッコを褒められちゃったけど……

「こ、こりぇは、おろしたばかりのワンピースで、き、季節が春ということを考慮し３時間近く比較をして白を選択、あ、さ、３時間は言いすぎましたね、せいぜい２時間と50分ですね。わ、私ったらテンパっちゃって──」

「あの、一旦落ち着きましょう。はい深呼吸」

「し、深呼吸。そうですね、、すぅ～はぁ～すぅ～はぁ～」

　クラリスさん実は意外と心配性だったり恥ずかしがり屋だったりする。

　今もそうだけど目をグルグル回転させ、身体からだをユラユラと揺らす。

「……お騒がせしました。もう大丈夫です」

「じゃ、そろそろデートしましょうか」

「で、デート、そうだ、クレス君と今から、」

「深呼吸しましょうね。ほら、はい吸ってー吐いてー」

　ただ立て直すのも早いが崩れるのも早い。

　ま、そういうところも面白いんだけど。

　こういう意外とポンコ……ツ、じゃないな、慌てたりするところも可愛らしい。

　うん。彼女はポンコツなんかじゃないぞ。

「クレス君、いま正直どれくらいお腹空すいてます？」

　時刻は昼過ぎ──ランチタイムといえばまぁランチタイムかなって時間帯。

「そこまで減ってはないです、ね」

「あ、私もです。ならお昼ご飯は軽く買って済ませますか」

「ですね」

「夜は我が家でですし。豪勢にするとお母様たちが張り切ってました」

「おー」

「まぁ緊張で喉を通らない可能性もありますけど……」

「急に重いことぶっこんでこないでくださいよ……でもそうなんですよね、夜はクラリスさんの家族と初対面からの初勝負……」

　言い方はあれだが彼らを騙だますために、こうしてデートをすることにもなったわけだし。

「クレス君はまだ王都に来たばかりですし、私がリードしますね」

「すいません。本当は男が先行するべきなのに」

「いえいえ！　これでも私の方が年上ですから！　どんどん頼ってください！」

「年上……」

「なぜそこで首を傾かしげるんです!?」

　他意はないんですよ。

　頼れないとかも思ってないですよ。ハイ。

「幾つか行きたい所はあるんですけど。まずは……」

　既に向かうスポットはリストアップしているらしい。

　行く途中で何か買って昼食は終わらせるとして、さてその後の肝心の一軒目は……

「まずはその服ですね」

「服？　あ……」

「流石にデートなので。もちろんこんな美女と歩けるのも楽しいと言えば楽しいんですが」

「クラリスさんのお父さんとこのカッコで会うのは流石に……」

「はい。そういう意味でも、せっかくなのでまずは服を買いに行きましょう」

　馴な染じみすぎて女装していたことを忘れていた。

　確かに男性らしいカッコにチェンジしなくては。

「それではレッツゴーです！」





※






「「「「おぉ～！」」」」

　待ち合わせ場所から貴族エリアのとある場所へ。

　いま目の前にいるのはクラリスさんと３人のお姉さん。

　彼女たちがわざとだろと思うほど感嘆の声を大きく漏らす。

「「「「素晴らしい！」」」」

「そんなにおだてなくても……」

　ここは貴族御ご用よう達たしの『洋服屋』だ。

　女装からとりあえず脱するために来たってのもあるが──それだけじゃない。

　来週に控えた舞踏パーテ会イーのため、ソレ用の衣装を見繕うって目的も……

「なにを着せても似合いますねぇ」

「うん、ここまでのモデルは初めてよ。十年に１人、いや百年に１人の逸材」

「顔立ちがズルすぎる。加えて身体も細いし、色も白いし、もはや私たち女の敵よね君」

「ですね～。流石さすがはランドデルク嬢のボーイフレンド。格が違う」

「ぼ、ぼぼ、ボーイフレン、ドド、そうでしょうそうでしょう！　クレス君は究極両性体で男でも女でも行けるんです！」

　……究極両性体って、俺は間違いなく男です。

　そんなテンパるクラリスさんの紹介でこのお高そうな店に来た。

　……で、来たのは良いんだけど、俺はこの人達に〝客〟というかは〝着せ替え人形〟のような扱いを受けている。完全にオモチャだ。

「事前にサイズを教えてもらっておいて大正解でした。ありがとうございますお嬢様」

「クレス君が自分で細かく自己申告してくれたので」

「あれ、自己申告しましたっけ？　教えた覚えは……」

　到着した瞬間に様々な服を合わせられるのは前もっての連絡があったからとか。

「（交換日記ですよ）」

「（あ！）」

「（一番最初のあの報告書みたいなやつです。報告書。報告書。報告書──）」

「（あ、あれは申し訳なかったです……でも最近はあんな風に書いてないじゃないですか）」

「（ふふ。そうですね。ただあれが結果的には活いきました）」

　……流石、気配りと手配が上手うますぎる。

「やっぱりさっきの服の方が良くないですか？」

「う～ん。なんでも似合いすぎるってのも考えものですね……」

「お嬢様はどれが良いと思います？」

「私は初めの方のが──」

　で、お聞きの通り俺に意見は求められていない。

　クラリスさんと店員３名だけで盛り上がる。

　まさに四よん角かく包囲網……自らここに介入する度胸はない。

「じゃあクレス君、次はこれを試着お願いします。着替え終わったら言ってください」

「今度はホワイトスーツ……まぁ了解です」

　貴族御用達の店、触ってすぐに高い服だなって分かる。

（……なにせ今回は準主役の相方を務めるわけだし）

　見栄えを気にする貴族社会、安い服を着て行くわけにはいかないだろう。

　俺としてもクラリスさんに恥をかかせるような真ま似ねはしたくない。

（でもこれはいくらするんだ……）

　金欠でバイトをやっている……という体で生活中の今日この頃。

　貯金は相当あるが……はたしてどう言い訳して購入しようか。




「────終わりました」

　隔てていたカーテンを開帳、何度目かのお披露目タイム。

　またもお姉様方の討論が始まる。

「んー白より黒でしょうか」

「にしてもお嬢様、ホントいい人見つけましたね」

「はい。ただ見た目以上に人柄も凄い良くて。私がボケを振るとちゃんとツッコンでくれるんですよ？」

「最後下ネタですか？」

「ち、ちち、違います！」

「羨ましいですねぇ。わたしなんかこの歳としで彼氏なし。もう、もう、うぅ……」

　と、服の話題だけでなく恋バナ？　っていうのか。

　な？　俺には参加できない空間だろ？

　ただクラリスさん本人はだいぶ楽しんでいる模様──良いんじゃないかな。

「クレス君はここまでで、どれか気に入ったのありますか？」

「気に入ったのですか……」

「はい。結局着るのはクレス君ですし」

「とりあえず黒系を基本にしたいかなって。派手じゃないモノのがいいです」

「なるほど……」

　これまで何着も試着したけど、中には王子と張り合うんじゃないかってレベルのド派手な物も多かった。

　ようは常識的な服がいい。

　さっきまで女装していた男が言っても説得力ないんだろうけどさ……

「じゃあやっぱりアレですかね～」

「なんだかんだシンプルが一番です」

「それじゃあ改めて、コレを着てもらっていいですか？」

「はーい……」

　ようやく最終決定になるのか。

「あ、待ってください。そろそろ……」

「？」

「その両腕に付けているロングアームカバー、取った方がよくありません？」

　ニーソはすぐ脱いだが、コッチは付けっぱなし。

　着せ替えも終盤に近づいたのでついに指摘された。

「そういえばクレス君、学校でも常に手袋してますよね」

「まぁ……」

「なにかの病気なんですか？　もしくは怪我があるとか？」

「そういうわけでは……」

　──着用の真の理由は右手甲に刻まれた『Ⅸ』の刻印を隠すため。

「きっとアレですよお嬢様、爪のネイルを傷つけたくな──」

「し　て　ま　せ　ん」

「あ、ハイ」

　ナチュラルに女として扱うの止やめてくれ。

「これは、手の肌だけ少し弱いのが理由と言いますか……」

「でもここは室内ですし。本番はまた考えるとして、今は一旦外しましょう」

「あ～……」

「なにか問題でも？」

　あります──けど、頑かたくなに拒むのも不審を募らせるだけか。

「……分かりました」

「「「「おぉ～」」」」

　自分たちが言ったのに『え、外してくれるの!?』ってリアクションだな。

　確かに、手の甲を見られた瞬間一発アウトではある。

　しかも特殊な技法で刻まれているので、刻印が消えることは一生ない。

「──外しますね」

　だから日常生活でもわざわざ手袋を付けて生活をしていた。

　それを伝えてないにしろ、彼女たちも手袋コレになんらかの理由があることは察したはず。

　注目集まる中で御開帳、これが『絶エター氷ナル』の右手──




「……普通、ですね」「……キレイな手」「……何の変哲もないですけど」

　露わになる手には拍子抜けなリアクション。

　俺が躊躇ためらった様子をしていたのでなにかあるとでも思ったか。

「別になにもないです。クラリスさんの言うとおり〝普通〟の手ですよ。ただ若干肌が弱いだけのね」

　そこにあったのは平凡な両手。

　色は肌と同じ、傷があるわけでもない、ましてや刻印なんかも。

「……ネイルがない」

「それさっきいの一番に否定しましたよね俺」

「でも女装が趣味なくらいだし、恥ずかしがってるだけかなぁと」

「女装趣味なんてないです！」

　……なんにせよ騙せたからオッケー。

　彼女たちは『Ⅸ』の刻印が見えない──それはこの刻印が特別仕様だからこそ。

　だって数ナンバ字ーズは世間で言うところのテロリスト。

　わざわざネームプレートを堂々と掲げて歩くなんてバカはしない。

　やるとしてもせいぜいⅤアウラさんぐらいだよ。

「じゃあこの最後の服？　着てきます」

「あ、お願いします」

　カーテンを閉めた後、改めて手を見ると……

（──完璧だな）

　そこには『Ⅸ』の刻印が青白く輝いていた。

　そう実はコレ、魔力を通すと浮かび上がる仕組みなのだ。

　手袋は念のために。魔力を通さない限りはずっと透明なのである。

（ただバレないと分かっていても、こういう機会があるとやっぱり緊張するな）

　割と内心ヒヤヒヤしていた。

　異エルレ能ブンに茶々を入れられる可能性もあったし。

『失礼ね。そんなことしないわよ』

「（入学試験の時さんざん暴れたくせに）」

『あれはダサいやり方だったからムカついただけ。今回はクレスの晴れ姿もちょーっとだけ興味あるし。……ただ私が動けないからってあの金髪女とあまり馴なれ合あわないように』

「（はいはい）」

『っく、あのインチキ宗教女との一戦がなければ──ッ！』

　実はエル、数日前のⅥマキナさんとの喧けん嘩かが原因で現在療養中。

　今回はエルが一本取られたわけだ。

「っと、そろそろ……」

　手渡された一式を着用する。

　腕を通すシャツは若干青を帯びた白はく色しよく、上から深く濃い黒のベストをストンと落下、青のネクタイを首に巻く。

　ジャケット、ズボン、共に漆黒の出いで立たち。

　そこまで派手な部位はなく、自分としても特に抵抗はない。

　無言で急せかしてくる彼女らに改めてのお披露目の時──

「……どうです、かね？」

「「「「おお～！」」」」

「いっつも同じ反応するじゃないですか……」

「いやいや、やっぱりコレがベストです！」

「濃淡のある青いネクタイ、薄うつすらと青いシャツが銀髪にマッチして最高。完璧も完璧。いや本当に凄すごいですよ」

　……だそうだ。じゃあ決まりかな。

「アリシア様って実はどこかの王子だったりしますか？」

「普通に平民です」

「実は私、もう三み十そ路じ手前でして。良い結婚相手を紹介してもらえないかなと」

「だから平民ですって！」

　ネイルのお姉さん、なかなかにボケてくる。

　……むしろ本気で言ってる？

　結婚できないのってたぶんそういうところが原因なんじゃ……

「ただ何度も言いますけど容姿がズルイ。ズルすぎる。反則一発退場です」

「そんなこと言われましても……」

　髪や瞳の色に合わせたため、青と黒を基調とした格好となった。

　銀色は異能故に仕方なし。

　顔立ちについては……神様にでも文句を言ってくれ。

「これで完成でしょう。いいですよねお嬢様？」

「……」

「あの～お嬢様～」

「は、はい」

「この一式で決まりでよろしいですよね？　あと見み惚とれるのは後でいくらでもで──」

「き、きき、決まりです！　ハイ決まりー！」

　っ、そんな大声で応えなくてもいいでしょうに。

「……それでお支払いなんですが」

　来たぞ。

　これが一番のネックになると思ってる。

「あ、私が払いますよ」

「クラリスさんならそう言うと思った……ちゃんと自分で払いますよ」

「いや、結構な額しますし。そもそもこの服を買う一番の理由は〝私のため〟ということです。クレス君が前から欲しかったならともかく、自ら買おうなどとは思ってませんでしたよね？」

　っく、珍しく冷静に理詰めしてくるな……

　俺が勇者や貴族に貸しを作るという構図は良い。

　だが道理に合ってるとはいえ、彼女ら相手に借りを作るというのはしたくないんだ。

「でもですね、こう……男だからこそ譲れないモノがあるといいますか」

「でも普段から大変なバイトをしてるんですよね？　今回も女装までして」

「まぁ……」

「それに私は恩を着せようなんて思ってません。ただ買ってあげたいし、買ってあげなきゃいけない理由もあるし。クレス君はそんなに重く考えなくていいんですよ？」

　優しさを司つかさどる女神がここに……これもう一生ヒモ生活させてくれそうな流れだ。

「私が買います」

　でも、ここは譲れない──

「いや俺が買います」

「遠慮しないでください。ここは私が──」

「プライドもありますからねぇ。今回こそ俺が──」

「っ私が──！」「ッ俺が──！」

　平行線をゆく会話。ここに来て衝突だ。

「あぁもう！　クレス君はやっぱり頑固ですね！　いいじゃないですかお姉さんが買ってあげるって言ってるのに！」

「クラリスさんこそ。性格が優しすぎるんですよ。すぐ甘やかしてくるし。しっかり男を立てる時は立てないと将来大変だと思います」

「あ、甘やかすなんてそんな、わ、私はこんな風に接するのはクレス君ぐらいで……」

「いや俺もこんなに主張するのはクラリスさん相手だからこそではありますけど……」

　……

　…………ダメだ。

　なんか変な方向に行き出す。

「ピンク色ですねー」

「うぅぅ、店長、わたしも彼氏欲しい、結婚がしたいです、」

「大丈夫よ。ここまで激甘なシチュエーションなんて稀まれも稀。というかお二人の身分や容姿だって別格だし、目の前のコレは夢かおとぎ話だと思いましょう」

「店長……」

「あと結婚願望はそろそろ捨てた方がいいのかも。たぶん、あなたは一生独身だろうし」

「店長ぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「泣きなさい。いくらでも私の胸で泣いていいのよ」

「うぅぅ～でもやっぱ彼氏欲しいぃ～」

　と、外野も外野で奇っ怪なやり取り。

　良い相手が見つかるよう祈ってます。

「──はぁはぁはぁ、ここまで言ってもダメですか、」

「──く、クラリスさんこそ、いい加減認めしょう、」

　それから優に５分は経過、結局お互い一歩も退ひかずでここまで来た。

「そ、そもそも、そんなにお金に余裕がないんですよね？　だったら素直に……」

「まだまだ高額なバイトあるんで」

「絶対怪しいやつじゃないですかソレ！　クレス君が厭いやらしい仕事をするだなんて、私、絶対通い詰めちゃうじゃないですか！」

「どういう反応!?　仕事はちゃんと選びます！」

　しかし客観的に見るに俺の方が劣勢。

　クラリスさんの言い分にはしっかりとした根拠がいくつもある。

　でも助けてくれた借りを返そうとわざわざ今回は協力してるのに、ここでまた借りを作るとか本末転倒すぎるし……

「──お嬢様、ここはアリシア君の言う通りにしてみるのはいかがでしょう？」

　ただ救援は思わぬところから。

　店長？　と呼ばれていた女性から発された。

「こうも可愛かわいいとつい年上として貢ぎたくなってしまうのは分かります。甘やかしたいでしょう。ただやはり男性は男性、プライドはあります」

「でも……」

　ここの洋服は安くない。むしろ貴族でも中流以上が訪れる場所。

　はなから買ってあげるつもりだったからこそここに来たのに──という表情だ。

「そこで！　我々からアリシア様に一つご提案が！」

「俺に提案ですか……？」

「はい！　是非ウチで働きませんか!?　ようはバイトですバイト！」

「ここでバイト……？」

「時給は────こんなものでいかがでしょう」

「お、おぉ～……！」

　まさかのお仕事を振られて少し驚く。

　しかも紙に書かれた額は……こりゃ普通に働くのが馬鹿らしくなるような金額だ。

「でも俺はそういうアパレル系？　ってよく分からないんですけど……」

「いやいや従業員というか、モデルとして雇いたいので」

「「モデル!?」」

　俺もクラリスさんも同時に驚く。

「店長さっすが！　こんな美少年と合法的に近づけるきっかけをつく──」

「少し黙ってなさい」

　三み十そ路じで焦りお姉さん──撃沈。

「服を作る際に協力してもらったり、後はちょっとしたショーへの参加とか」

「ショー……」

「男役でも女役でも行ける容姿、もし両方の服着て出てくれるなら倍の金額を出すわ」

「倍!?」

　……こ、こんな美味うますぎる話があっていいのか。

　ようはちょろーっと衣装着てクルクルすれば終わり。

「あと受けてくれるのなら、その服も半額……いや、むしろタダであげてもいいかな」

「ええ!?　破格すぎません!?」

「いや全然。だってウチの服を着て歩いてくれるだけでも宣伝になるもの。しかも素材はわたし史上最強クラス。こんなに凄い広告塔もいないから」

　元は十分すぎるくらい取れるとかどうとか、買いかぶりすぎじゃないか？

　だけど……

「クラリスさん」

「うーん、ここで働くからですか……まぁクレス君にとってこんなに良い話もないでしょうし、どうせ二人だけで話していても終わらないっていう──」

　最終的にそういう形なら納得しますと言われた。

　となると俺の取る選択肢はもちろん──

「分かりました。是非やらせてください」

「「「おぉ！」」」

　着せ替え人形になります宣言。

　お姉さん方もパチパチと拍手をくれる。

　接客をするわけでも連勤するわけでもなく、ただたまに来て服をたくさん着るだけ。

（──楽すぎる仕事だ）

　そう思って二つ返事をした俺が酷ひどく後悔するのはまた別の話。

　ともかく、こうして服屋での一連の騒動には幕が降ろされたのだった。





※






「……まさか私服っぽいモノ？　までくれるとは」

「あそこの店は特に品数多いですからねぇ。よく似合ってますよ」

　俺が今着用しているのは民族チヤイナ服でも、さっき決まったばかりの背広でもなく、若い男性が好みそうなただの洋服である。

「……ただ素材が素材ですし、かなりの値段はしそうですよね～」

「それを無料で提供されたんだから凄すごいです」

「逆にこの後がちょっと怖いです。どんな仕事をさせられるのか……」

　まずは広告塔として歩けとさ。貰もらった分は大人しく働くけど。

「でもクレス君、これでようやく……」

「準備は整いましたね。オペレーションＭＫＫにおける最重要プロセス……」

「「デート──開始ですね」」




　俺たちはちゃんと目的があって遊ぶことを決断した。

　それは一時的でもよりカップルっぽくなること。

　ご両親の目を騙だますには、相応のラブラブ度が必要なのだ。

「今回のメインテーマは〝ショッピング〟です、さっきの時点でもう既に始まってはいるわけなんですが」

「俺も小説をあれだけ読みましたから。予習はバッチリです！」

「頼もしいです！」

「「あっはっはっはっは！」」

　……で、だ。

（で、デートって、実際むずくないか!?　改めて考えると緊張するぞ……）

　クラリスさんに合わせ笑っちゃいるが、コッチの内心は緊張感がひたすら跋ばつ扈こ。

　服の件くだりは割と勢いで乗り切った。

　小説にあったようなことを本当に……いやだが待て、今回は優秀かつ年上のクラリスさんがリードすると言ってくれた。頼れる時は……頼ろうか。

　あんなに豪語したんだしクラリスさんは余裕も余裕ってこと──

「……って、クラリスさん？」

「ひゃ、な、なんでしょう」

「やけに汗かいてません？　顔も赤いし」

「そ、そんなことありませんよ～アハ、ハハ、ハ、」

　…………タジタジじゃん！

　どうやら彼女の方も多少なりとも戸惑いはあるらしい。多少ってレベルじゃなさそうだが。

「……正直小説のまんまやるの厳しくないですか？」

「で、できます！　ただ……あまりにクサイ台詞せりふを言わなければ……」

　それは例えば──

「今日もクラリスは可か憐れんだね。まるで高たか嶺ねに咲く一輪の花のようだ」

「っつー！」

「……確かにコレを大きく言うのは……ん、大丈夫ですか？」

「きゅ、急に言うから、」

「もしかして照れてます？」

「ッッッ、ビックリしただけです！　まだまだ余裕ですから！」

　とは言うものの、まんざらでもないような。

「き、気を取り直して、これから適当にぶらつこうと思います」

「基本的には貴族エリアの方ですか？」

「んー、できれば一般エリアと半々ぐらいにできたらなと。エリアの境界なんかには丁度良い感じのお店も多いので」

「ならそこに行く感じですかね」

「ええ。来たばかりのクレス君に、少しでも街を好きになってもらえるよう頑張ります！」

　エッヘンと胸を張るクラリスさん。

　店選びにはかなり自信がある様子、これは期待が持てるぞ。

「じゃあクラリスさん、ハイ」

「？」

　差し出す右手。

　え、そんなキョトンとした顔で返されても……

「あの……手は繫つながないんですか？」

「え」

「いや、小説を読んだ感じ、当たり前に主人公たちがしてたので」

「あのクレス君が自分から……」

「はい？　別に必要なさそうな──」

「あります！」

「そ、そうですか」

　食い気味にガシッと握られる。

　力のこもった良い右手……右手？

「これじゃあ握手になっちゃいますけど」

「握手？」

「手を繫いで歩くのが目的なら、俺の右手に対しクラリスさんは左手を使うべきかなと」

「…………」

「だ、誰しも失敗はありますもんね」

　指摘されて無言でササッと手を入れ替えらえた。

「で、では早速いきましょう」

「ハイ。期待してます」

「任せてください！」

　頼れる先輩もとい彼女（仮）に手を引かれ街に繰り出す。




「──はい、どうぞ」

「──ありがとうございます」

　いくつか店を回り、近場で買ったドリンクをクラリスさんに手渡す。

　かなり春めいた気候だが、日によっては結構暑い時も多い。

　歩けば当然喉も渇くわけで──

「とりあえず小休止ですね」

「あの……本当にお金はいいんですか？」

「そりゃクラリスさんの方が圧倒的にお金持ちですけどね。でも飲み物ぐらいは流石さすがに。男を立てさせてくださいよ」

「ふふ、男を立てるですか」

「む。なんで笑うんです？」

「クレス君もそういうことを考えるようになったんだなぁと」

「元からそれぐらいの配慮ありますって。まぁ確かに女心への理解力？　は最初酷かったです。でも！　恋愛小説を読んだことによって急速成長を遂げたんです」

　俺の成長が嬉うれしい──クラリスさんは遠くを見ながらしみじみとそう呟つぶやく。

　まるで母親か姉みたいな反応だ。

「ただあんな見事な女装姿を見せられては、やはり男を立てろと言われても……ふふ」

「も、もうソレはいいじゃないですかー！」

　せっかく忘れてきてたのに……

「……でも実際に回ってみるとやっぱ王都は凄い。なんでも売ってるんですもん」

「雑貨にアクセサリーにインテリアに、往来には似顔絵師に大道芸人にマジシャン、なんでもござれ状態です。観光客の数も年中割と多いですが、この時期は特に活気づきますね」

「加えて休日ですからねぇ……商人たちもそりゃ張り切るか」

　大通りには人の大群、ずっと見続けると人酔いしそうだ。

（っと、楽しんでばかりもいられない。アッチの調査の方も少しずつ進めていこうか……）

　このＭＫＫ作戦に乗じ、とある人物について調査をしようと考えていたんだ。

「……クラリスさんは、勇者たちと親しかったりします？」

「唐突ですね」

「ま、最近の話題といったら勇者かなと。しかも俺なんてクラスメイトだし、クラリスさんも生徒会長として関わる機会もあるんじゃ？」

「そうですね～……」

　──良し。

　自然な流れで勇者の話を振れたぞ。

「先輩としてよりも貴族として接する時の方が多いですかね。舞踏会とか式典とか、学園内ではそうそう会いません。だから……そもそも面識自体あまりないんです」

「あー、あくまで知り合いと呼べるぐらいの関係なんですね」

「あ、でもリンカ・ワドウさん？　彼女から数日前に勧誘を受けたんです」

「勧誘、ですか？」

　なんだか〝秘密〟のニオイがする。

　これはまさか──

「腐ふ女じよ神しんとやらを信仰する宗教に勧誘され……」

「ダメです！」

「でもあまりに真剣でしたし、話だけは聞いてあげ……」

「絶対ダメです！」

「わ、分かりました、」

　既に我がクラスの女子はワドウさんの手に墜おちてたりする。

　クラリスさんまで変になられては困る。

　てか最近、身近で宗教関係の問題が起きすぎだな……

「……ちなみに、勇者と初めて会ったのはいつ頃か覚えてますか？」

「いつ頃……彼らが召喚されて十日ほど経過した時でしたかね。しっかりと記憶はしてないですけど、そんなに早くに面会はしませんでした」

　禁書庫のレポートに召喚当日のことも書いてあったが、儀式に立ち会えたのは姫と選ばれた人だけ。

　当主ならともかく、やはり公爵令嬢がそう関わるわけもないか。

「いやー俺、最初に見た時は噂うわさより全然多くてビックリしました。しませんでした？」

「４人ですもんね、私もビックリしました。これだけの儀式をした姫様は本当に凄すごいです」

「姫様……かなり希け有うな異能を持つとは聞きますね。あ、それだったら５人目６人目の召喚も案外楽勝でイケたかも？」

「ふふふ。それは流石に厳しいんじゃないですか～」

　と、笑って一蹴される。

（……まばたきの回数、瞳孔の大きさ、表情全てに異常な変化なし）

　噓をついている様子はまったくない。

　となると、クラリスさんは５人目の勇者については本当に知らないのだろう。

　……得られる情報は皆無、か。

「でも随分と勇者のことが気になるんですねクレス君」

「それはまぁ、クラリスさんのお父さんって軍事部門のトップじゃないですか。セコいんですけど会話が途切れないように、とりあえず勇者の詳しいネタなんか知れたらなーって」

「なるほど。ただお父様はだいぶお喋しやべりなので、むしろ会話が尽きなすぎて大変ですよ」

「へ、へー」

　ならボロを出さないように意識しておかなきゃな──

（後はクラリスさんのお父さんに探りを、それとランドデルク邸を実地調査できれば。ただそんな余裕があるかはかなり怪しいところだけど）

　５人目については進展なし。

　正体アンノ不明ウンについても軽く聞いてみたが、やはり大したことは知らないようだった。

「もう結構良い時間──ん？」

　そろそろ移動するかと立ち上がった拍子、目に入ったとある物に目を奪われる。

「どうしました？」

「いやちょっと気になるモノが……」

　視線の先にアクセサリー？　を売っている出店を発見。

　目と鼻の先にあるのでそのまま傍そばによる。

「──髪飾りですか？」

　数秒遅れでクラリスさんも隣に来る。

　それは白銀色の髪留め、しかも若干青みがかっているという珍しい色合い。

　遠くから見てつい自分と同じ色だ、なんて思ったんだけど、

　────コレ、使えるな。

「クラリスさん、たまに髪留めつけてますよね？　今も」

「その時々で。〝いめちぇん〟というやつです」

「い、異世界語……」

「勇者さんたちに教えてもらった言葉です」

　フフンと得意そうに仰おつしやる。

「……良し、すいません。これください」

　浮かんだ思惑はさておき、普段からかーなりお世話になっている。

　店員さんに一声、パパッと取引を済ませ購入完了。

　感謝の心はなにも値段で決まるわけではない……と思う。

「これクラリスさんに。良かったら受け取ってください」

「……い」

「？」

「いいんですか!?」

「い、いいんですよ」

　別にそんなオーバーなリアクションしてくれなくても良いのに。

「普段お世話になってるお礼です。クラリスさんが身につけてるやつほど高価な物じゃないですけどね」

　デート記念でなにか贈ろうにも、あんまり高い物だと受け取ってくれそうにないしこれは丁度良いアイテム。

　彼氏が彼女にプレゼントするって、だいぶ恋人っぽくないか？

「……つ、謹んで受け取らせて頂きます」

「そんな仰々しく貰もらわなくても」

　銀色の髪留めを手渡す──その瞬間、

（俺の魔力を付着させる──っと！）

　ごく微量の魔力を故意に金属部分に付けさせてもらう。

　彼女は軍事部門トップの娘、そして学園の長という特異な立場。

　今は５人目や正体アンノ不明ウンについてなにも知らないようだが、今後関わっていく可能性がないわけではない。偶然に秘匿情報を知ってしまう場合もある。

　そこでもし、地図に載らない場所や空間に行く（もしくは情報を知ったことで監禁される）ようなら──この魔力を辿たどらせてもらうつもり。ようは発信器を付けさせてもらった。

「せっかくなんで、結構使ってもらえると嬉うれし──」

「毎日使います！」

　そんな理由もあり、使用頻度を上げてもらえるよう遠回しに言おうと思ったが……どうやら杞き憂ゆうらしい。毎日宣言をされてしまった。

「そ、そんなに気合を入れすぎなくても……」

「使います！」

　め、目の奥で炎が真っ赤に燃えている。好都合だしいっか。

「大事にします。本当にありがとうございます」

「そ、そんな頭を下げるほどじゃないですって！」

　むしろ自分の思惑もあるので、コッチが頭を下げたいくらい。

「……私、今日で一生分の運を使い果たしました」

「そんなに!?　どれだけ俺はケチだと思われてるんだ……」

「ケチというか、こういうことに鈍感じゃないですかクレス君」

「……さ、最近はそうでもないような。なにせ小説で勉強も……まぁ『デートの時のプレゼントは特別な記念になる』って書いてあったから買ったようなもんですけど。いいですよ。またこういう機会があればその時は別のモノを──」

「またこういう機会!?」

「え、ええ」

「またがあるんですか!?　またいいんですか!?」

「そりゃ……ぜ、全然いいですけど」

「ならまた誘います！　今度も二人で！」

「わ、分かりました……じゃあ次はリードできるように頑張りますね、お嬢様」

　いくら来たばかりとは言え、してもらいっぱなしも情けないしな。

　……なら俺も普段からもう少し街を散策するか、より正確な立地把握にもなるし。

「今更クレス君にお嬢様と呼ばれましても。それは……いえ、なら次はお願いしますね」

「ええ！」

「……さて、そろそろ時間が来たようです」

　視線を彼方かなたに移せば西の空はオレンジ一色、もう夕暮れ時だ。

「私──クレス君と出で逢あえて良かったです」

「え」

「まさか誰かとこんな……普通の女の子のような時間を過ごせるとは夢にも思ってませんでしたから」

　しみじみと。

　その時の彼女の表情にはなんとも言えないものがあった。

　嬉うれしいのか、悲しいのか、楽しいのか、寂しいのか──俺には正直よく分からなかった。

　でもだ、さっきも言ったことだけど、

「クラリスさんのためなら、俺は何回でも付き合いますよ」

　──これぐらいは言えるだろう。

「一段落したら、またデートしましょう」

「あら。リードするのはともかく、クレス君の方から誘ってくれるんですか」

「断ります？」

「まさか、喜んでお受けします」

　仕方のない冗談だと鼻で笑われる。

「……まだまだ喋りたいところですが間もなく決戦の時です。準備はできていますか？」

　日輪も帰き路ろにつき始める。月が昇ればそれこそ本番。

　この関係を続けるための最大の壁を突破しに。

「──準備バッチリですよ。任せてくださいクラリスさん」

「──ふふ。やはり頼もしいですねクレス君は」

　一いち蓮れん托たく生しよう、全てはこの日のために。

　俺も『Ⅸ』の刻印にかけて誓う──この人の未来に自由を与えてみせる、と。

「「──行きましょうか！」」





※






「「「「「お帰りなさいませクラリスお嬢様！」」」」」

　メイドと執事たちが何十人とお出迎え。

　正門をくぐった途端、一切の乱れなく整列した一同が頭こうべを垂れる。

「おぉ……」

　邸宅へと続く道に沿う形で並ぶ彼ら、その錚そう々そうたる光景にまず驚く。

　加えて……いや一番驚いたのはクラリスさんの家である。

「なんだこの家……」

　地図で敷地広いなぁ～と、確認はしていたけど想像以上にデカい。普通に城だよ。

「あの……デカすぎません？」

「でも四大公爵家の中ではウチが一番小さかったような」

「えぇ!?」

　王国ってすごいや……

「──貴方あなたがアリシア様ですね？」

「あ、はい」

「お荷物をお預かりします」

　燕えん尾び服ふくを纏まとった立派そうなご老人がスススッと立ち寄ってきて、手荷物を受け取ってくれた。洗練された身振りからしてかなり経験積んでそうな執事だ……

「良し。じゃあ参りましょうか！」

「……はい！」

　来る前に意気込んだのはいいけど、流石さすがに緊張してきたな。

　任務をする時の独特の緊張感を思い出す。

　クラリスさんの結婚話を流すため、俺は彼女と共に決戦の地へと向かった。







『──お初にお目に掛かります。クレス・アリシアと申します』

　想像を越える煌こう々こうとした屋敷。

　最初は戸惑った部分もあるが、怯ひるむこと無く堂々と名乗った。

　つまるところ俺は数ナンバ字ーズでの任務に匹敵するぐらい真剣に臨んだ、わけなんだが……

「──じゃあ次はペガサスを造ってください！」

「──ペガサスか、やってみるよ」

　クラリスさんの弟、シルク君のリクエストに応え氷で物体を作成する。

　──何故なぜか俺はクラリスさんの弟と遊んでいた。

「こんなんでどうかな？」

「すごい！　すごいです兄にい様！」

「あはは……だ、だけどシルク君、兄様って呼ぶのは……」

「次は聖剣お願いします！」

「う、うん」

　……実は１、２時間前にご両親との顔合わせは済んだ。

　豪勢なディナーを目の前に予想以上の好待遇を受けたよ。

　ご両親も弟君も、俺が平民だということを知っているだろうに丁重すぎる扱いで、逆になにかあるんじゃないかと疑ったぐらいだ。

「はい聖剣完成」

「うわぁー！」

「危ないから振り回しちゃダメだよ。持つだけね」

「分かりました！」

　と、目をキラキラさせながら応えてくれる。

　天使とは彼のこと。女神級に優しいクラリスさんの弟だけある。

「なら次はマンドラゴラで！」

「渋いセンスだね……」

　夕食を済ませた後は……こうしてシルク君と遊んでるわけだけど、会って早々に妙に懐かれたんだよね不思議なことに。

（呼び方も兄様だぞ。なんか色々とマズイ気もするんだけど……）

　彼は中等部一年生、まだまだ幼いってことなのかなぁ。

　あと男だと分かっているが……非常に可愛かわいい！

　……とりあえずワドウさんには会わせない方が良いと思う。

「凄すごいなぁ。じゃあ次は──」

「シルク、いい加減になさい」

「か、母様……」

「クレスさんはお客人です。そう図ずう々ずうしくお願いするものではありません」

「でも……」

「あ、僕は大丈夫ですよ。シルク君とせっかく仲良くなれたんですし」

「兄様……っ！　大好きっ！」

　ガシ！　っと飛びつかれるが……まだまだ軽いな。

「おっとっと、シルク君は素直な性格だね」

「えへへ～そうかな～」

　こういう風にランドデルク家の次期当主がせっかく懐いてくれたんだ。

　このまま関係を深めることには十分の価値がある。

　それを考えてだから。こうして抱きつかれたからって別にキュンキュンはしない。

　……ホントにホントだぞ？

「ごめんなさい、クレスさん」

「いえいえ、今日は色々良くしてもらいましたし……」

「兄様！　次はダークサイドに墜おちちゃった悪姉様作ってよ！　スケール１／１で！」

「サイズはともかく、また難しい注文内容だね……」

「だいじょうぶ！　姉様って怒るでしょ？　それをイメージすれば簡単に──」

「聞こえましたよシルク！」

「っう！」

「だいぶ調子に乗ってるようですねぇ？」

「あ、兄様これだよこれ。この表情！」

「シルク──っ！」

　席を外していたクラリスさんが飛んで来てこなれた掛け合いを見せてくれる。

　姉弟──いや家族ってのは良いものなんだな。

　今は吹っ切れているが、やはりこういう家族団だん欒らんに憧れる自分もいた。

「（……しかしクラリスさん、やけに順調すぎませんか？）」

「（ですよね。お父様ずっとニヤニヤしてましたし）」

「（こんなに簡単に仲を認めてくれるのはちょっと……）」

「（お母様とシルクはまだ分かります。ただ自分で言うのもなんですけど、私を溺愛しているお父様がスンナリ落ちるのも変ですよね……）」

　そうなのだ。お父さんとのやりとりは至極シンプル。

　付き合っています→認めよう→え？→認めよう。

　こんな流れで仲を認めてもらえてしまった。

「（これ流石に呆あつ気けなさすぎますよ）」

「（まさかあれはお父様の影武者だったのかも……）」

「（それはないでしょ。ただ『娘は渡さんぞ！』って怒られるのならともかく、簡単な質問と、あとほとんど世間話っていう……）」

「（せっかく対策したのに、無駄になりましたかね……）」

　そう、事前にされるであろう厳しい質問のため２人で密ひそかに対策を考えていた。

　ただ頭に詰め込んだソレを使うことはなさそうという……

　この呆気なさに俺もクラリスさんも違う意味で困惑していた。

「（それともシンプルに、本当に認めてもらえたってことですかね？）」

「（そ、その可能性もあります……が、あまりにも順調で。まだ油断はできません）」

　でも本当になにもなければＭＫＫ作戦は大成功、見事騙せたということなのだろうか？

「兄様！　次は……」

「──シルク、その辺にしておきなさい」

「あ、父様……」

　クラリスさんの父にして公爵家ランドデルクの当主。

　カルロ・ランドデルクから一喝、クラリスさん同様席を外していたが戻ってきたらしい。

「シルク君じゃあ……」

「はーい」

　この歳としで物分かりがいい。ベッタリ状態だったがすんなりと離れてくれる。

「すまないなクレス君。シルクは君が来て少々舞い上がっているようだ」

「あはは……」

　その金髪はキッチリと短く整えられ、体つきも相当、軍事部門の担当と言われて納得の容姿をしている。日ごろから鍛錬しなければ成し得ない肉体だ。

　……座って駄だ弁べるだけのダメ貴族とはワケが違うっぽいんだよな。

「それと突然で悪いんだが、少し２人きりで話さないか？」

　屈託ない笑みを向けられる。その両手には一本のボトルとグラスが２つ。

「（クラリスさん──！）」

「（……どうやらここからが本番のようです。しかも２人きりとは。私は介入させてもらえないと……想定はしていましたが少々厄介な展開になってきましたかね）」

　瞬間アイコンタクト、お互いの意思を稲妻の如ごとく交換する。

　やはり障害なくしてハッピーエンドにはならないらしい。

「では是非」

「うむ。あと酒コレはいける口か？」

「……多少は」

　王国は18歳から飲酒解禁だけど、カルロさんは気にしないらしい。ただ笑いながら秘密だぞとは言われた。

「良し！　ならテラスの方に行くとしよう！」

　こっちだと言われ、その後をついて行く。

　話題は間違いなくクラリスさんとの交際について──

「（クレス君！　健闘を祈ります！）」

「（はい！）」

　部屋を出るタイミングで熱い檄げきを貰もらう。任せてください。

　──そして賛成か反対か、クラリス父の真意がようやく分かる。

（さて俺はどう切り抜けるか……）

　幾つか返答パターンは練ってきているが、どれが一番の有効打になるかは定かでない。

　そんな中、ついに庭園を一望するテラスに到着──

「寒くはないか？」

「大丈夫です」

　夜だろうともう肌寒さを感じる日は少ない。

　──だが寒くなくとも気持ちは引き締まる。

　カルロさんが座った後、俺も向かい合う位置にある椅子に腰をかけた。

「さてと、ようやく君と２人きりで喋しやべれるな」

「……そうですね」

「クレス君の噂うわさは最近よく耳にする。アルバートの奴やつもベタ褒めだったぞ」

「それってあの……？」

「魔法騎士団長と言った方が分かりやすいか」

「あ、やっぱり！」

　アルバート・シグリフォン。

　王国で最強の騎士。

　大賢者との一件の後、学園長室で一度だけ会った。

「アイツと俺は魔法学園での同期なんだ」

「へぇー……」

「今でも結構親交はあってな。君の入試の時もそうだし、大賢者とのことも一番に聞かされた。怪物がいるとね──もちろん良い意味でだが」

「騎士団長、随分と褒めてくれたんですね」

「ああ。奴があれだけ褒めるんだ。正直君の人間性やら実力等は疑ってなかった。……貴族であるならもっと用心深くあるべきなんだろうがな」

　初見の割にかなりフレンドリーな印象はあった。

　それは下馬評をそれなりに知っていたからだったらしい。

　ゴクゴクと真っ赤なワインを飲み干しながらカルロさんは語る。

「本題に入るが、知っての通りクラリスの年齢の貴族なら、結婚相手はいて当たり前。むしろ許いいな嫁ずけがいるのが普通とも言える」

「でもクラリスさんには許嫁を付けなかったんですよね？」

「ああ！　そりゃ俺の可愛い一人娘、できれば自分の好きな相手と結婚して欲しいからな」

「凄いですね……」

「親とすれば普通の感性な気がするけどなぁ。貴族社会がちとオカシイだけだ」

　この親にしてこの子あり。

　クラリスさんの性格の良さは親譲りなのかもしれない。

「ただフリーでいるのも限界がある。それでもうダメかなって時に……」

「僕が現れた、と」

「そういうことだ！　ひょろい奴が来たら殴って根性を試そうかとも思ったが……アルバートによく聞いた名だと思い出して。学園長たちもやけに気に入ってるみたいだし」

　名門学園の入試一位、大賢者から勇者救出──キャリアはある。

「それにクラリスも相当君を気に入ってるみたいだ。それはやり取りを見て分かったさ」

　……クラリスさん、やはりＭＫＫ作戦の効果はありましたよ！

　これはもう任務完了までまっしぐらで──

「ただ」

「？」

「俺は思うところがちょっとあってな。１つ聞いてもいいかい？」

「なんでしょう？」

　急に真顔だけど……そんな他に気になることってあったか？

　まったく心当たりがないんだけど。

「君は、いや──」

　クラリスさんの父から放たれる言葉は──まったく予期せぬものだった。

　まさか隠蔽工作が失敗してるなどとは思っていなかったから。

　自分の仕事は完璧と自負していたが青せい天てんの霹へき靂れき。

　その時は〝唐突〟に訪れた。




「クレス・アリシア、お前は一体何者だ──？」













[image: ６節　魔者とサムライ]







　王都ハーレンスの煌きらびやかな街並み。

　そこに相反するように、闇の中で蠢うごめく者どもが。

　──そう、オレたちはこの日をずっと暗闇にまぎれ待っていた。

「いよいよですな兄者」

「うむ。いよいよだ弟よ」

　オレたちは最強の魔族二人組、金を貰えば暗殺・用心棒・潜入なんでもござれ。

「兄たるこのグランと」「弟たるこのランツ」

「「二人合わせて、天下のグランツ兄弟──ッ！」」

　誰かに求められたわけではないがバッチリ決めポーズ。

　カッコ良く登場するため、日夜弟とこうして間があるごとに練習をするのだ。

「ただの殺しだったら爆弾だけで済むものを。メンドーですなー」

「今回は誘拐が仕事、仕方あるまいよ」

　今回はとある魔王の依頼で、王都に潜入をしている。

「人間は暢のん気きに騒いで、この『グランツ兄弟』が潜んでいるとも知らず──」

　我々は〝変装〟も得意とし、今の見た目は人間そのもの。

　とある一室から見下ろす往来には警戒心皆無の人間がわんさかといる。

「その辺の人間に見破られることはまずないでしょう」

「気を抜くなよ弟、油断は禁物だ」

　今回のクライアントは超のつく大物魔王、正確にはその側近なのだが。

「リスクはデカいが、成功すれば莫ばく大だいな金と名誉が手に入る──」

　依頼されたのは勇者召喚と同時期、今日に至るまでずっと準備をしてきた。

「思い返せば兄者、あの魔王の側近……嫌な奴でしたなぁ」

「食えん男ではあった。名は……ターナカと言ったか？」

　さっきも言ったがクライアントは魔王の側近。

　これまで何度も依頼を受けてきたが、あそこまでの男と遭遇するのは初めてだった。

　なんと言おうか──底が見えない。

　魔族の多くは豪胆な気質を持つ。だが奴には人間並みの狡こう猾かつさと用心深さがあった。纏まとう雰囲気も一味二味違うモノを感じさせられたよ。

「結局は好条件で契約を締結できたから万々歳だが、あまり関わりたくはない部類だな。なんにせよ仕事を受けた以上必ず成功させる。失敗は許されん」

「ふっふっふ。貴族どもの驚く顔を想像するだけで楽しみですな」

「ただ実行日まであと数日ある。せっかくだ、ここで改めて作戦の最終確認を──」





　目的：クラリス・ランドデルクの誘拐。

　場所：ランドデルク邸セレモニーホール。

　日時：シルク・ランドデルクの誕生パーティー当日。






「──以上、内容は全て把握済みだな弟よ？」

「目的は軍事部門の長、その息女を誘拐し人質とすることのみ」

「うむ。オレたちも貴族に扮ふんし催しに参加する。今回は攫さらうだけ、殺しは極力避けるぞ」

　人質を取り、王国の対魔王戦線に圧力を掛けようというわけだ。

「我々には余計な情報かもしれないが、クラリス・ランドデルクは国民からの支持はかなりあるらしい。順位を付ければ王女と勇者に次ぐ人気者だ」

「見た限りルックスは確かにいいですな～」

「王族や勇者、公爵家当主に比べれば人的価値は劣るが、それでも軍部最高司令官の一人娘かつ国民からの支持も厚い者、揺さぶりを掛けるには足りる存在だ」

　だが──

「しかしおかしな話でもある。オレだったらもっと上の貴族を狙う」

「ですなぁ。普通は王族か公爵家当主、もしくは勇者を狙うが道理。なぜそれらより価値が劣る小娘如ごときを狙うのか。しかも我々ほどの者を使ってまで……」

「分からん。ただあの側近ターナカという男、妙にこの娘に拘こだわっているようだった」

「なにか秘密でもあると……？」

「どうだかな。オレたちは依頼されたことをするだけだ」

　それに依頼主を必要以上に詮索するのはマナー違反だ。

「ま、今回はアイツらが派手に仕掛ける手て筈はずになっている。オレたちは拉致るのみ」

「唯一厄介な騎士団長の相手もしてくれる……んでしたかな？」

「ああ。だからこそ迅速に事を終わらせる」

　そう、唯一厄介な騎士団長は……ん、厄介と言えば……

「勇者召喚を機に、最近また災厄のナンバ数字ーズたちが動き出したという噂があるが。まさかこの件に一枚嚙かんでいるということは──」

「止やめてくだされ兄者！　あの連中の話は出さない方が良いですぞ！」

「まぁな……」

「歩く災害、意思ある天災、人為的天変地異、化物か怪物しかいない組織ですからな……」

　調子乗りの弟ですらあの連中には関わろうとしない。

　それはオレも同じ。

「いかに天下のグランツ兄弟と言えど〝災厄〟と渡り合うことは不可能。弟、もし万が一、この仕事の最中に出くわしたらどうする？」

「むろん仕事放棄しますぞ」

「っくっくっく、賛成だ。なにせ魔王より恐ろしいからな」

　ま、そんな事態になることはまずないと思うが。

「あと気になるのは勇者か」

「未知数ですなぁ」

　ここでさっきの話に戻る。オレたちはなぜ王族や公爵家当主陣を狙わずに貴族令嬢１人を狙うのか。

　この謎において、少なくとも勇者を狙わない理由だけは説明できる。

　簡単に言うと──先客がいるのだ。

　オレたちではなく、違う組織の連中が勇者を獲とる。

　これは魔王サイドが了承済み、ターナカはその上で公爵令嬢だけを狙っ……




「──燕つばめ来る　時になりぬと　雁かりがねは　国偲しのひつつ　雲隠り鳴く」




　どこからか突如、夜風にゆったりと乗せた歌が聞こえ、辺りに響く。

「これは……」

「万葉集一九巻四一四四、大おお伴ともの家やか持もちの一句です」

　ワケの分からない単語が続く。

　オレと弟、２人だけしかいなかったはずのこの部屋になぜか３人目の影が。

「ごきげんよう。魔族のお二方」

「……何の用だ」

「もうすぐ宴うたげがあるではないですか。その前に一度改めてご挨拶すべきかなと」

　この奇っ怪な格好をした女こそ──オレが先客と呼んだ者。

　今回の仕事を一緒に担ぐ連中その一人だ。

「奇怪な格好ではなく各々にちゃんと名があります。まず頭には竹皮を編んで作った三さん度ど笠がさ、淡い青藍の着物に青紫の帯、腰には刃渡り三尺一いつ寸すんの刀を差しております」

「……」

「ふふ、わたくしの装いが気になっていたようなので代弁してしまいました」

　……心を読んでいる？

　異能なのか、魔法なのか、それともそれ以外の何かか。

「……作戦は前打ち合わせした通り、オレたちが令嬢を攫うまでの足止め役だ」

「えぇ」

「目下一番の強敵とされるのは魔法騎士団長アルバート・シグリフォン、こいつの相手は間違いなくアンタだ。もちろんそれ以外の奴やつが追ってきそうなら……」

「それもわたくしが対処するのですよね」

「……ああ」

　この正体不明の女は完全なる戦闘員。この女にはもう１人仲間がいるとかで、ソイツの方が勇者を──

「ただ騎士団長とやらが一番の強敵、ですか？」

「他に誰かいるとでも？　これでも調査は抜かりなくした。この王都に騎士団長以上の強者はいない」

「ふふふ。しかして実は今日、とある少女……いえ、少年を見つけたのです」

「少年？」

「とっても可愛らしい容姿をしていまして、なびく銀髪は南蛮でも珍しい色合い。脳裏から未いまだ離れぬあの立ち姿。加えて眼まなこは覗のぞけないほど深く深くに。ふふ、ふふふふふ、とっても魅力的な男性でした」

「結局なにが言いたい？　その少年が騎士団長より強いとでも？」

「ええ、ええ、ええ、ええ？　これは素晴らしい男性がいたという話ですとも」

　イカレてるなこの女……会話が成立しない……

「兄者……」

「あぁ。その少年が気に入ったのなら好きにすればいい。オレたちには関係ない話だ」

「ですがその少年、件くだんの令嬢に関わりがあるようなんです」

「クラリス・ランドデルクに？」

「これまでの調査にそのような人物は……新しいボーイフレンドですかな兄者？」

　どうやらこの仕事にまったく関係ない人物でもないらしい。

　だが所詮ただの人間だろう。多少力チカラがあるとて我々には及ばない。

「でもわたくし彼が欲しい。欲しいんですよ。どうしたらいいでしょう？」

「知るか！　それこそ自分の手で奪えばいいだろう！」

　……いい加減気色悪い。

「結局この任務に関係はないんだろその男は!?」

　その頭に深く被かぶった……三さん度ど笠がさとやらで目から下はまったく見えない。

　ただそれでも顔つきは凄すさまじく整っているし、体たい軀くもまた見事でかなりの妖艶さを放っている……が、それ以上に恐ろしい闇を感じる。

「……何度も言うが好きにすればいい。その男を殺すつもりは今のところない」

「殺すつもりは？　っふ、ふふふふ、貴方あなたたちが殺す？　ふふ、ふふふ、」

　またも狂ったように笑い出す。その声音はひどく狂気を孕はらんでいた。

「兄者」

「……そうだな」

　このまま喋しやべっていても時間の無駄だ。

「悪いがそろそろお引き取り願う」

「……あらそう、お忙しいのね」

「ああ。では当日に」

「……分かりました。では」

　そう言うと女は来た時同様、まるで闇夜に同化するように一瞬にして姿を消した。

　すると重苦しかった空気は一掃……肩の荷が下りる。

「はぁぁぁ疲れた！　なんなんですかね兄者あの女は!?　ホラーすぎますぞ！」

「ああいう女もいる世の中なんだ。味方なだけマシだろう」

「……話に出てた少年は大変そうですなぁ。あ、我々も警戒はしますかな？」

「別にいいだろう。学生なぞ相手に足らず」

　あの女がトチ狂っているだけ、余計なことに惑わされる必要はない。

　改めてオレは弟に問いかける。

「今回の仕事もよいな？」「今回の仕事もよいとも」

「「ならば参らん」」

　そう──俺たちはグランツ兄弟、暗殺に拉致に護衛になんでもござれ。

　弟連れて魔王の依頼を遂行遂行、欲しいのは名誉と金だけ──













[image: ７節　見通し良好、事件の香り]







　ランドデルク家の方々との初対面から数日。

　ついに──その日はやってきた。

「やっぱでかいよなぁ……」

　目の前には二度目の訪問となるランドデルク邸が。

　夕暮れ時だけあり、白地の塗装は薄くオレンジに染まっていた。

「シルク君の誕生パーティーは夜で、まだ結構な時間があるけど……」

　今回はクラリスさんの相方を務めるということでこうして早めに来た次第。

　向こうからも余裕を持って来てと言われている。

　……実際デートに遅刻寸前っていう前科があるし。

「──これはこれはアリシア様、ようこそいらっしゃいました」

　さて守衛に声を掛けようと思った時──あの老執事がスルリと現れ出迎えてくれる。

　なんでか俺が来たタイミング丁度で……

「こ、こんにちはです」

「本日も一層麗しい。その衣装もお似合いでございます」

「そりゃクラリスさんに選んでもらいましたから」

「ほっほっほ。お嬢様が、なるほどソレは納得ですな。ただ大前提にアリシア様の容姿あってこそ、とても素晴らしいですよ」

　今日はデートの時に購入したあのダークスーツを。

　お世辞かもだけど、良い感じだと褒めてくれる。

「ではお部屋へご案内致します」

「はい。お願いします」

　とりあえず遅刻は回避かな──




　老執事に通されたのはとある応接間。

　重厚な机が中央に、それを囲むように立派な椅子が４つ。

　お茶を入れるから少し待っていてくれと言われ、一人待機である。

「椅子がありえないほどフカフカだな……なんの材質だろ……」

　ただずっと座っているのも落ち着かないので、立って窓から庭の方をのぞく。

　そこではメイドさんたちがパーティーに向けて走り回っていた。

「国中の重役が集まるんだし、色々準備があるんだろうなぁ」

　客をもてなすために──そして襲撃対策なども。

「このタイミングなら……」

　老執事は消えたばかり、すぐに戻ってくることはなさそう。

「（……廊下に気配はないか。エル、そっちはなにか感じるか？）」

『別に。神や超常的なモノは確認してない。盗聴盗撮もされてないわ』

「（了解）」

　異エルレ能ブンの方でも異常はないと──ならここが仕掛け時かな。

「（……コレを使ってみるか）」

『またあの魔女が作ったヘンテコ道具？』

「（異空カクシ間発ベヤド見器ーコダだよ）」

『相も変わらず最悪なネーミングセンスね』

　円盤状の魔導具を床に設置し起動させる。

　間もなくピカッと緑に発光──無事に作動したな。

『効果は名前の通りなの？』

「（ああ。勇者召喚といった特殊な儀式をする、もしくは召喚された者が長時間いるとその空間には〝差異〟が生じ始めるらしい。で、そういうのは大抵隠し部屋か仕掛け部屋、手掛かりがある場所になってるわけで、コレはそれを発見するためのものだよ）」

　もしかしたら５人目の勇者がこの家に隠れ、「（……いや、監禁されている可能性もある）。」

『なんで監禁をする必要があるのよ？』

「（安直な予想をするに王族に反発したからって単純な理由もあるけど、どちらかというとそれが原因で勇者としての地位を得られなかった。だから今は監禁され人体実験とか、解剖とか、異世界人研究に使われているんじゃないかって考えてる）」

『エグいわね人間って』

「（あくまで可能性の１つだよ。そういう用途で使われていることも──想像はできる）」

『そもそも禁書庫のレポートじゃ〝旅に出た〟って……』

「（正直信用していないよ）」

　５人目は特殊な能力は持っていなかったらしく、巻き込まれた一般人とあった。

　だがそんな奴やつが一人でこの世界を旅をしようと自発的に思うか？

　王国としても異世界人は異世界人、そう簡単に手放すとも思えない。

「……ただ反応はなし、か」

　異空カクシ間発ベヤド見器ーコダは静かに機能を停止。

　ザッと調べただけだが、この家と敷地には目下怪しい空間はないと結果が出た。

『手っ取り早く王族を拷問して聞き出せば？』

「（バカ言うなよ。俺の学園生活が終わるっての。それは３年後の最終手段）」

　だから当分拷問はできないけど、というか極力したくない。なら暗示を掛けてっていうのも……あ、氷魔法じゃ催眠系統はできないか。

「──失礼致します」

　……おっと、執事さんが帰ってきたみたいだ。

　焦ることなく、俺はささっと魔導具を懐に収める。

「大変お待たせしました」

「いえいえ」

　挙動は正常、いつも通りの笑顔で返す。

　お待たせしたとか気にしなくていいですよ。

　──こっちもこっちで〝調査〟をしていたので。

「ん、美味おいしい！」

「ありがとうございます」

　淹いれられた紅茶を何気なく飲んだが、美味うまい。美味すぎる。

　素人な俺でも一発で違いが分かる味だ。

「やっぱり重要なのは淹れ方なんですか？」

「確かにお出ししたのは一級の葉ですが、仰おつしやる通り最重要なのは作り方ですね。腕がなければ極上の葉でもその真価を発揮しませから」

「へー……今度教えてもらえません？」

「ほう」

　あ。しまったついクセが。

　こういう仕事柄、ついつい技能は習得しなければいけないと思ってしまう。

「嬉うれしいことを言ってくださる。最近は新人不足でして、アリシア様なら立派な執事になれそうなものですが。是非いかがでしょう？」

「し、執事はちょっと。淹れ方だけで……」

　経験はしてみたいが職にはしたくないです。

　今回は時間がそうないので、やり方は後日教えてもらえることになった。

　たまたまだが、これでまたランドデルク邸にこれる口実を手に入れたわけだな。

「そうですそうです。実はお嬢様から言こと伝づてを預かっております」

「言伝？」

「なんでもドレス姿を見せたいそうで。一息ついたらお部屋に通すようにと」

「あ～分かりました」

　できたら早めに来てと言ってたのはそういう理由もあったのかな。

「（エル、廊下を歩く時も一応調査をしてみてくれ。神性には敏感だろうし、神であるお前だからこそ見つけられるモノもあるかもしれない）」

『はいはい。ただ対価はまた別によ？』

「（構わない）」

『ならいい。やってみるわ』

　残っていた紅茶を飲み干し起立。

「──ではご案内致します」

　俺は老執事に促されこの場を後にした。







「──ここがクラリスお嬢様のお部屋です」

　目前に堂々とそびえるは豪ごう奢しやな扉。

　公爵令嬢ということを加味しても、女性の部屋の入り口としてはいささか仰々しい。

（流石さすがは軍大臣の娘さんってところか）

　ここに来るまで結構歩いたが、その間エルの調査に発見もなし。

　ランドデルク家は召喚儀式との関わりは薄い方なのだろうか……？

「では私わたくしはこれで」

「え」

「あとはお若い方同士でごゆるりと──」

　老執事は俺だけを残し去って行く。

　……なかなかにスマートな仕事をなさるようで。

「って言われてもな……」

　とりあえずノックをするか。

　呼ばれて来たわけだし、邪魔になることもないだろう。

　ドンドンドンと一定のテンポで扉を３ノック。

「こん──」

〝こんにちはー、クレスですけどー〟

　……の一台詞せりふを添える、つもりだった。

　ただ予想外なことに俺が名乗るまでもなく、部屋の中から慌ただしく足音を立てて誰かが近づいてくる。

　そして確認も取られることなく──バタン！　と一気に扉が開けられた。

「メイド長、ドレス直ったんですね！　早くしないともうクレス……君が来ちゃ……う、」

「こ、こんにちは」

　口ぶりからするに、俺をどうやらメイドさんと勘違いしていたらしい。

　別に勘違いするくらいなら大した問題にはならない。

　だが、出てきたクラリスさんのその格好が問題だった──

「……」「……」

　クラリスさんは──下着姿だった。

　上も下もレースをあしらった白地のもの。

　……あと大きいなとは思っていたが、たわわな双胸をほぼゼロ距離で確認。

　日頃からその性格の良さをもって女神と称していたが、それは美しい肢体によってより印象づけられる。

「あ、あ、あ、あ、あ、」

　まるで壊れた魔導具のような……言葉にならない言葉というか……

　彼女の表情はみるみるうちに紅潮、それは羞恥心の存在を雄弁に語った。

「……ゃ」

「く、クラリスさん!?」

「きゃあぁ──んんんんんんんんんんん！」

　咄とつ嗟さだった。

　叫ばれることはすぐに察知、それをマズイと思って急いで口を塞いだ。

　強引であったことは間違いない。

　ただもし叫ばれれば偶然とはいえこの人の父親に殺されかねないから。

　半ば倒れ込むような形で部屋に突入、早急に扉を閉めた。

「く、くく、クレス君、ちょっと」

「す、すいませんんんんんん！」

　そしてすぐさま謝った。

　異世界語で言うところの──土下座！

　マイさんたち曰いわく最上級の謝罪方法らしい。

「叫ばれたら流石にマズイと思って、強引に口を塞いでしまいました！」

「いやあの、」

「あと正直に言いますと、胸も一瞬触ってしまいました……」

　気付いてるかもしれないからな。潔く釈明する。

　あ、でも、感想とか言っといた方がいいか？　なにも言わないのは失礼……

「その、胸、柔らかかったです」

「っっ！」

「罰は受けます！　いっそ奴隷にしてもらってかまいませんから死刑だけはご勘弁を！」

「そこまで!?」

　謝罪一択、もうひたすら謝るしかない。

　平民が公爵令嬢のおっぱいタッチ、こんなの極刑である。

「し、しませんよ！　というか確認しなかった私が悪いんですから！」

「っえ」

「頭を上げてください。私と貴方あなたの仲です。そもそも人間ならば失敗をするのは当たり前です。いや、むしろ今回失敗したのは私の方ですから。気にしないでください」

「く、クラリスさん……」

　両膝をついた俺に屈託ない笑みで救いの手を差し伸べる。

　こんなに貴族で良い人他にいるか!?　いいやいない！

　ただ、ただね。手を差し伸べる時にクラリスさん屈むもんだから──

「あの、あえて言いますけど、谷間がモロ見えです……」

「っへ」

「パン……ツじゃなくて、下の方も丸見えのままっていう……」

　と、言いながら視線を少し下げる。

　うん、キレイな白パンだ。そしてナイスな太もも。

「あ、あ、」

「気にすんな……っていう感じのカッコイイ台詞せりふを邪魔するつもりはないんですけど。そろそろなにか着た方が……」

　ずっと下着姿で喋しやべられるもんだから目のやり場に困る。

　まぁ十分ガン見しちゃってるんだけどさ。

　それにしてもエロ……失礼、素晴らしく美的な身体からだだと思う。

　まさに女神、それか妖精か、完璧な美がそこにある。

「く、クレス君は、ど、どど、どうしてそんなストレートに言うんですか！」

「それはクラリスさんのタメを思って。なにも言わないよりはマシかなと。そ、それに褒めてますよ俺？　お世辞とかじゃなくて本心で」

「だ、だからって！　しかも今もめちゃくちゃ見てますし！」

「いや逆に視線を逸そらしたら不敬でしょ、と……だってこんなにキレイな人の身体が目の前にあるのに……」

「っな──ん──」

「げ、激情しないでください！　そんなに激しく動くと胸が揺れまくってしま──」

「クレス君！」

「悪気はないんですって！　ただこの状況を冷静に理解してもらって対処を──」

　もやはお互いが混乱。

　これでは……

『クラリスお嬢様ー！　ドレスの手直しが終わりましたー！』

「「!?」」

　ドンドンドンと３ノック。

『持ってるのも大変なので、入らせて頂きますねー』

　騒がしかった部屋が静まりかえり、ガチャリというドアノブが回る音だけがこだま。

　そして──俺たちは顔を見合わせる。

「（クラリスさん！）」

「（クレス君！）」

「（（どうしますか──ッ!?））」

　下着姿の令嬢と俺が２人だけ、一体こんな時間から何をしていたって話である。

　ナニをナニしてナニナニしていたと勘違いされかねない。

　状況が状況なだけに思考は冷静さを欠いていた。

　よく考えればもっと良い打開策があったかもしれないのに、あんな回避策を……




　──すぐそこまで迫るメイドの手。

　パーティーが始まらずして、俺とクラリスさんには絶体絶命のピンチが訪れていた。





※






　──俺が無事にクラリスさんの相手を務めるまで、困難はいくつかあった。

　その中でも最も大きな障害とされたのがクラリス父との面会たたかい。

　打開するために『マジでクラリスに恋しましょう』というプランを画策、通称ＭＫＫ作戦をしてソレに臨んだ。

　全てが順調だと思っていた最さ中なかのこと、俺は衝撃の問いを投げ掛けられたのだった。




「──クレス・アリシア、お前は一体何者だ？」




　それはクラリスさんの父親、カルロ・ランドデルクから唐突に告げられた。

「何者……？」

「そうだ。君の正体はなんなのか──」

　初めての訪問、初めての２人だけの会話。

　でもその質問を理解するのには──一秒も掛からなかった。

（……なぜだ。なぜ俺が災厄のナンバ数字ーズだとバレた？　書類の工作は完璧だった。身の振る舞い方も断定されるようなことはしてない。王城への侵入形跡も完全に消したはずなのに）

　まさかブラフか……？

　いやでも、

「──どうなんだ？」

　この人の瞳は真まっ直すぐ、疑いの余地なしといった感じ。

「っ」

　全身に張り巡らされた血管、その中を流れる血液が沸騰するような──

　今までで一番の焦りを感じている。

　もはや汗が出るとか胃がキリキリ痛むとかの次元ではない。

（どうする──なにか答えるか、それとも逃げるか、いやいっそこの人を……）

　冷静を装ってはいるがもうパニックもパニック。

　いかにこの状況を抜け出すかに必死になる。

「言えないか。ならオレが代弁しよう」

　俺が口を開かないのをじれったく思ったか、自分から切り出してくる。

「君の隠されていた真の正体──」

　……っすいませんボス。任務失敗です。

　たった一ヶ月と少しで潜入がバレた、正体を当てられてもうお終しまい。

　もうこの街には──




「──君は、クラリスの友人だろう!?」




　……

　…………は？

「え、ゆ、友人？」

「そうだ。娘にとってクレス・アリシアの真の正体は〝恋人〟ではない！　ただ婚約回避のために彼氏役を頼まれた〝友人〟にすぎないのだろう!?」

　ババン！　と効果音が付きそうな。

　まるで殺人現場で探偵が犯人を言い当てたかのような──

「…………」

「ふっふっふ！　図星でぐうの音もでないようだな！　娘想おもいのオレの目を誤魔化せたなど甘い考えだぞ！　偽カップル見破ったり！　あーはっはっはっはっは！」

　この人の言う〝何者〟〝正体〟ってのは、ようは娘にとって俺がどんな存在だったかというものらしい。

　……なんだよ、

　なんだよそのオチィィィィィィィィィィ!!

「どうしたそんなに涙ぐんで、看破されたからか？」

「いやあの……」

「っ分かったぞ！　そこまで娘の心配をしているからこそか！　偽造がバレた今、これで好きでもない貴族とクラリスが結婚させられてしまうと思って悲しみのあまり……っく、なんて娘想いの良い友人なんだ！」

　今度はガバッと抱きつかれる。

　……違う、違うそうじゃない。

　ただ自分の思い込みのバカさ加減と、バレてなかったんだって安心感で──

「よしよし。君は１人の男としてよくやった」

「……はい」

　もはやこの状況がなんなのか意味不明、あらゆる事情が絡みまくっている。

「少し飲んで落ち着こうか。話はそれからだ」

「……ハイ」

　注つがれてあったワインを一気に飲み干す。

　もうこれは飲まなきゃやってられない。

「おぉ！　若いくせに良い飲みっぷりだなぁ！」

「う、うぅ」

「泣くほど美味うまいのかクレス君!?　良しもっと飲め！　今日はとことん付き合ってもらうし、コッチも付き合うぞ！」

「はいぃ……！」

　安あん堵ど感に包まれほっとする中、そして勘違いの解釈をされる中。

　俺と謎に上機嫌になったカルロさんはこれでもかと酒盛りをするのだった。







　……それから少しして、

「改めて聞くがクレス君、君はクラリスと付き合っていないんだろう？」

「……仰おつしやる通り協力をしていただけです」

　お互いかなり飲みに飲んで、できあがり始めてる。

　俺は鍛えられているのでまだまだイケるけど。

「これでも十数年ずっと傍そばで面倒を見てきたんだ。既に妻の方も見破っている」

「つまりバレてるのにもかかわらず、ずっと演技をしていたと」

　……完敗だ。

　もう勝敗は最初から付いていたんだ。

「騙だますような真ま似ねをして、申し訳ありませんでした」

「君が謝らなくてもいい。むしろ娘のワガママによくここまで真摯に付き合ってくれた。こちらが謝罪したいくらいだよ。いや感謝をした方がいいか」

　……そうは言うけど、共犯は共犯だ。

　俺も一緒に叱られるべきだろう。

「あれでもウチの娘は分かりやすくてな。すぐ顔に出る」

「ふふ、そうですね」

　これが子の親、愛まな娘むすめのことなら何でもお見通しってことだな。

「そもそも話を聞いた瞬間におかしいとは思った。なにせ生まれてこのかた色恋の話ひとつ聞かない。本人も想い人はいないと今までずっと言っていた。だというに、先日婚期の話題を出した時に突然『恋人がいる』などと打ち明けたんだ」

「確かに色々不審ですね……」

「だろう？　そこで詳しく聞いてみればクレス君の名が上がったわけだ。前評判はあったがいかんせん来たばかり、そんな君と経験のないクラリスが急にデキるなど怪しさ満載だ」

　愉快そうにカルロさんは思っていたことを話してくれる。

　その節々から、クラリスさんへの愛が感じられた。

（なんだか思っていたより軽い反応だな……）

　もっと激怒されるかと……まるで寸劇を見終わった後の感想会だ。

「カルロさん、一つ尋ねていいですか？」

「なんだーい」

「そこまで明確に分かっていたのに、どうして早々に娘さんの行動を止めなかったんですか？」

　話によると最初の最初から勘付かれていた。

　父親たる彼がクラリスさんに問い詰めればすぐに吐いたろうと思う。

　もしくは俺に押しかけてくる手もあった。

　なぜこうして面会するまで延長をさせたのかが分からない。

「それはクラリスが楽しそうだったからさ」

「楽しそう？」

「ああ。３年生になってから面白い後輩が来たとずっと言っていてなぁ。今までにないぐらい明るく笑っていたんだ。特にその……ＭＫＫ作戦だったか？　その期間中はオレからすればまるで子供のようにはしゃいでいたとも」

「子供のように……」

「あんなに毎日楽しそうなクラリスを見るのは初めてのことで。親とすれば早く指摘するのが正しかったのかもしれないが、途中で止やめさせてしまうことは……できなかった。少しでも楽しい時間を長くすごして欲しかった」

「……」

「君をこの家に呼んだのだって、純粋にオレたちが会いたかったから。娘をここまで笑わせるのはどこのどいつだってな」

「こ、怖い言い方しないでくださいよ～……」

「なんにせよ、当分はクラリスをその男に任せてもいいかなと思ったわけだ」

　なんだか感慨深いな。

　知らないところで随分信頼されてたみたいだ。

「親としては貴族社会に囚とらわれることなくクラリスには自由に生きて欲しい。結婚相手だって自分で決めてもらいたい」

「自由……」

「公爵が言うべき言葉じゃないんだがな、ただこれが父親としての素直な想いだよ」

「……カルロさん、カッコいいこと言いますね」

「はっはっは！　よく決まっただろう!?」

　……本当に立派だと思いますよ。

　ただこの後どうするつもりなんだろうか……

「実はだな、君のことはクラリスにとって最近とても仲が良い友人という形で話を通してある」

「通すって……誰にです？」

「王族とかその他諸もろ々もろ──まぁ大きく言えば貴族社会全体にだ」

　……つまり、どういうこと？

「娘にとってクレス・アリシアは婚約者に最も近い男という風に噂うわさを流したんだ。今は想い人なのか親友なのかはどっちつかず、ちょうど良い感じにあるってな」

「じゃあ……」

「婚約者希望が寄ってくるのを抑制しつつ、のちのち婚約者にも友人にもどっちにでも転ぶようにできたわけ」

「おぉー」

　ズバリ最強のポジションに俺がいるってことだな。

「しかも都合の良いことにクレス君の株は急上昇中だったから余計話を付けやすかった。大賢者の一件然しかり、実技入試の最高得点然り、騎士団長や学園長たちにお願いしてお墨付きを貰もらって箔はくもつけられた」

　……す、凄すごい。

　これが貴族社会で公爵を張る男か。

　もう外交力が凄すさまじい。根回しも完璧と言えるだろう。

「将来最も化けるであろう若者──というのが、現在の君の評価」

　で、クラリスさんの隣にはそんな存在がいる。

　各要人が認める、確定に限りなく近しい不確定要素が。

「結局のところ他の貴族たちも未いまだ婚約を迫ることはできるが、クレス君が大きな抑止力になることは間違いない」

「少なくともクラリスさんの結婚話を少しは先延ばしすることができる……策士ですね」

「これも最愛の娘のためだ。まぁ、君を完全に利用することになってしまうが……」

「クラリスさんにはいつもお世話になっています。これぐらい構いませんよ」

「そう言ってもらえると助かる！　近いうちにお礼でもしようか!?」

「別にいいです。ソレに釣られて手伝っているわけじゃないので」

「はっはっは。真まっ直すぐだなクレス君は」

　……そんなことないですよ。

　しかしこんな立ち位置になるとは予想していなかった。

　難しい立場になったが、上手うまく使えばより内部に潜り込めるかも。

　お礼は要らないと言ったが、ランドデルク家にもそれなりに貸しを作れそうだ。

「……君になら、本当に任せても良さそうなんだがな」

「？」

「いや愚問だったな。そこら辺は娘の頑張り次第。まだ酒は飲めるかい？」

「全然いけますよ」

「おお！　クレス君とは良い語らいがまだまだできそうだ！」

　俺の背中をボンボン強く叩たたく。

　ただそれは親愛に起因することだとは分かっている。

（楽に全部が運べたわけじゃないけど……）

　色々勘違いやら誤解釈もあるが結果オーライ。万々歳である。

　この後は話にあった通りカルロさんのお酒にまた付き合うことに。

　ただ結局先に酔いが回ったのはカルロさんの方。

　公爵も酔っぱらえばただの親バカに。

　愛娘たるクラリスさんがどれだけ可愛かわいいかを、俺は延々と聞かされることとなった。





※






「──お嬢様いないですね～」

「──ドレスにほつれがあるからと、急いで直してきましたのに」

「──もしかしてお手洗いでしょうか？」

　待っているはずの主人がいないと、メイドたちは首を傾かしげている。

　いや会話からそう思えるだけで、実際に首を傾げているかは分からない。

　なにせ俺とクラリスさんは──

「（っく、もう少し隠れる場所を選んでいれば……）」

「（そもそも隠れるの俺だけで良かったんじゃ？）」

「（ま、間違いないです、）」

　真っ暗闇の中に身を潜めヒソヒソと会話をする。

　現在俺たちがいるのは──洋服クローゼットの中だった！

「（咄とつ嗟さに私も動いてしまいましたから。ただ出にくいですね……）」

「（出にくいってか、いま出たら色々終わりのような……）」

　下着姿のクラリスさんと俺が突然クローゼットから登場……これはプレイをしていたと疑われる域。

　それに開けた瞬間に注意は引くと思うし、片方だけ隠れ続けるというのもほぼ不可能だ。

（でもこの場所に居続けるのも……）

　迫るメイドたちからクローゼットに逃げたわけだが──いかんせん狭い！

　ひじょーに狭いんだここ！

　しかもお互いの体勢が……

「（ん、これ結構キツいですね……）」

「（俺と逆だったら良かったですけど……）」

　狭い空間、俺が両脚を縦に折りつつ仰あお向むけに。

　クラリスさんは俺の身体からだをまたぐように両膝をつき、腕立て伏せの伏せる前の状態──つまり肘が伸びきっている状態でステイしている。

　しかも仕切りがすぐ上にあるせいで上半身を起こしきれない。

　体幹トレーニングをする時とまったく同じ姿勢でずっと浮いてるので、クラリスさんはとても疲れるだろう。ただ少しでも腕を折ると……

「っい」

　やばい。いま触れたぞ。

「（……ちょっとクレス君、静かにしてないとバレますよ）」

「（わ、分かってますけど、でも、）」

　クラリスさんがちょっと腕を折って沈むだけでその乳房がポヨンと接触する。

　これで彼女が完全に楽な状態……倒れ込んでみろ。

　我が身でクラリスさんの身体全てをダイレクトに受けることになってしまう。

　加えてこの人──下着一枚だし！

「（う、腕がプルプル震えてきました……）」

「（もう!?）」

「（私、腕の筋肉、全然ない、ので、）」

　向かい合う顔と顔の距離は20センチもない。

　暗闇の中でも、つらそうな表情をしてるのはだいたい分かった。

　ただ伝わってくるのは表情の機微だけではなく──

「はぁ　はぁ　はぁ　はぁ」

　……と、クラリスさんの呼吸音ですらこの位置ならよく聞こえるんだ。

　しかも疲れるせいか、クラリスさんの息づかいは段々と荒くなっていく。

　その生暖かい吐息が俺の顔面にダイレクトアタックして来るわけで──

（は、背徳感が凄まじすぎる！　理性ぶっ飛ぶぞコレ!!）

　目の前で苦行に耐える美女がいる。

　段々と弱々しくなっていくその様は妖艶の極み。

　しかも重力に伴ってその金髪も俺の方に降下、とても良い匂いが鼻び腔こうを……ってそんな不純なことばかり考えている場合じゃないんだぞ俺！

「（なにか打開策を……）」

「（あ、あるんですか？）」

「（ちょっと待ってくださいね。すぐ考えます！）」

　こういうピンチの時こそ今までの経験が活いきるんだ！

　──思考しろクレス・アリシア。

　完全に身体を俺に乗せてしまうわけにはいかない。彼女のためにも俺のためにも。

　いっそ腕を凍らせて固定させてしまう……いや、かなり苦痛を伴うし最悪壊え死しだ。

　でも少しでも楽をさせたい。

　楽だぞ楽……、くそ俺が手伝うことができれ……

「（あ！）」

「（な、なにか思いついたんですか……？）」

「（俺が身体を支えるのを手伝えば──っ！）」

　胸の前でクロスする形でひっこめていたこの両腕。

　可動域は少ないがこれを真上にし、クラリスさんの支柱となって身体を支えれば──イケる！　これはすぐ実行だ！

　肘を床につけ90度の直角に。

　両手をコンパクトに上げこっちからも彼女を支える……が！

「っんんん!?」

「し、しまった」

　上げた両腕は確かに支柱となってクラリスさんの身体を支えた。

　……ただいかんせん可動域が狭い。

　触れた両手の位置は……なんとちょうど胸の部分だった。

　つまり──鷲わし摑づかみである。クラリスさんの胸をこれでもかと大胆に揉もんでしまう。

　自分の指先がゆっくり沈んでいく感覚。

　その光景を見ることができないっていうのが、また想像力を駆り立てて……

「（ちょ、クレスくぅん、っん、）」

「（あの、変な声出さないでもらっても……）」

「（く、クレス君がナチュラルに揉みしだいてるからですよね!?　なんですかその余裕!?　しかもこれたったブラ一枚越しっていう……んんっ！）」

「（これダメですね。あ、胸じゃなくて支柱作戦の方がダメって意味ですよ？）」

「（そんなこと分かってます！　というかなんでそんな余裕そうに……）」

　それは俺がもう自分の心を氷化モード（理性強化モード）にしているから。

　さっきまでの俺だったら胸を少し触っただけでも『す、すす、すいませーん！』と恥ずかしがりながら謝るだろう。

　だがこの氷化モードに入った今、邪念は一切ない！

　つまり！　いくらオッパイを揉んだところで理性は崩壊しない！

　が、クラリスさんが恥ずかしそうなので揉ん……支えていた腕を下ろす。

「──とりあえずもう少しお嬢様待ってみますか」

「──ええ、そうしましょう」

　この間にも外の会話を聞いている。メイドさんたちは探しにいくどころか待機だとか。

　っく、どうやら長期戦になるらしい。

「（っあ、ちょ、ちょっとだけ、休憩しても、いいですかね？）」

「（休憩……？）」

「（こ、腰を下ろす的な……）」

「（俺はいま邪念がまったくないので。クラリスさんがしたいならどうぞ）」

「（な、なんですかその言い方……私が痴女みたいな……）」

「（そんなことは思ってないですよ。……タイミングは任せます）」

「（分かりました。じゃあ──）」

　と言って浮かしてした腰を静かに俺の……下半身に落とす。

　いわゆる──騎乗位体勢だ。

　いやもっとオブラートに包んだ言い方が良いか。これは……そう、異世界で言うところのスフィンクスとかいう建造物と同じ体勢である。

　……上手い例えじゃないか？

「（ふぅ、少し楽になりました。できればこのまま前に倒れこみたいですけど）」

「（……）」

「（クレス君？　どうかしました？）」

「（あの、すいません）」

「（はい？）」

「（理性が飛びそうです）」

「（邪念はないのでは!?）」

　……めちゃめちゃツライ。

　ようはクラリスさんは肉体的苦行を、俺は精神的苦行をしていることになる。

「（でもクレス君、申し訳ないんですけど……）」

「（なんでしょうか……？）」

「（腕が、もう）」

「（ま、まさか……）」

「（の、乗っちゃっていいですか──？）」

　恥ずかしがるというか、やらかしちゃった！……みたいな笑みを浮かべて。

　だが止める術すべは自分にない。

「（……甘んじて受けましょう。なんとか理性で抑えます）」

「（……では）」

　既にくっついていた下半身を起点とし、這はうようにゆっくり上へ上へと更に密着させていく。

　胴と胴、胸と胸、最終的には自分の顔の横にクラリスさんの頭部が来る。

　彼女の方はほぼ裸。

　感じる他人の体温、温もりがしっかり伝でん播ぱしてきた。

　女性特有のフェロモンもバンッバンに効いてくる。

「（はぁぁぁ……ようやく一息ですけど。重くないですか私？）」

「（…………余裕です）」

「（良かった。ただこれだけ近いと緊張しますね……クレス君の匂いがいっぱいする）」

　ん～～～！

　その耳元間近でボソボソって呟つぶやくの止やめて欲しい。

　ホント卑ひ猥わいなんで。本人自覚ないんだろうけどさ。

「なんならキスでもできそう──」

「あの、クラリスさん？」

「私──」

　ムクリと頭を上げ、再び正面で相対する彼女の整った表情はとろんと溶けていた。

　妙なスイッチが入ったのか、さっきと違う意味で息づかいが荒い。

　目を少しだけうるませながらも、大人っぽい雰囲気を纏まとう。

　艶やかな唇がすぐそこにまで。一番の問題は下半身同士の超密着体勢、もう間違いが起きる一歩手前で……

「（あ、ちょっと！　ちょっとちょっと！　そんな風に動かないでください！）」

　なぜか。クラリスさんは腰を平行に保ったままゆっくり前後にスライドしだす。

　その動きは今の俺には効きすぎる！

　このままでは本当に後戻りができなくなってしまう関係に──ッ！

「（もしもーし！　もしもしー！）」

「（こ、こんな、展開は本にすら、じ、事実は小説より奇なりとは言うけれど……）」

「（クラリスさん聞いてます!?　腰を前後に動かさないでくださいって！　あとモジモジするのも微妙にローリング的動きに繫つながって……あの、頼みますからストップ！）」

「（でもこの年齢なら、このまま大人の階段というのもある意味で普通で……）」

　まったく聞こえてない!?

　あまりに衝撃的なシチュエーションなものだから意識が飛んでいるってことなのか!?

　だが本人に意思が明確にないとは言え、ここまである種の挑発をされたんだ。

　俺は──もう限界だった。




「（……凍結フリーズ！）」




　クラリスさんの背中に両手を回し、魔法を行使──

「っひゃ!?」

　クラリスさんは背をブルッと震わせる。

「く、クレス君？」

「ふぅ。現実に戻ってきましたね。性欲が収まったようで良かったです」

「せ、せせ、性欲って私……」

　それで色っぽい雰囲気は一転リセツト。

　土壇場で俺の理性もなんとか平常を保ちきれた。

（ただ結構大きな悲鳴を上げさせた。魔法を使ったせいで魔力痕もあるし。外のメイドたちにはきっと俺たちのことがバレて……）

　と、半ば諦めていたわけだが

「（──メイドさんたちの気配が１つもない!?）」

「（え、そうなんですか!?）」

　なんとこのすぐ前のタイミングで運良くメイドさんたちが全員退場したらしい。

（クラリスさんの対処で気配探知を怠った時にってことか、気付かなかった……）

　そして俺たちもオアシスを見つけた旅人のように一目散に外へ。

　よく考えれば一連のことはご褒美……失礼、苦難を無事に乗り越えきれたのだった。




　ただ俺とクラリスさんが気まずい空気になったのは言わずもがな。

　この『クローゼット密着事件』はお互い墓場まで持って行くことを誓うのであった。













[image: ８節　Mission - Party Moon ft 96 -]







「──クレス君緊張してます？」

「──してませんよ。あったり前じゃないですか！」

「──意気揚々と言う割に表情が硬いような……」

「──ごめんなさい、強がってみただけです」

「──ふふ。いいんですよ」

　これまで数え切れないほど戦場を渡ってきたんだ。

　クラリスさんのご両親に会う時に比べれば１００倍マシ。

　──大丈夫、俺ならきっと上手うまくやり遂げられる。

「でもクラリスさんちの敷地内にある会場でやると思ってませんでした。てっきり王城にでも行くのかなって」

「四大公爵家はそれぞれ施設は持ってるので、王城を借りることはあまりないですねー」

　今回の主役は彼女の弟たるシルク君。

　まだ中等部一年生だが後継者筆頭、きっと沢山の貴族が祝いに来るだろう。

「さて、そろそろ会場に向かいますか」

「いよいよかぁ……」

「主役は最後に登場しますけど、私たちはまた別枠なのでとりあえず向かいます。この本邸からは……歩いて５分かからないぐらいなので、すぐ着きますよ」

「……はぁ、どんな好奇の視線を向けられるのやら」

「ふふ。堂々としていればいいんですよ」

　これまでの潜入はあくまで目立たないようまぎれる。堂々と赴くのは初かも。

　でも準主役だろうクラリスさんは流石さすがの風格。

「今更ですけど、そのドレスの色って……」

「あ、分かります!?」

「もっと派手なドレスを選ぶと思ってたんですけど……まぁ、なんとなくは」

「ふっふっふ、そうです！　お察しの通りです！　クレス君に合わせてきました！」

「やっぱり……」

　クラリスさんのは白はく色しよくのドレスかと思いきや、全体に薄く青が彩られている。

　ただ水色まではいかない色調。

　レース装飾も控えめで割とスッキリした印象だ。

「似合ってます。大人っぽくていいと思います」

「えへへ～」

「しかも髪留めも……」

「クレス君に貰ったやつです！　ドレスと上手く合うかなと。これはもはやクレス君を纏っているようなものですよね」

「最後のは違うような……」

「はぁ、早くクレス君と踊りたいものです」

　今のツッコミ。普通にスルーされたな。

「練習って言ってさんざん２人で踊ったじゃないですか」

「そーいうことではないんですよ。ちゃんとした舞台、大衆の前でやるから意味があるんです」

　な、なるほど……

「あとヒールを履いてみると、あまり身長が変わりませんね」

「っぐ、身長……」

　俺は１７０ちょうど。

　ヒールを履いたことでクラリスさんは優に１６０後半はあるだろう。

「物欲はあまり持たない方ですけど、身長はもっと欲しいと思っちゃいますね……」

　女性から身長の話をされると結構ダメージが来るもんだ。

「でも私は嬉うれしいですよ」

「嬉しい？」

「いつもより目と目が合って、なんだかクレス君を近くに感じられます」

「そ、そうですかね」

「はい。見上げるよりも、同じ目線で向き合える今の方が私は好きです」

「流石は妄想ロマンチスト……」

「っむ、妄想は余計ですよ」

　会場を目指し闊かつ歩ぽ闊歩、会話も前向きだ。

「でも身長がなくたってクレス君、他を十分すぎるくらい持ってますから。例えばこのキレイな銀髪、染色の類はしてないんですもんね？」

「生まれた時からこれです」

「私も髪の色合わせて──」

「止めた方がいいです。クラリスさんは金髪が似合いますから」

　それを別色に染めるのは非常にもったいないと思う。

「クール系になりたいとかも前言ってましたけど、ほわわんとしてた方が俺は好きですね」

「べ、ベタ褒めしてくれますね～」

「思ってることを口にしているだけですよ。それにたとえ見た目がクールになっても、クラリスさん天然というか、抜けてるところが結構あります。属性的にも合わないかなって」

「あ、上げてから落とすとは……でもクレス君に天然とか言われたくないなぁ。結構ヘコみます」

「そう言われると俺もヘコみます……」

　確かに最近、自分でも割と抜けてるところがあるなと自覚し始めた。

　これまでは傍そばにアホ……じゃなくてアウラさんがいたから、必然的に自分がとても利口な方だと思っていたんだ。

　……この学園に来たお陰である意味、自分自身を見つめ直せているのかも。

「そろそろ到着です」

「あのピカピカ光ってる会場ですよね」

　魔導具を使ってライトアップをしているのだろう。いかにもという会場だ。

「では、堂々と行きましょう！　リードお願いします」

「頑張ります」

　片手を差し出して来た彼女の手を取る。

　これもパートナーの務めの１つだ。

　──ただ正直、笑ってしまいそうな自分がいる。

　だって監視しに王都に来たのに、いつの間にか公爵令嬢とこんな親しくなって──

「なにか？」

「いいえ、なんでも」

　しかし彼女とこうして歩くこと、間違っていることをしているつもりはない。

　これは──投資と一緒じゃないか？

　いつかこの関係が自分の仕事に有意義なナニかをもたらす……かもしれない。

「ホントに……」

「？」

「ホントにマジでクラリスさんに恋しそうだなって」

「ふふ、ＭＫＫですね」

「ま、とりあえず改めて今日はよろしくお願いします」

　任務第一主義という考えに変わりないが第二第三はどうなるか。

　一本の光輝く道、黄金の華を連れ添って会場へ。

　公式プレイヤーとして赴く人生初の舞踏会──その幕が今上がる。
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『──もしもしtestes』

　右耳に装着したⅦストレガさん特製、超小型インカムから彼女の声が聞こえてくる。

　いや彼女だと断定するのはまだ早くて──

『秘匿コード６６６Tri hexa、仮かり名なはエクス、応答願います』

「（……仲間で苦手な人は？）」

『クレスに必要以上に近づく女全て』

「（……はい、こちらクレス・アリシアです。無事に繫つながりましたねマキナさん）」

　事前に決めていた勘合パスワ暗号ードは合致。

　質問にも……うん、彼女らしい答えが返ってきた。

　今密ひそかに喋しやべっている相手はマキナさんで間違いない。

「（特にノイズや途切れもないですよね？）」

『問題ありません。鮮明クリアに聞き取れます』

　よし。通信ラインは完全に確保できた。

　他の魔導具による通信妨害や干渉も確認できない。

「（現在地は会場の待機エントランス。もう間もなく会場入りです。近くにクラリスさんがいるんで、通信できる機会が減るとは思うんですけど……）」

『了承しています。私の方は会場の外にて待機。不審者を発見次第、クレスに伝達ならびに対処行動に移ります』

「（普通の敵は基本無視ですからね？　ヤバそうな奴やつだけ。あとできれば……）」

『可能であれば生け捕り──でしたか。情報を吐かせるために。善処はしますがきっと殺してしまうので無理だと今のうちから言っておきます』

「（それつまり、まったく善処してくれないってことじゃ……）」

　打ち合わせ──もとい策戦プラン会議は済んでいるので、今回のは通信チェックを兼ねた簡単な確認だ。

　……と言っても策戦の内容自体は極シンプルで、会場内を俺、会場外をマキナさんが警戒するというもの。

　──これは来ると懸念される魔族と正体アンノ不明ウンに備えてだ。

「ん、どうかしましたかクレス君？」

「あーいえ、少しぼーっとしてました」

「もう、しっかりしてくださいね」

「ははは……」

　クラリスさんに話しかけられたのを機に回線も閉じる。

　できれば今回、何事も無く終わってくれるとありがたいんだけど──





※






「──クラリス様だ」

「──相変わらずお美しい」

「──それでは隣にいる方が件くだんの少年でしょうな」

「──銀髪銀眼と聞いてはいましたが噂うわさ以上の容姿」

「──ええ。クラリス様ともお似合いですね」

　遂ついに俺たちも会場入り、知ってはいたが凄すさまじく広い会場だ。

　貴族も相当な数。ランドデルク家長男の誕生日を祝っての催し、その姉であるクラリスさんの登場に彼らの注目を一点に集める。

「なんだか色々言われてますね」

「気にしなくていいですよ。大抵は流して問題ないです」

「け、結構バッサリ……」

「貴族社会で生き残って行くコツですよ。もしかして幻滅しました？」

「……むしろ見習います」

「それがいいですよ」

　そりゃ全部を全部相手にしてたらキリがない。

　クラリスさんみたいに多少割り切るのが一番なんだろう。

（それにしたって見られすぎだな……）

　嗤わらわれるようなカッコや行動はしていない。

　となれば彼らが抱くのは好奇心か、それとも公爵に対する何かしらの感情か。少なくとも敵意や殺意は感じられない。目に見える敵は現状いないようだけど……

「──似合ってるじゃないかクレス」

「──ん？」

　注目が集まる中、聞き慣れた声が鼓膜に届く。

　振り返れば──そこには俺の数少ない友人がいた。

　侯爵たるコンラード家が次男、ウィリアムである。

「クラリス様、本日は──」

「学友ですし、堅苦しい挨拶は要らないですよ」

「あはは、そうですか」

「なんかウィリアムが貴族っぽい……」

「ぽいって……クレス、これでも侯爵家の人間だぞ？　まあ僕も今回は驚いたけど」

「驚いた？」

「ああ。クラリス様は当然ながら、あのクレスがそんな気合を入れて来るんだなと」

「あのって……」

「服とか見た目にいっつも無頓着じゃないか。それが──」

　俺とクラリスさんの恰かつ好こうを見比べて言葉を放つ。

「完全に２人で合わせて来るもんだからさ。もしかしてそういうことを考えるように……」

「あ、服は私がかなり意識して選んだんですよ。クレス君はいつも通りです」

「あーいつも通りですか……」

「なんだよウィリアム、その微妙な反応とジト目は。確かに大本はクラリスさんだけど俺だってちゃーんと真面目にやってるぞ」

　それは服に限った話じゃない。今回で言えばエスコートとか。

　そのために表情もできるだけ明るくしようとは努力している。

　コミュニケーションだって積極的に。

　だから普段の消極的な俺を知っているウィリアムに、色々不審に思われても仕方ないと言えば仕方ないのかも。

「あとさっきから見てたけど、クレスは何処どこに行っても人気者だね」

「そうかな？」

「君が来た瞬間に空気が変わったよ。特にお姉様方にはだいぶ言い寄られてるみたいだし」

「そうなんですよ～。私が隣にいるのにクレス君に言い寄ってくる人も結構いて」

「２人とも気のせい気のせい。あんまり緊張させないでくださいって」

「「……天然鈍感」」

　空気が変わったのはクラリスさんが登場したから。

　年上の女性にはもともと絡まれる質たちだし、その辺はもう馴なれた。

「──馴染みの顔が揃そろっているようですね」

　俺、クラリスさん、ウィリアムが織りなす会話の大三角形。

　そこにまた新たな勢力が到来する。

「ご機嫌麗しゅう。マリー・ディアンヌスですわ」

　……わざわざ自己紹介どうも。

「お久しぶりですマリーさん」

「クラリスさん、ご無沙汰しております」

　登場したのは通称、金髪ツインドリルヘッド（ディスっているつもりはないです）。

　彼女はクラスメイトであり、公爵令嬢であり、そして勇者たちの補佐役でもある。

「ディアンヌスさんがいるということは……」

　視線を後ろに移すと……やはりだ。

　彼女のすぐ後ろにはケンザキ、スガヌマ、マイさん、ワドウさんの４人が揃そろい踏ぶみであり、こちらに近づいてくる。当然のことながら皆正装である。

「よぉクレス！」

「スガヌマ……」

「今日は顔色良さそうだな」

「……いつも良いよ」

　あの大賢者の一件以来、スガヌマはちょくちょく俺に話し掛けてくるようになった。

　無下にもできないので会話には応じる。性格や趣向の調査にもなるし。

「アリシア君まじ萌もえ～。写真が撮れるなら撮りたい～」

「ど、どうもワドウさん」

「ん？　なんでそんな離れた所から挨拶するの？」

「……本能が距離を取れと判断したから」

　光の反射とは違うなにかでギラツク眼鏡の奥、相変わらずオーラ全開だ。

「あ、あー！　スガヌマ、ネクタイ曲がってるぞ！　さぁ直すからじっとして」

「お、おう、悪いなクレス」

　……ワドウさんから逃げるためスガヌマの元へ。退散退散。

　で、話は戻るが彼は非常に分かりやすい性格をしている。

　直線的、感情をすぐ表に出す、常に元気など──総じて言えば良い奴だよ。

　我がはそれなりに強いが他人の意見もちゃんと聞いているし。戦いくさ武ぶ才さいもある。

（もう少し親しくなれたら内部のこと、５人目のことも聞いてみるか）

　俺にとっても、王国にとっても、色々なところで有望株である。

「ハルカゼさん、こんにちは」

「こんにちはクラリスさん。ほら凛りん花かもしっかり挨拶して──」

　マリーさんとクラリスさんが邂かい逅こうをしたのを機に、勇者の女性陣たちも挨拶をしつつ輪に参加していく。

「あ、クレス君！」

「どうもマイさん。ドレス似合ってるね」

「ありがとう……あと、その、」

　服装を褒めて喜んだのも一瞬、なんだかバツの悪そうな顔をしている。

「前にさ、私が酷ひどいこと言っちゃった女の人いるよね。あの人に……その、言いすぎたかなって。だから今度謝りにでも──」

「あー大丈夫！　まっっったく気にしなくて良いヨ！」

「でも……」

「いやあの人自体なんにも気にしてないからさ。マイさんに対して申し訳ないとかも思ってないだろうし。無だよ無。知り合い以外には淡白だから。もうとっくに忘れてるって」

「へ、へぇ……じゃあ分かった。クレス君がそう言うなら別にいいかな」

　……ふぅ、まさかもう一度会わせるなんてことできるはずがない。

　だってマキナさん、絶対ケンカふっかけるだろうから。

「──ハルカゼさん、クレス君となにかあったんですか？」

「──あー、クレス君の知り合いと……ですかね」

　マイさんはクラリスさんたちの女子グループの元に合流。

　とりあえず一件落着かな。

「──それと皆さん、ドレスが良く似合ってますね」

「──ありがとうございます。といっても王様たちに用意してもらったものですけど」

「──美少女ばかりの空間、ここでは私の腐魂ソウルも消鎮す……」

「──そ、そんなことないですよ。ワドウさんだって」

「──いやいや会長、私は腐っ「にしても皆さん、やけに気合が──」ちょっと舞まい、なんで会話を遮るのよ」

　で、女子会がいつのまにか始まる。

　盛り上がっているようだしそっとしておこう。

　むしろ巻き込まれたら大変だ、自然と男は男で固まる感じに。

「最近アルバートさんたちと組手してるんだけどよ。全然勝てないんだ。どうしたら良いと思うクレス？」

「またザックリすぎる質問を、しかしスガヌマは騎士団長たちと組手か……」

「クレスは武術の類もやってたんでしょ？　僕は前手刀で意識を落とされたことあったし」

「そうそう！　大賢者の時のやつな！　全然見えなかったよなアレ！」

「本当に一瞬で気を失ったね。それに加え剣術もできるし、もしかして師匠でもいたのかい？」

「ま、まぁ、似たような人なら……」

　ウィリアムも混ざって武術の話に。

　師匠らしき人はいると言ったが、大本は戦場で築き上げたもの。

　あとは他の数ナンバ字ーズに研磨してもらったというところか。

「だけどスガヌマも頑張ってるんだ。まさか騎士団の人たちと組手をしているとは」

「ただ結果は惨敗、まったく勝てないけどな」

「そりゃ戦いの無い国？　から来たんだろ。実戦を経験した大人にすぐ勝つことは普通できないだろうさ」

　スガヌマの身長は１８０近くと大柄。

　最近は質の良い筋肉がついてるとは思ってたんだけど、どうやらしっかり鍛錬をしていたらしい。

（流石さすがに筋肉まで加護がついてるなんてことはなさそうだ）

　確実に彼は強くなり始めている……ただ災厄が負けるなんてことはないだろうけど。

「あ、そうだクレス、今度体術の練習に付き合ってくれないか？」

「俺が？」

「おう。同世代じゃたぶんお前が一番だし」

「良いねー。僕も見てもらいたいなー」

「勝手に話を──」

「剣けん崎ざきも一緒に鍛錬するかー!?」

「……いいや、俺は遠慮する」

「ええーもったいねぇー」

　ケンザキは冷たい反応、あまり興味はないようだ。

　それと相変わらず俺への態度はそっけない、と。

「自主練なら教師か騎士団に頼めばいいだろ……」

「少しは面倒見てもいい的なこと、クレス前に言ってたよね？」

「ぬぬ……」

「決まりだな。んじゃ今度放課後にでも集まっか！」

　これは付き合うことになるっぽい。まぁこの際いいか……

『あーあーあー。マイクテスト、マイクテスト』

　しばらくして壇上で最終チェックが始まる。

　いよいよ主役のシルク君と父親のカルロさんの登場が近づいているわけだ。

　周りからの視線は相も変わらずだったが、ようやく注目する対象が切り替わる。

「王族の方々も来られたみたいですね」

「本当だ……」

　王族の面々も会場入り。

　国王と王妃は当然ながら３人のご子息──そして異能を持つとされる姫様まで。

　王族たちはみな金髪、この国の民の特徴そのままだ。

「……ウィリアム、あの最後尾に付いてる女の子が」

「うん、姫様だよ。お美しいよね」

　……やはりそうか。

　金髪金髪と続く中で、姫様の髪だけは金というよりは『白』って感じ。

　間を取って白金──プラチナ・ブロンドってところか。

「クレス、勇者たる俺が一応言っとくけど老けてるとかじゃねぇぞ」

「こらスガヌマ。なんてこと言うんだい！」

「いや俺は普段鈍感なクレスのためを思ってだな……」

　スガヌマにさえ……どれだけ俺はバカだと思われてるんだ。

「心配してもらわなくても、自分より１つ年下だということは知ってる」

　──そして俺と同じく、異能の影響で１人だけ髪色が違うことも。

（白百ホワイト合・プリ姫ンセスってあだ名にも納得の容姿だな）

　年齢的には美人というよりは美少女だろうか。

「ん、シルク君出て来ましたね」

「いよいよか」

「ふふ。やはり緊張しているみたいですね」

　壇上に主役が登場。拍手の大喝采で迎え入れられる。

　ただシルク君だけというわけではなく、その隣には父親のカルロさんもいる。

　もう始まることもあり、クラリスさんと今一度合流をする。

「……クラリスさん、カルロさんがなんだか凄すごく立派に見えます」

「ふふふ、お父様は特に公私でギャップがある人ですから。クレス君が来た時はかなり上機嫌でした」

「あの酔っ払い方はビックリしましたね～」

「酒癖の悪さはどうにも……本当に申し訳ないです……」

「まさかあんなにダル絡みが激しいとは予想してませんでした。印象深いのはクラリスさんの良いところ１００個言えるまで帰しませんとかですかね。よく覚えてます」

「娘としては恥ずかしい限り……」

　もちろんやりきったけどさ。

　後半は泣きボクロが可愛かわいいとかでもオッケーをくれるザルな審査だった。

　ちなみにオッパイが大きいと言ったら、カルロさんは笑ったがクラリスさんに平手を貰もらうことになってしまった。

　……ただ今はそれが噓うそだったかのように思えるカルロさんの姿、貴族ってのは凄いな。

『それではこれより──』




　カルロさんが何処どこかで聞いたことがあるような定型文を述べる。

　４、５分ぐらいだろうか、シルク君の一言なんかも混ぜて開会の挨拶は終わった。

　そうして──舞踏会が始まる。

　同時に会場も一気に騒がしくなり始めた。

「なんだかあっという間だったなぁ。もっと何十分も挨拶とか祝辞があるかと思ってた」

「王族ならともかく、それ以外の個人の誕生祝いは比較的短いですよ」

「へー」

　気付けば音楽も流れだし、スムーズすぎるほどスムーズな運びだ。

　ならここで短くだが──

「（──予定通りの時刻で舞踏会開始。会場内に異常なし）」

『──了解です。外も異常なしですよ』

　口を小さく動かし、一瞬の間にマキナさんと通信。

　外も外で異常はないようだ。

「えっと、まずは挨拶ですよね？」

「はい。とりあえず顔合わせをしに行きましょう」

　すぐに踊るようなことはせず、来てくれた貴族たちにご挨拶からスタート。

　面倒だがコレも貴族社会で生きていくには重要なことらしい。

　当分はウィリアムたちと離れ、クラリスさんと２人で行動するんだが──

「あの、凄い速さで誰か向かって来てますけど……」

「姫様ですね」

　貴族たちの波が自然と二分されていく。

　その中央を突き進んでくるのは白しら百合ゆりとまで呼ばれる姫様であった。

「進しん路ろからして目標は俺たちで……」

「間違いないです」

　彼女の様相を例えるのなら、大好きな親戚のお姉さんに久しぶりに会える子供。

　その表情はにこやか一点張り。

「──クラリス！」

「シルフィーナ様、そんなに慌てなくても私は逃げませんよ」

「知っているわ！　でも早くお話したかったんだもの！」

　クラリスさんにギューッと抱きつく。

　彼女がシルフィーナ・ハーレンス。ここハーレンス王国の第一王女である。




　開始早々に駆け足で到来、クラリスさんにとても懐いているようだ。

　髪色も似ているので、なんだか本当の姉妹のようにも見える。

「シルフィーナ様だなんて、いつもみたいに愛称シルフイで呼んでくれていいのに」

「ここは公の場ですから。仕方ありません」

「むー……」

　頰ほおを膨らませる彼女も実は14歳、来年には魔法学園へと来ることになるだろう。

　勇者を４人も召喚した異能を所持、早く彼女の〝真価〟を見極めたいところで──

「それで隣の……あなたがクレスさんですよね？」

「あ、はい」

　クラリスさんに接触したかと思いきやすぐ俺の方に切り替わる。

　好奇心旺盛な姿勢というか、想像より動きが激しいというか。

　お淑しとやかな印象だったけど……なんだか快活である。

「初めまして。シルフィーナ・ハーレンスと申します」

「クレス・アリシアです。お目にかかれて光栄です」

　作法は流石、美しいお辞儀のし方でよく仕込まれていると理解できる。

　最後に笑みを添えるあたりも上手うまいな。大抵の男はそれで墜おとされそうだ。

「ふむ、ふむふむ、ふむ」

　しかし挨拶もそこそこに、姫様は俺の身体からだをペタペタと触り始めた。

「え、あの……」

「大丈夫ですよクレス君。身体検査みたいなものです」

「し、身体検査？」

「はい。シルフィーナ様は身体を触ることで相手の本質？　まぁ何かが分かるんです」

　て、テキトーな説明だな……

　しかし本質が分かるとは一体──魔法を発動している気配は無いし、異能が作用しての検査なのだろうか。もしくは単純に感覚で調べているのか。

「……」

「シルフィーナ様、クレス君はどうですか？」

「……見えない」

「見えない？」

「ボヤーッとして見えないです。なにもないってことはないし……」

　姫様のさっきまでのハイテンションはどこにいったのか、やけに真剣な面持ちだ。

「精霊、いや幻獣？　であれば何かしら声が聞こえるはず……」

「あの……」

「クレスさん、なにか加護か呪まじないを受けていますか？」

「……心当たりはないですね」

「ふーむふむ。魔法はともかく呪いの類でもないと、興味深いですがこれは一体……」

　なぜかブツブツ呟つぶやくだけになった。

　ただ様相は真剣そのもの、研究をしている学者みたい。

　まぁ見えないと言われる原因？　は大体察しは付くけど──

『神わたしがブロックしてまーす。残念でしたー貧乳のチンチクリン娘』
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「（……エル、悪口はほどほどに）」

『クレスは女に甘々の超甘すぎ。時には苛烈に返した方がいいのよ』

「（普段からずっと苛烈じゃん、お淑やかな時なんてほとんどないような……）」

　姫様の異能は詳しくは分からないが、調べる関係の力もあるらしい。

　だが残念、この身に宿した異能によって俺に触れることはできない。

「私がまったく見えないとなると精霊王、いや高位の神という可能性も──」

「……」

「面白いです！」

「……はい？」

「面白いですよクレスさん！　貴方あなたは良く分からないです！」

　……初対面で良く分からない人と言われるとは。

　ただ俺の手を握りブンブン上下に揺らしつつも笑顔で言う。

　友好的では……あるのかな？

「私がなにも見えないだなんて初めてです！　ビックリです！」

「そ、そうなんですか」

「ええ。本当は異能でも持っているんじゃないですか～？」

「まさか、無いですよ」

「ははは、そうですよね。あ、なんだか沢山触ってしまいごめんなさい」

「大丈夫です。初めはビックリしましたけど」

　冗談で言ったんだろうその質問。

　焦らない。こういうシチュエーションも想定済みだ。

「……シルフィーナ。またクラリス嬢に迷惑を掛けていたのか」

「あ、お父様」

「お久しぶりですシグムンド様」

　姫を追いかける形で王様が遂ついに登場。

　ハーレンスの現国王、シグムンド・ハーレンスである。

（結構歳はとっているはずだけど、容姿は意外と若々しいな）

　ただその１つ１つの台詞せりふには威厳を感じる。

「君がクレス・アリシアだな」

「お初にお目にかかります」

「そんなに固くならなくていい。団長アルバートやカルロから色々聞いているぞ」

「色々、ですか……」

　あんまり変なことは言われてないと信じてる。

「やぁクレス君。久しぶりだね」

「アルバートさん……」

　シグムンド王のすぐ傍そばでは色々喋しやべったとされるアルバートさんが護衛をしている。

　一番強い人が一番偉い人を守る、当然の図式だ。

「是非今度、騎士団の方に遊びに来てくれたまえ」

「ハ、ハイ」

　俺の方を見て無駄にニコニコしているのがまた怖い。

　騎士にはなりませんって。

　ちなみに今回、勇者たちの護衛にはレベルの高い騎士が数人つくだけ。

　他の貴族も同様。こういう会だけあって喋ることや踊ることがメインなので普段みたいに騎士が囲むことはできないようだ。

「学園での活躍も聞いている。それからあの一件もだ」

　あの一件──大賢者のことか。

　結果的に見れば勇者を守ったことになったあれだ。

「君のような優秀な魔法使いがいること、私は誇りに思うよ」

「も、もったいないお言葉です……」

「知っての通り帝国や教国とは協定がある。だが最近では魔王の動きがかなり盛んでな、勇者を失っては大変なことになっていた」

　勇者召喚はこの国だけで行ったわけではない。

　儀式に使う魔石やら道具やらは他国の協力があってこそ。

　もし勇者を失うことになったら、ハーレンスには重いものが乗っかっただろう。

（しかし意外とお喋りな王様だ）

　威厳は端端から感じ取れるが、かなり饒じよう舌ぜつである。

「加えて最近では災厄のナンバ数字ーズの動きも怪しくてなぁ」

「……というと？」

　興味深い。

　まさかこの場で仲間の話を聞くことになるとは……

　もしかして誰かやらかしたのか？

　場合によってはボスに報告、こういうのがあるから潜入の価値は高い。

「なんでもここユグレー大陸に５番目の災厄、太陽殺しが向かっているという話が……」

「た、たた、太陽殺し!?」

　おいおいおいおい！　ちょっと待て！

「それってあの、アウラ・サンスクリットですか……？」

「うむ。驚くのも無理はない。なにせ太陽神を屠ほふった女、ただ確証は──」

　アウラさんがこの大陸に向かっている、だと……？

　とてつもなく嫌なビジョンを抱いてしまう。

　アウラさんは戦闘専門、本来であれば紛争地域や魔界の方にしか赴かない。

　比較的平和なこのユグレー大陸で任務が与えられることはまずないんだ。

「顔色が悪いぞ。大丈夫かね？」

「もともと顔色悪いんです……」

「おいおい本当に大丈夫か」

　それでもアウラさんが来る理由があるとしたら、完全に私用……？

　じゃあ私用ってのはなんだ……？

「驚くのは結構だが明確な証拠はない。あくまで赤髪の女、炎を纏まとった大剣を持ち、少々アホっぽい言動をした女が大陸の境界付近にいたという報告が──」

　めっちゃ正確に情報仕入れてるし！

　それ完全アウラさんじゃん！

「王、その辺りで止やめておいた方がよろしいかと」

「おっと、そうだな。無駄に心配をさせてしまった」

「いえ……」

「だが騎士団も一層鍛錬に力を入れておる。有事の際は必ず力を発揮してくれるはずだ」

　いやいやいや、アウラさん来たら国滅ぶから。

　一瞬だよ。ホント一瞬で。

　鍛錬では埋まらぬ差がある、歩くだけで辺りを砂漠に変えるような人だぞ。

　ちゃんと分かっているのか？

（でもそんなことを面と向かって言えるはずもないし……）

　結局は適当なことしか返せなかった。国王の言う通り別人って可能性もあるしな、うん。

「君の今後に期待している。精進したまえ」

「はい。期待に応えられるよう修練に励みます」

　クラリスさんも交え最後に一言二言、それで国王との邂かい逅こうは無事に終わった。

「クレス様、クラリスとの後は私と踊ってくださいません？」

「……姫様がそう仰おつしやるなら、構わないですけど」

「なら決まりですね。もっとお話もしたいので、それでは後ほど」

　一礼して姫様も去っていく。

　耳にしたのは災厄の情報、これは王族との邂逅以上に驚かされた。

　アウラさんが俺の所に特攻してくる……かもしれない。

「そんなことになれば……」

　俺の任務は終わったも同然。

　世界中で指名手配されているんだ、友人ですなんて言い訳は通じない。

　基本好き勝手に動く人だし、ボスの制止なんかも振り切って……

「クレス君、本当に顔色悪いですけど大丈夫ですか？」

「結構緊張してたので……」

「無理はしないでくださいね」

「……大丈夫です。それじゃあ続きを回りましょうか」

「はい！」

　不確かな話をずっと引きずっているわけにもいかない。

　せめてクラリスさんと踊るまではモチベーションを下げるわけには。

　気を新たに引き締め、他の貴族との顔合わせに赴くのだった──
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「──ふぅ」

　洗い終わった両手をハンカチで拭う。

　ようやく挨拶回りも完了。これでやっとクレス君と踊れるわけだ。

「髪型も服も大丈夫……っと」

　手洗いを済ませた後は鏡で確認。うん問題なし！

「……似合ってます、か」

　鏡を見て銀色の髪留めに目がいく。

　男性からプレゼントを貰もらってあれほど嬉うれしかったのは初めてのこと。

　自分でもその感じ方に驚いたぐらい。

「さて、あまり待たせても悪いですし」

　ほどほどにして会場に戻らなければ。

　それに今は──少しでも長く一緒にいたいし。

　これが〝恋〟というものなのかなと……いや、まだ正直良く分からない。

　ただ一緒にいたいと、そう感じている自分は確かにいた。

「──クラリス様」

　ただ、恋には弊害がつきものである。

　会場に向かう途中、廊下で１人の貴族に話し掛けられる。

「グランツ郷……？」

「さきほどは挨拶ありがとうございました。弟君も随分と大きくなられて」

「そ、そうですね。シルクももう中等部生ですし」

　グランツは王国に長く仕えている名家の１つ。話の通りついさっき挨拶もした。

　もしかして世間話が始まったりするのだろうか？

　できれば早くクレス君のところに行きたいんだけど……

「お急ぎなのですか？」

「まぁ……」

「もしかしてあの銀髪の少年とこれから踊られるので？」

「えっと……」

「あっはっは。若いというのは良いですねぇ。私なんてもうおじさんですよ。昔は──」

　んー長くなりそうですねー……

　これはハッキリ言って解放してもらった方がいいでしょうか。

「急いでるようですし。これで最後なんですが、クラリス様に謝っておかなければいけないことが一点ありまして」

「謝る、ですか？」

　しかし心配は杞き憂ゆうと言わんばかり、なにやら謝罪したいことがあるとかで……

「ハイ。大変申し訳ないことなんですが、」




「──少年と踊ることは、できなくなりました」
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「……遅いなぁクラリスさん」

　会場に設置された時計を確認、トイレに行くと行って優に10分以上が経過している。

　ただドレスを着ているわけだし、女性がこれくらい掛かるのは当たり前なんだろうか。

「まさか見に行くわけにもいかないし」

　普通に捕まる。本人にも会場内で待っていてと言われたし。

「まさかなにかに巻き込まれているとか……」

　ただ、

「……王族も、勇者も、公爵家の当主たちも、主要な人たちは全員いるしな」

　襲撃者が狙うであろう一級ランクたちは全て目視で確認できる。

　彼らより格下のクラリスさんをピンポイントで狙うというのはなぁ……

（普通の誘拐犯だったら騎士団が十分対処できる範はん疇ちゆうだろうし。魔族や正体アンノ不明ウンがいたとしてもクラリスさんを一番に狙う理由もない。襲うならまず勇者か王族からだろ。ま、とりあえず今のうちに一回マキナさんと連絡を取っておくか）

　会場の隅へと移動、右耳にはめたインカムに魔力を通す。

　さてマキナさんの首尾は──

「…………ん、応答がない？」

　魔導具自体はきちんと起動してる。故障ではない。

　場所的にもこの会場内から外までは十分に通信範囲だ。

　なら音信不通の原因として考えられることは──

「……マズイんじゃないかこれ？」

　四方八方へ視線を巡らすがどこにも異常はなし、勇者も王族も全員この場にいて──




「おぼつかな　君知るらめや　足曳ひきの　山下水の　むすぶこころを」




　ガタン。

　正面の閉ざされていた扉が大きく開き──一人の女性が真ん中を歩いてくる。

「──これは古今和歌集から、大おお江えの為ため基もとの歌です」

　女は色鮮やかな──この国、いやこの世界のモノとは思えない美しい服を纏まとっていた。

　頭には三角型の被かぶり物もの、ただそこから流れ出るは麗しき黒髪。

　腰にはとても長い──剣？　が差されている。

「おい貴様！　一体何者だ!?」

　正体不明な人物の登場にザワツク会場。

　異常を感じ会場内にいた騎士が１人出てきて女の前へ。

「あら、どうかなさいました？」

「だから一体何者だ……と、い、う？」

　──ッキン。

　甲高い音だった。金属と金属がぶつかった時に鳴るような。

　女はなにもしてない、なにもしていないように見えたが、

「──斬り捨て御免」

　勢いよく出たそれは──血の噴水だった。

　女の前に立ちはだかった騎士の首はいつのまにか横一いつ閃せんの一刀両断、頭部は地に転がり傷口から噴水もとい血の雨を降らす。

「き、き、きゃあああああああああああああああああああああ」

　騎士の一番近くにいた女性が悲鳴を上げる。

「な、なんだ」「どうなっている!?」「騎士団！　速くしろ！」「逃げるのよ！」

　宣戦布告にしては十分すぎるパフォーマンス。

　一人殺やられたことで、この場にいる全員が危機感を等しく抱いた。

「覇！」

　──だが、逃げられない。

　覇気を一声。女はとてつもない殺気を放ち全員の足を止めたのだ。

　気だけでここまで竦すくませる……こいつはとんでもない域に至った達人だぞ。

「おいおい……大賢者はなんだったんだよ……」

　もう正体は分かったつもりでいる。こいつも異世界人なんだ。

　だが前に出会った大賢者とは格が違う。天地の差だ。

　こんな本命がいるなんて想定してない！

（しかも小細工なしで正面から登場、大胆不敵にもほどがある……！）

　ホールの中心にて立ち止まった女はグルリと視線を一周し──

「見つけましたよ少年」

　……で、どうやら俺をご所望らしい。

　こんな怖いお姉さんと知り合った記憶はないんだけど……！

「──させんよ！」

　だがこれ以上好きにやらせる騎士団──もとい王国最強ではない。

　騎士団長アルバートが剣を抜き一気に距離を詰める。

「わたくしたちの逢おう瀬せを邪魔するのですか」

「あの程度の殺気では俺は止められな──」

「残念ですがあなたとはまた別の機会に、今日は色々とやることがありますので」

　女は懐から見たことのない緑色の──クリスタル？　を取り出した。

「──転移」

「っなに!?」

　バチンッ！

　目の前で一瞬雷が落ちたかのような閃せん光こうが炸さく裂れつ。

　目を晦くらました光は束つかの間ま、相対していたはずの２人は１人へと。

　──騎士団長の姿がないのだ。

「ふぅ、少々手こずりそうなお人でしたので、帝国あたりに飛ばしておきました」

　観衆全員の疑問に答えるかのように彼女は言う。

「本当は脱出用の小道具らしいのですが、まぁいいでしょう。ゆっくり歩いて帰るというのもまた風流なものです」

　最強の戦力がまさかの一発退場か……！

　女は小道具なんて言ったが、たった１つで転移を可能にさせるアイテムなど聞いたことがない。ストレガさんですら不可能な領域の魔導具だぞアレ。

　もうほとんどの人がすぐにでもここから逃げたいだろう。

　だけど動けない。圧倒的な殺気が一帯全てを縛り付ける。

「……目的はなんだ？」

「あら国王様、ごきげんよう」

　そんな状況でも国王はゆっくりと口を開いた。

「わたくしたち、今こ宵よいは勇者方を頂戴しに参上した次第です」

「勇者を……汝なんじ、魔王の手の者か？」

「まさか。ほんの少し手は組みましたがね。ですがわたくしたちが勇者を独占したいと言ったら潔く手を引いてくれまして。魔族の方々は娘一人攫さらって満足だそうですよ」

　な！　その娘ってまさか……

「クラリスという名の少女です」

　こんな全制圧された状況、なんでわざわざ公爵クラリ令嬢スさんを──

「彼女、人質としての価値とは別に、魔族の方々にとっては少々おもしろい使い道があるとかどうとか……あ、でも申し訳ありません。これ以上詳しいことは存じ上げないのです」

　おもしろい使い道……？

　どういうことだ、彼女は一般人だぞ。異能だって持ってないのに。

「……なぜそれを我々に教える？」

「わたくしは純粋にお喋しやべりが好きなんです。気になってらしたので教えて差し上げたんですが、いけませんでしたか？」

　女はなんでもないようにそう言った。

「では、わたくしも勇者４人と──そちらの銀髪の少年を頂いていきましょうかね」

　ちゃっかり俺も入ってるし。

　……今頃思い出したけど、あの尖とがった被り物。

　女装で布教してる最中に見たような気がする。

　俺が気付かなかっただけでもうマークされてたってことか。

「さぁ、勇者と少年は前に出てきてください……と、殺気で縛っているのでしたね。どうしましょう……あの子が早く来てくれれば一気に転移もできるのですが……」

　彼女の言う通りこの場にいる全員が動けない。

　いや、俺を除いた全員が──か。

（このまま相手のお仲間が来るまで待つか？　いやそれは──）

　これぐらいの殺気、アウラさんやボスで慣れっこだ。

「あ、では１人ずつ気絶させましょう。名案です！　そうすれば抵抗もなく……」

　──ここだ！

「氷槍ランス──っ！」

「む──！」

　奴やつの振り向きざま、不意を完全に突くベストなタイミングで。

　瞬間で魔法陣を組み立て相手の死角から氷の一槍やりを発射。

　これには流石さすがに反応でき──




「──抜刀、燕つばめ返がえし」




　一瞬のことだった、それはまるで目の前の空間が歪ゆがんだような。

　とつもない〝一閃〟が駆け抜ける。

　放たれたそれは音よりも速く氷槍を粉砕、そしてそのままコッチに──

「ッチ！」

　瞬間で反応したが完全回避には至らず。

　視線を落とせば、買ったばかりのスーツは見事に横一線に切り裂かれていた。

「あっぶなぁ……」

　もう少し遅ければ内臓にまで達してた。

　ただ思いのほか結構な出血量で、墜おちた血液が大地を真っ赤に染める。

「……血をこんなに流したのはいつぶりかな」

『傷口を凍結。および痛覚も凍結したわ。気をつけなさいクレス、本物よ──』

　エルが迅速に応急処置、さてこれで俺があんたの殺気を食らわないことはバレたわけだ。

「お見事、まさか殺気を介さない上、一太刀目を見切られるとは。やはりわたくしが見込んだだけある。まずはあなたを最初に気絶させましょうか」

「なんで勇者でもない俺を狙う？」

「素質があるからですよ、それも天賦の才。わたくしが指南をすれば、あなたは最強の侍となれる」

「……さむらい？」

「ええ。今度こそわたくしはあの者に勝たなくてはいけない。そのためにはこの世界にもあの二刀使いを生み出す必要がある」

　意味不明なことばかり……この間にも攻撃を仕掛けたいんだけどさ、

（──制空圏が広すぎるだろうがっ！）

　武を極めた達人特有、奴を中心として見えない円領域が展開されているんだ。

　そこに一歩でも踏み込めば──斬られるだろう。

　圧倒的な殺気と覇気、やけに長い剣がシャンデリアの光でギラリと発光、一物質でありながらその金属はまるで俺のことを睨にらんでくるようで……

「少年、これは剣ではなく刀と呼ばれる武器です」

「刀……」

「かなりの名刀でありまして……まぁよく通った銘なですと『長干し竿ざお』などと呼ばれています。そちらの勇者方はよく御ご存ぞん知じなのでは？」

　勇者が知ってる？　有名な武器なのか？

　いやそもそもなんで俺が得物を気にした途端に……

「ふっふっふ。あなたがこの刀が気にしていたようなので、解説した次第です」

　……なんにせよ、この女が歴戦の猛者であることは間違いない。

　一旦引いて体勢を──

「あなたの相手はわたくしですよ!?　逃げることは許しません！　わたくしだけを見てください！　わたくしだけを！　よろしいですね!?」

　動こうとした瞬間、見えない剣筋が首もとを過よぎる感覚。

　ダメだ。完全に捉えられている。

　仕方ない……エル！　時間凍結はできるか!?

『すぐには無理よ。まさかこんな相手が来るとは、正直私でさえ想像してなかったもの』

　魔力の準備不足で奥の手は使えない。

「燕つばめ返し……長干し竿……侍……っあ！」

「眼鏡の少女、あなたは気付いたようですね」

「で、でもありえない！　あの人物はとっくの昔に死んで、性別だって……」

「これも輪りん廻ね転生の１つの道なのでしょうかね。あの者が空くうに到達するのなら、わたくしはまた人道に戻って来たことになります」

「輪廻転生……？」

「せっかくなので顔ぐらいは見せましょうか──」

　長い刀は抜刀したまま右手に。

　女は余った左手で顔をおおうように被かぶった不思議な帽子を脱帽。

　その顔を──この世にさらす。

「黒い髪と……瞳！」

　まるで闇をそのまま美しい女性に移し替えたような。

　妖艶というよりも、見た者をどこかに引きずり込むような恐ろしさがあった。

「……異世界人の特徴」

　やっぱりだった。

「なんと！」「やはりあの報告は」「他に召喚に成功した国が」「ありえない！」

　大賢者の件で察してた人も多いだろうが、やはり衝撃的ではあるらしい。

　しかしそれがまさか魔族と手を組んでくるとは。

「これは昔話なのですが、わたくしとある剣客と巌がん流りゆう島じまと呼ばれる場所で一騎打ちをしましてね、結果的に負けてしまったのですよ」

「負けたって……」

「文字通り死んだのです。あの世行きです。ただなんの因果か第二の生を預かり、こうして人斬りのお仕事をしているわけであります」

「一度死んだ人間が再び現世へ、そんなことがありえるとでも？」

「おかしな話ですよね。わたくし自身よく分かっていません」

　だそうだ。でも一々教えてくれるというのは──

「先も言った通り教える理由は単純です、お喋りが好きなだけ。他意はありません」

「……また読んだのか」

「ふふふふふ。人間ならば必ず心を持ちます。わたくしのところへ至った者であれば、相手の目を見るだけで大体のことは分かるのですよ」

　……魔法、異能の使用痕跡はない。

　ただエルの存在までは看破できていないらしい。

　つまり読み取れるモノには限度があるという──

「それと強いてこうして喋っていることの理由を付けるというのなら、わたくしがあなたを好きだということです」

「す、好き？」

「ええ、ええ、ええ！　元来美しいものを好んでいたのですが、まさかあなたほどの容貌をお持ちな方がこの世界にいるとは思わず……これはきっと一目惚ぼれというやつでしょう。そして群を抜いた才覚をも持つ。わたくしは、わたくしは愛を持ってあなたを見つけた時からずっとずっと──」

　……っつ、怖い怖い。

　どんなに美人でも壊れている人間はゴメンだね。

「……壊れている？　わたくしは正気ですよ？　溢あふれんばかりの愛がある」

「そうですか、ただ悪いけど──」

　勇者たちにクラスメイト、そしてクラリスさんの方が大事なんでね。

「──ここで決着を付ける！」

　この人を倒しクラリスさんを助けにいかなくてはいけない。

（──魔族たちはクラリスさんにはナニカを見み出いだしてるみたいだし）

　非常に気になる。ここで奴等に渡すわけにはいかない。

「……他の女性が大事、そう仰おつしやるのですか？　こんなにもあなたのことを想おもうわたくしを目の前にして？」

「それは心を読めるあんたなら一発で分かるはず。これが噓うそじゃないってことはな」

　逆になぜ初見のあんたを俺がそうまで気にしなきゃいけないのか。

「悲しいですね。これは愛を直接送るしかありません」

「直接ってのはつまり……」

「この刀を持ってです。峰打ちにするつもりでしたが少々手荒にいきますよ」

「……美人でもヤンデレ脳筋とか、誰も求めないっての」

　ワドウさんが言うところの残念クソキャラである。

　ただこの人の腕は相当なモノ、本気で挑まなければ勝機はない。

「走れ──燕返し！」

　１、２、３、４、５、６……一振りだけのはずなのに何閃もの刃やいばが迫ってくる。

　多くの観衆が見つめている。でも俺は力を使ってでも倒さないとコレは……




「──信者あなたのピンチ、ならばその相手はワタシが務めましょう！」




　こ、この声──ッ！

「次元障壁ex:barrier、展開shout！」

　天井を突き破り俺の前に強引着地。落下の拍子に床がひしゃげる。

　その様はある種、神が降臨したかのよう。

　彼女はすかさず障壁を展開、迫る剣閃を全て弾く。

「不可視の壁──!?」

　仮面をつけた謎の人物が突然の乱入。

　それには女も流石に動揺、そしてそこを逃がすわけがない。

「目下強敵とされるのはあの女だけですね!?」

「あ、はい！」

「ならこのまま次元を飛ばします！　５秒時間稼ぎを！」

「っ──了解！」

　なにがなんだかと言った周囲を置き去りに。

　彼女の異能が発動。会場は不思議な光に包まれ地には磁場さえ生じ始める。

「っこれは！　燕がえ……！」

「氷槍ランス！」

「ン!?　小こ癪しやくな真ま似ねを──ッ！」

「邪魔はさせない──！」

　形成を逆転する絶好のチャンス。そして間もなく、

「特定の三次元領域を割断します！　行きますよkick ass!?」




「──次元転移ex:down fall、展開shout！」





※






「──ふふふ。こんばんはクレス」

「──マキナさんまた荒っぽい登場してくれて……」

　彼女は次元転移──いわゆるテレポートを行使。

　眩まばゆい光に包まれた先、俺たちはさっきまでの会場の外にいた。

「ただ通信は途切れてて……」

「正直死んだと思いました？］

「いや全然」

「本当ですか？　強がらなくたっていいですよ？」

　マキナさんが敗北するだなんて想像つかない。

　まぁ苦戦しているのかなとは思ったけど。

「しっかり一仕事終えてきましたよ。間に合って良かったです。で、誰ですかあの病んでそうな女は？」

「……敵です。十中八九で正体アンノ不明ウン」

　目の前でフラフラしている女性は異世界人でもあると一応補足する。

「件くだんの正体不明の連中ですか。マキナ教よりも目立っているという」

「マキナ教と比べるのは違うような……あ、ていうか仮面ちょっとズレてます」

「おっと、危ない」

　マキナさんは今回姿を隠して戦う。

　だからこそさっきの会場内では決して『マキナ』と呼ばなかった。

　ああいう場面でも配慮はできたんだ一応。

「また新しい女……なぜ浮気を……」

「黙りなさい黒髪長すぎの年とし増ま女。クレスはワタシ一筋、アナタに構っている暇はないんですよ。というかその勘違い自体イタすぎます」

　ピシャリと一喝。いや二喝か三喝ぐらいあるか。

　そう言うⅥマキナさんも俺を勝手に自分一筋にしてるけど……

「クレス、アナタはアナタのすべきことをしなさい。他にすべきことがあるのでしょう？」

「っ！」

　そうだ。俺はクラリスさんを助けなければ。

　でも居場所が、まだそんなに遠くには行ってないと思うんだけど──

「っふふ、無駄です。わたくしの仲間には転移特化の能力者がいます」

「っな！」

「そう、魔族の方々は既に──」

　うそだろ……それじゃあ追いかけるのは……

「焦ってはいけませんクレス」

「でも……！」

「そこな年とし増ま女、アナタの言う転移特化の能力者とやら──実年齢は知りませんが見た目は完全に子供ではありませんか？　黒髪で純粋そうな」

「……それが？」

　図星。どうやら特徴は一致してるみたいだけど……

「では、もしやアナタの言うお仲間とは……」

　おもむろにⅥマキナさんは空間を殴り割る。まるでガラスが飛び散るかのような音が響く。

　そして本来干渉できないはずの場所、亜空間に手を突っ込み──

「──この少年だったりしますか？」

　Ⅵマキナさんが取り出したのは首なし死体だった。

「おっと失礼、頭部を見せないと判別できませんね────っと、コチラでしょうか？」

　また亜空間に腕を伸ばし今度は頭だけ見せてくる。

　切断された首元からは血がポタポタと垂れていた。

（……異世界人が持つとされる黒髪で黒眼の特徴そのまま）

　おそらく10代前半、しかもその少年にはおそらく一度会ったことがある。

「ダンジョンマスター……？」

「知っているのですか？」

「大賢者との一戦の時に後から来た子かなと……」

　あの少年は転移的な力を使っていた。

　決定的な証拠はないがたぶん同一人物、でもそれをまさか……

「実はここの近くを警戒している時、早々に見つけまして。なんだか怪しかったので近づいたところ攻撃を受けました。一旦ボコボコにしたんですが、苦しまぎれにワタシをテレポートさせようとしましてね。ふっふっふ、相性もあるんでしょうが脆ぜい弱じやくすぎる能力で笑ってしまいましたよ。楽勝の楽勝の楽勝でした」

　じゃあ通信ができなかったのは、違う次元で交戦してたからってことか。

「つまり──クラリスなんとか嬢はまだ王都にいる。おそらく馬車でも使って逃亡しているのでしょう。入口手前に停とめてあった馬車が一台減っていますから。また丁度死角になって見えませんが御者らしき者の死体もあり。死亡時刻から10分と経過してない様子。ズバリ馬車は誰かに奪われたばかり──と、ワタシは推理します」

　次元に干渉する能力者、ここ一帯の地理は現在進行形で把握し続けている。

「あなたは……」

「ワタシは世界にとって最上級の存在。裏でコソコソ悪事を働こうとも、この目を誤魔化すことはできない──」

　この世界には様々な神がいる。

　炎を司つかさどる、氷を司る、風を司る、そして──時を司る神も。

　そして時の神の名は『デウス・エクス・マキナ』。

　今こそ名は聞かないが、千年以上前にはかなりの信者を抱える大神であった。

　しかし時間や次元を操るその力はあまりに強大、最終的には他の神およびその教徒たちによって大迫害を受ける。神殿は燃やされ消失、信者も徹底的に殺さつ戮りくされた。

　時の神自身はなんとか生きながらえたが、負った傷はとてつもなく深かった。

「──ですが今度こそ、ワタシは自分の信者を守ってみせる」

　俺は、マキナさんが人間でも災厄でもないことを知っている。

　それでも一生懸命世俗に馴な染じもうとして、全然結果も出ないのに毎日布教を続けて、夢を追い続けていることも知っている。

　信者がいなくて──寂しいことも知っている。

「信者に明るき道を示すがワタシの役目、もうあんな想いは……」

　空気が──変わる。

「ワタシは滅びし神とその祭殿の映し身。時と次元を操るエクスマキナの神性を現す者。ここに格の違いを教えましょう」

　気温が変化したわけでも、天気が変わったわけでも、風向きが変わったわけでもない。

　それでも世界が騒ざわめく。

　また、あの神が顕現すると。




「──全拘束解放All purge、再起動re:start」




　ピアス、指輪、チョーカー、力を封じていた〝拘束〟が全て解かれる。

　まばゆい光がその全身を包みトランスフォーム。

　身体からだを中心に半透エネル明防ギーシ御壁ールドが円を描きながら回り、背後に複数の疑似砲門を構え、その両手には実体のない半透エネル明ギーブ刃レードを握る。失われし神造古代兵器たちがここに再建された。

「……奇怪なお姿、心が読めない時点で察してはいましたが人ではないようですね」

「然しかり」

「超常的な概念の化身、神宮を現実に擬人化したモノがあなたというわけですか」

「然り」

「神殺しの経験はわたくしにはないのですが、なかなかに面白そうな──っ！」

　しかし女は臆すことはなく、むしろ、

「──燕つばめ返し！」

　刀を振る動作はまったくなかった。

　いや、なかったというより速すぎて見えないのだ。

　三次元を越え四次元域にまで達する人技。

　本来の刀身の長さでは絶対に届かないはずなのに、その先端は瞬間移動したように目の前に現れて、

「次元障壁ex:barrier、展開shout」

「堅いっ……！」

「次元破砕砲台ex:barista、召喚展開samon shout」

　防ぐだけじゃない、１貰もらったのなら１００で返す。

　光が十字の紋印を描き、別次元に備えた兵器を現世にもたらす。

「──その身をもって敗北を知りなさい。砲撃発射full fire」

　轟ごう。

　流星の如ごとき一撃が全てを破砕する。

　夜ということ忘れさせるくらいの白光が辺りを照らした。

　建造物たちはミクロ単位にまで分解、粒子となって空くうに散る。

　衝撃は風を生み、砂さ塵じんを空高くまで舞い上げた。

「うぉぉ……」

「クレス、先も言った通りここはワタシが引き受けます」

　そうだ。でも手がかりが……

「悩むぐらいなら行動しなさい。走りながら考えなさい。辛つらくても進めばどこかに行ける。なにを正解とするかは結局のところ自分次第なのです」

「マキナさん……」

「心配は無用です。我が宗教に不可能の文字なし！　必ず成功するでしょう！　……根拠はないですけどね。ダメだったからって辞めないでくださいよ……？」

「最後の最後で頼りないことを──」

「己の務め、果たして来なさい」

「はい！」

　ここまで言われて奮起しない奴やつはいない。

　マキナさんに後を任せ、俺は強く地を蹴った。




「──少年は行ってしまいましたか」

　吹き荒れる砂塵、積み重なった瓦が礫れきの中からフラフラと出てくる女。

「しぶといですね」

「……ふっふっふ、生前ほどではないですよ」

　女がフラつくのはダメージ故ではない、ただ愛しき人が去ったことによる悲しさ故──

「ここまでの相手はあの二刀使い以来──」

　彼女が思い起こすは最強の剣豪といわれた人物、そして己に最期をもたらした者である。

「あなたのお名前は……なんと言うのです？」

「申し訳ないですが諸事情により名乗ることができません」

　あら残念、女はそう言った。

「っく、っくっくっくっく！　くっくっくっくっくっくっくっくっく！」

　そしてすぐ過呼吸かと思われるほど狂って笑う。

　仲間が死んだことも、災厄が現れたことも、想おもい人が去ったことも、かつての敗北も。

　それらは全て彼女にとっての快感。

　かつて七難八苦を求めた武将がいたが、困難こそこの剣客にとっては快感なのだ。

「ならこちらだけでも名乗っておきましょう──」

　言動はふざけながらも、長刀を構えるその様は経験と修練の蓄積。

　達人の中の達人、そしてここ一番の殺気が放たれる。

「わたくしは安土の時代、豊ぶ前ぜんの国にて生まれし者。そして岩流を生み出せし侍なり」

　異世界の極東にて誇るビッグネーム。

　その時代でも珍しい長刀を最期まで振るった。

　飛ひ翔しようする燕さえ屠ほふる超常の剣筋そのままに、転生したことによって至る新たな境地。

　その力量は災厄、いや神にすら──

「我が名は佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう、推して参ります」





※






　放つこと数百の大砲、神だからこそ持った圧倒的火力の応酬。

　そして片や抜刀を繰り出すこと数万回、光速の剣筋は劣ることなくむしろ加速していった。

　ランドデルク邸セレモニーホールの外。

　場所を移し本格化した超常概念と超人の戦いは苛烈を極めた。

　ただお互いにそれなりに負傷はすれど、致命傷はなし。

　それよりか周りの倒壊が凄すさまじい。

　彼女たちが把握しているかは怪しいが既に中にいた来賓たちは退避を完了。

　幸運なことに、現在のところこの戦いでの死者はゼロであった。

「……ふぅ、ここまでですかね」

「逃げるのですか年とし増ま女」

「あなたの方が年上でしょうに」

「見た目はワタシの方が若いです」

　両者ともにまだまだ余裕、戦える余地はあるが……

「どうやらあなたを討ち取るにはまだ早い……そう思ったのです。できないこともありませんがいかんせん、失うモノも多い」

「ほう、狂人が保身を選ぶのですか」

「あなただってそれだけの力、代償はあるのでしょう？」

「…………」

　神が力を行使するのもタダではない。

　これは基本的に信仰心を対価とするが、信者がいないマキナには制約が多い。

「ここは引き分けとしませんか？　もちろん──次は本気で死合いましょう」

「……了承します。この一戦、ドローです」

「ふっふっふっふっふっふっふ」

「気色の悪い笑い方をしないでください」

　別れの言葉は特にない。

　２人は数秒間視線を交わした後、マキナは一瞬で消え、侍は闇に溶ける。

　神と侍の戦。その結末は平行線を辿たどるのだった──





※






『──近づいてきたわよ！』

　声は脳裏から、異能たるエルがサポートをしてくる。

　そう、俺は攫さらわれているクラリスさんの現在地を把握できたのだ。

「やっぱ馬車は速いな……！」

　マキナさんの予想通り、魔族は撤退手段に馬車を選択していた。

　だが位置が分かっている以上逃すことはない。

　ちなみにどうやってこの広い王都の中、クラリスさんをピンポイントで見つけたかというと、それはほんの数分前の閃ひらめきがキッカケ──




「（くそ、クラリスさんの場所が分かればいくらでも……）」

『……ん、そういえばあの女にあげた髪留め』

「（髪留め？）」

『調査のためにクレスの魔力を乗せといたんでしょ？　５人目の勇者に少しでも近づこうとやったあの狡ずるい一手よ』

「（あ……！）」

　あれはクラリスさんを追跡するためのもの。

　本来は監視の意味を持って渡したが──

『そうとなれば索敵をすぐ始めるわ！　魔力を勝手に使っても文句ないわね？』

「（きょ、協力してくれるのか!?）」

『はぁ!?　当たり前じゃない』

「（でも他の女がどうとかって……）」

『そんな器小さくないですー！　それにあの宗教女に……失敗したなんて言ったら笑われるじゃない！　それはむかつくから嫌よ！』

「（エル……）」

『術式展開。索敵開始。さぁ集中しなさい、クレスの魔力を付着させた髪留めの反応をそのままダイレクトに脳に送るわよ』




　……そんなことがあってクラリスさんの位置は完全把握の追跡中。

　最高の異能あいぼうがいたからこそできること。

「──エル！　良い感じに強化魔法を付与してくれ！」

『雑な注文ね……でもいいわ。２秒後に無属性強化を身体全面に付与開始、心臓への負荷とラグに注意しなさい』

「りょーかい……ッ！」

　駆ける。駆ける。駆ける。

　馬車が通ることができる大通りに沿うように、魔力の痕を追いながら駆ける。

　しかしただ走るだけでは追いつけない。エルの協力のもと全力走行と空中飛翔。

　道を行くのではなく、屋根と屋根を飛び越え常に最短ルートを選択する。

『クレスの魔力を完全に捉えた。距離２００！』

「近いな！」

『このままのペースでいけば街中で追いつけるわ。どうする？　あえてこのまま泳がせて外に出たところで抑える？』

「いいや中で仕留める！」

　正直外にまで行かせる精神的な余裕はない。

　本来であれば転移の異能を持つあの少年が逃がす算段をしていたのかも。

　これもマキナさんが大きな仕事をしてくれたお陰──

「足場！」

『生成するわ！』

　最短も最短、屋根すらなければ氷で空中に橋を作る。

　眼下にはまばらだがまだ人が、高さも相まってかなり小さく見える。

　そして、




「──見つけたぞ！」




　少し先に異常な速さで飛ばす一台の馬車の姿が。

　対し俺は暗闇の中、屋根上をこのスピードで走行。

　時には凍こう上じようを、開いた距離をジリジリと詰めていくが──

『魔力反応！　攻撃来るわよ！』

　俺の追跡を一般人や一介の騎士が気付けないのは当然。

　ただ相手は結構なやり手、やはり追われているのに気付いたようだ。

「ッチ、細かい魔法をちょこまかと……ッ！」

　迫り来る魔弾の乱打乱打乱打。

　数を出してくる割にはなんだかんだ威力も結構あるし。

　防ぐとどうしても速度が下がる──面倒極まりない！

「エル！　一気に行くぞ！」

『大賛成！　そういうの最っ高よクレス！』

　なら……

「時は」『凍る』

『「絶ジ・ア氷ブソリ界ユート──！」』

　世界という概念を凍らす。

　これを大賢者の時よりも何倍も何倍も広範囲で展開、それは王都全てを飲み込むほど。

　微妙な範囲だと魔力の大きさで『絶エター氷ナル』の存在を知らせることになる、だが全てを一瞬で凍らせれば気付くも気付かないもないだろう。

　今この時、俺とエル以外のなにもかもが等しく凍り付くのだ。

『範囲が範囲！　10秒がリミットよ！』

「それだけあれば追いつける！」

　まばらにいる人々も彫刻のように動かない。

　追いかけていた馬車、あれだけ出ていたスピードはゼロとなったわけだ。

　ここはもう、俺だけが動くことのできる世界──




「なんなんだあの男は！　どこまでも追いかけてくる！」

「騎士ですかな!?」

「分からん！　弟！　もっとスピードを飛ば……」

「ん、どうしましたぞ!?」

「消えた。突然奴が消えた……」

「倒したのでは!?」

「いやまるで──」




「──瞬間移動したみたい、か？」




「「なっ!?」」

　時が止まった10秒の間に、俺は既に馬の上に立つまでに。

　目の前にいるってのにマヌケな会話をしてるな。

「じゃ、もう止まっとけ！」

　馬と車体を繫げる所に手を接着、一気に車体全てを凍らせる。

　また車輪を通じそのまま道どう路ろにも凍化を。路を巻き込んで全てを凍結させる。

　木目の素材は全て銀色に塗り替えられた。

「っく、弟よ──！」

　貴族の皮を被かぶった魔族。

　兄弟かなにか知らないが、一番近い弟っぽい方の首元を強引につかむ。

「──凍結フリーズ！」

「ぬぐ!?　ああ、に、じ、ゃ、あぁぁあぁぁ……」

　瞬間冷凍。

　鷲わし摑づかみにした喉を起点に男を氷の彫刻へと。

　そしてそのまま一気に……

「──ふんっ！」

　瞬間破砕。

　氷の人形を一発で砕く。粉々に砕くのだ。それこそ玩具おもちやを壊すように楽々と。

　慈悲は一切ない──っ！

「おとう……」

「今度はお前だ！」

「こんなところではっ！」

　氷剣を生成し今度は斬首を、しかしコチラは防御陣をすんでで挟みこまれた。

「まだまだ！」

　一太刀防いだからなんだって話。

　追撃、追撃、追撃、追撃──！

「変身解除！」

「ッツ」

　視界が眩くらむ。その間にも兄者と呼ばれていた魔族は元の姿に。

　八重歯が鋭利に変貌、蝙蝠こうもりのような二翼も出現。

　……いよいよ正体を見せたわけだが、

「こんなところでは終わらぬのだ！」

　魔族は反撃するのではなく、凍って動きを止めた馬車自体を破壊。

「クラリスさんっ！」

　そして誘拐していた彼女を抱え外に飛び出す。




「────動くな！」




　……ガッツリ人質を獲とられた。

　俺だって本当はクラリスさんをまず助けることを優先したかったさ。

　だけど時間を凍結させた都合上、あれが最善だった。

　弟を殺せばてっきり退散か、激高して一騎打ちでもしてくれるかと思ったが……

「やってくれたな人間」

「……どの口が言う、先に仕掛けたのはあんたらだろう」

　まず手短に状況確認。

　馬車を使っている時点で転移系統の魔法を使える可能性は低い。

　クラリスさんの意識はある。ただ手足と口を縛られ行動不能。

（……あと厄介なのは観衆が寄って来てることかな）

　夜中だろうと魔法をぶっ放してたんだ、そりゃ注目も集める。

「（エル、世界凍結は？）」

『さっきあれだけの広範囲でやったんだもの当分は無理。範囲を限定しても魔力の再充じゆう塡てん完了にはあと15分はいる。それにこんなに人がいるんじゃねぇ……』

「（俺の正体がバレること、どうでも良かったんじゃ？）」

『だ、だって……こ、ここまで頑張って来てたし。そりゃ少しは……って！　とりあえずラストの敵をなんとかしなさいよ！』

　と、言われても。

　人質を獲られたのはすげぇ痛い。

（せめて一瞬の隙を生めれ──あ！）

　閃ひらめく──打開策を。

　……いや閃くってほどでもないか。使えるモノを当たり前に使うだけの話だ。

「（エル、準備を進めろ！）」

『また無茶するわねぇ。でも了解』

　そうとなればなんとか会話で繫げ、発動を間に合わせなければ……

「尋ねよう人間、貴様何者だ？」

「……ただの学生だよ」

　本来であれば無言を貫き、さっさと殺せばいい場面。

　だが時間を稼ぐという意味でも、聞かれたことに応えるしかない。

「ただの学生？　噓うそをつくな！　人間は誤魔化せようと、魔に秀でたオレたち魔族を騙だますことはできない！　しかも強い神性……のようなものも感じる。どこかの神が肩入れしているな？」

　……姫様ですら〝神の影〟には気付かなかったんだけど。

　流石さすが魔族、まぁコイツが単純に優秀だってのもあるんだろうが。

「答えろ！　コイツがどうなってもいいのか？」

「ん！　んんんーん！」

　なに言ってるのか分からないですよクラリスさん。でもこれは──

「確かに、俺は……とある神の加護を受けている」

「真名は？」

「銀を司つかさどる戦女神」

「まさか……」

「銀神、エルレブン」

「──！」

　露骨なリアクションありがとう。

　そしてこれはクラリスさんにも観衆にもバレたわけだ。

　まぁ加護なんかじゃなくて、本当は異能として本体がそのまま繫つながってるんだけど。

　それが露見しないだけまだマシだ。

「あの荒あらぶる軍神の加護を受けるとは、道理で氷属性の格が違うわけだ」

「……」

「その力量はかの『９番目の災厄』には遠く及ばずとも一級であることに違いなし。よくもまぁ無名でやりおおせていたものだ。それとも貴様たちは知っていたのか……？」

「んー！」

「女も知らないとな。……それだけの加護がありながら仲間にすら申告をしていない。いや仲間と思っているのかどうかも……貴様やはりオカシイぞ。怪しいぞ。疑わしいぞ」

　核心にドンドン近づいて来るが、ポーカーフェイスを崩すことはできない。

「弟の仇あだを取ろうにも、こうも派手に事を起こしては騎士たちが駆けつけるのも時間の問題。今回は敗北を認め、この貴族の女を連れ去るとし──おっと動くなよ。手足ぐらいであれば切断は許可されているんだ。彼女に苦痛は味わわせたくないだろう？」

「っ」

　クラリス・ランドデルクはこの勇者監視任務において、最悪いなくても良い人物である。

　彼女が死んだとしても、俺の正体がバレなければ任務は続行できる。

　正体がバレるくらいなら、無理して助ける必要はない。

（だけど、だけどさ──）

　走馬灯のように脳裏を駆ける、彼女と過ごした短くも波は瀾らん万ばん丈じようの日々。

　オペレーションＭＫＫだなんてバカな作戦を立てて、作戦会議を昼休みにして、飯もらって、それでお父さんと一緒に戦って、クローゼットでおっぱい揉もんで。

　色々やった。これだけでも楽しかったさ。

　でも……

「まだ一緒に踊るって約束は果たしてない──ッ！」

　一瞬──だが隠していた魔力をほぼほぼ解放する。

　青銀の粒子が辺り一帯を支配、銀色の世界が垣かい間ま見みえることに。

「っお、おかしなことをするな！　この女がどうなっても──」

　人質を獲られていて不利など百も承知。

　だからさっきから無理に苦しんで、隠していたことも喋しやべって、ずっと待ってた。

「──接続リンク！」

　周囲一帯にまき散らした輝く魔力。

　まるで小さな星と星がいくつも繫つながり星座を描くが如ごとく。

　俺の手から、宙へ、宙へ、そしてクラリスさんの髪に付いたその髪留めへ。

　これが──一本の線となる！

「氷魔法、分点展開！」

「っな!?」

　監視と調査のためのプレゼントは、ここに来てより大きな役を。

　俺の魔力を宿した金属、それはシンプルに考えれば魔法陣の原点と同じ。

　つまり──！

「氷槍ランス、発射！」

　そこから放てるありったけのものを。

　学生では絶対に使えないはずの、分散点から魔法を行使するという超高位技術で──

（もう優秀な学生ってだけじゃ済まされないな……！）

　今後どんな風に扱われるかは分からない。より素性を調べられるかもしれない。

　それでも俺は戦うことを選んだ。

　懐に抱えた人質、その髪飾りからまさかの不意打ち、これには魔族も反応しきれない。

「ッ！」「っきゃ──！」

　突き刺さる氷製の槍やり、苦く悶もんの声を上げる魔族の男。

　喰くらったその拍子にクラリスさんは地に落下、同時に口を押さえていた布が取れ小さな悲鳴が聞こえるようにも。

「──氷壁ウオール！」

　駆けつけるのではなく、すぐさまクラリスさんを円で囲むように壁を生成。

　半球ドーム状にして完全隔離、もう外から手出しをできないようにした。

「これで心置きなく──」




「お前を殴れるな！」




　周り一杯に散らした魔力はエルがかき集めてくる。

　そしてこの手一点に集約──！

「き、きさ、ま」

「じゃあな！　弟と一緒にあの世に行っとけ！」

　死は平等に訪れる。

『充塡バッチリ！　拳固く握って、しっかりぶちかましなさいクレス！』

　もやは障害はなし、少し露見はしたがしょうがない！

　遂ついにやってくるフィニッシュにエルも歓喜の声を上げる。

　グッと、グッと溜ためた右拳を……！
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「よし……」

　踏み出す右足、魔力も体重も想おもいも全部乗っけて、

　カッコいい技名も特にない。




「ただぶん殴る──ッ！」




　振りかぶった拳は奴やつの頰ほおに深々と突き刺さる。

　そしてそのまま、衝撃と共に溜めていた魔力を一点に注ぎ込む。

「ッガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　自分とはまったく異なる型の魔力。

　拒否反応を示しても無理やり体内にねじ込んでやる。

「ガァァァ、ガ、ァァァ、」

　悲鳴は段々と薄れていく。

　体内に流れる血液は俺の魔力がビッシリ浸透、身体からだを瞬く間に氷化させる。

　ついに魔族は巨大な氷塊となって──その生に終わりを告げる、が！

『最後の最後はド派手に行こうじゃない！　私からもハイおまけ──ッ！』

　凍り付いた魔族の男にエルが追加で特大の魔力を注ぎ──

『Melt out of Ice──ってね』

　轟ごう。

　溜めきれなくなった魔力がついに内部で爆発。

　氷塊は小さな欠片かけらとなって四方八方に吹き飛ぶことに。

（やりすぎだって……！）

　急いで氷壁ウオールを展開し周りへの被害を最小限に抑える。

「ふぅ……」

『これにて一件落着ね』

「まぁね。ただ壁を作って抑えたにしろ──」

　割と建物に損害が出ていることが見て分かる。

　後で偉い人に怒られることになりそう……

　あとは事情聴取なんかも……

　けど、

「──ヒロインは無事に救えたから、一応ハッピーエンドにはなるのかな」





※






「──踊るの上手うまいですよねクレス君」

「──そうですか？　というか曲が流れてないんでよく分かんないです」

　両手を繫つなぎ、足を交差し。

　今日やるべきあと１つのことを。

　それは──踊ること。

　月明かりに照らされ、俺はクラリスさんと緩やかなダンスをしていた。

「ただギルド本部の屋根上でっていう……」

「単純な高さだけで言えば、ここは王城の次に高いですよ？」

「高けりゃいいってもんじゃ……流石メンタル最強系ロマンチスト」

「メンタル最強系は余計です」

　俺は魔族を倒した後、騎士団が来るのを予期してクラリスさんを拉致った。

　言い方は悪いけど、近くの人たちに『心配無用』と騎士たちに伝えるように言っておいた。一応俺の学生手帳なんかも渡したりして。

　まぁそれで許されるはずもないんだろうけど、今日のうちに踊るためだ。

「でもカッコも決まらないし……」

「クレス君、胸の部分丸見えですもんね」

「ガッツリ斬られたから……って、そんな笑わないでくださいよ！　俺だって恥ずかしいんですから！」

　こんな感じで楽しく踊ってる。

　俺はともかく、さっきまで攫さらわれてた女性がソレをできるって。

　やっぱりメンタルが強いからだとしか思えない。

（ただ魔族がクラリスさんを狙った理由は分からず終じまい。クラリスさん自身も知らないみたいだし……）

　これもまた新たな調査項目の１つになりそうだ。

「んー音楽があればもっと乗れるんですけどねー」

「たまにはこういうのも風流があって良いと思います。私はとても楽しいですよ。こんな場所でこんな風に、こんなシチュエーションで踊るのは初めてなので」

「シチュエーションはともかく、楽しいってことには同意します」

　クラリスさんは変わり者だな。

（あとマキナさんの方も、無事に一段落ついたみたいだ）

　足止めをしてくれた大先輩。さむらい？　とやらを倒せたかは不明だが、魔力の反応はあるので無事に現場から離脱はできたようだ。

　つまりソッチはソッチで無事に幕を降ろしたと。

（ちゃんとお礼しないとな……）

　これは布教の手伝い１００回分くらいにはなるかも。

「──クレス君」

　クラリスさんが軽やかにステップしていた足を急に止める。

　月が照らす白のドレス、それを纏まとう美しい女性。

　改めて立ち止まって見るクラリスさんは──今までで一番綺き麗れいだった。

「……クラリスさん、なんだか今までで一番清すが々すがしい顔してますね」

　可愛かわいいとか綺麗とかじゃなくて──輝いてる。

　キラキラキラキラ、眩まぶしく輝いてるんだ。

「そりゃ帰って無事を伝えることもなく、男の子と楽しく踊ってるなんていう大悪事をしてますから。こんなのドキドキとワクワクが止まらないです」

　それは後で一緒に怒られましょうか。

「で、ここで１つ、改めて聞きたいことがあります」

「はい」

　クラリスさんが足を止めた理由、それはもう分かってる。

　俺の──真意を尋ねるためだ。

「クレス君は、ＭＫＫ作戦を達成しましたか？　つまり、本当に私と結婚をしても良いと思うようになりましたか？　本気の本気で、私を愛するようになりましたか──？」

　静かに、されど強く。

　その瞳からは一つの覚悟を感じられた。

　ここは……いや、もう保身を考えるのは止やめよう。

「俺は、クラリスさんのことが好きです」

「はい」

「でもそれは貴女あなたが言うものとは違う。俺の好きはあくまで先輩と後輩、仲の良い友人として。だから……愛しているというのは、違うと思います」

　つまり、ＭＫＫ作戦は失敗である。

　本気で貴女と結婚をしたいとは……未いまだ思えない。

「……そうですか」

「ごめんなさい」

「いいえ、謝ることはないです。もともと私が半ば強引に誘ったようなものですし。ただクレス君はＭＫＫは達成できなかったと言いましたが、」

「？」

「実は、オペレーションＭＫＫは成功しているとも言えるんですよ。いや、大成功をしているんです！」

　それは結婚を先延ばしにできたということで……あ、違うのね。

　見透かしたように指を左右に振られる。

　そういうことではないらしい。

「で。その大成功と言った理由は……」

　不思議そうに待つ俺、それを見てクラリスさんは笑った。

　とても朗らかに、なんでもないように、楽しそうにして、堂々と言葉を放った。




「だって私、マジでクレス君に恋してますもん！」




「それは──ん！」

　一瞬の不意を突かれたその時、

「……っと、キスのお礼です。私の初めてを貴方あなたに捧ささげます」

　柔らかな唇がゆっくり触れた。

　それは本当に僅かな時間、瞬く間に起きたこと。

　呆ぼう然ぜんとする俺ににこやかな笑みを浮かべながらクラリスさんは言った。

「これからもよろしくお願いしますね、クレス君」

「………俺は凄すごい人と知り合ったな」

　マジでＭクレスにＫ恋してますもんＫ、か。
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　これは一本取られた。

　流石さすがロマンチスト、敵かなわないな。

　じゃあ俺も改めて、







「──これからもよろしく。クラリス」
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　こんにちは、東雲しののめ立りつ風ぷうです。




　今回の話はクレスと『生徒会長』クラリス、そして『６番目の災厄』マキナの３人にスポットを当てた感じになりました。




　作中で『ＭＫＫ作戦』なるものが出てくるのですが、なんとなーく元ネタのゲームがなにか分かった人もいるかもしれません。有名な作品ですし。ちなみにボクはマルさんと林りん冲ちゆうが好きです。基本的にはお姉さんっぽいキャラ（年上キャラ）がタイプですね。

　ただソレっぽいことを言っていますが、美少女ゲームを真剣マジにやり始めるようになったのは最近も最近です。ボクは超初心者なので、とりあえず『名作』と呼ばれるモノを手当たり次第にやっているんですが、いやはや面白い。やはり歴史があるコンテンツなので奥が深いなと痛感してます。もしオススメがあればツイッター等で是非教えてください。




　これも余談になりますが、ボクのペンネームである「東雲」というのも、実は美少女ゲームの１つから取ってきています。それが『恋と選挙とチョコレート』というゲーム。作中に『東雲皐さ月つき』というヒロインが出てきまして、アニメで初めて彼女を知ったんですが……正直一ひと目め惚ぼれでした。もちろんゲームもやりました。ビジュアルだけでなく、東雲さんの人柄や目標を知りより好きになりました。あと彼女はシナリオ上、主人公にとって「ヒロイン」であると同時に「ライバル」でもあるんですが、そんな表面上は敵対関係の２人が何千人もいる生徒たちの前で堂々と交際宣言をしたのは超クールでした！

　自分史上トップクラスに好きで、忘れることのできないヒロインである東雲皐月さん。そんな彼女にあやかって「東雲」を名乗りました。別に婿入りしたくて付けたわけじゃないです、ほ、本当ですよ……？　あ、名前の「立風」は本名をもじっただけです。




　今作が発売されるのはおそらく８月。夏本番の時期だと思っています（あとがきは６月に書いてますから）。ボクは初めて『夏コミ』に挑戦しようと考えていまして、ちなみに冬コミの経験もありません。コミケはマジで『人生初』なんです。噂うわさによると会場は『戦場』だとか、しっかりと装備を整え……って、自分ソロだし、まずは仲間集めが先か……

　でも今年の８月（夏）は色々と感慨深いんですよねー。大きくいえば「平成最後の夏」ですし、個人的なことを言えばラノベ作家を目指すキッカケとなった『緋ひ弾だんのアリア』も10周年を迎えたりと。色んなことの節目になるなぁって感じですね。




　ダラダラと書きましたが、そろそろ締めましょう。

　まずはこの本を手に取ってくれた読者の皆さんに謝辞を。数多あまたの作品の中から今作を見つけてくれたことに感謝感謝です。

　そしてイラストレーターのあれっくすさん。毎回ザックリな注文に対し完璧に応えてくれてなんとお礼を言ったらいいか……。とりあえずツインテ・クレス可愛かわいかったです！

　担当の神かん戸べさん、編集・アドバイス等ありがとうございました！　それと２巻を完成させるまでに何度も『〆切破り』をし、迷惑をかけてしまって申し訳ありませんでした……。マリアナ海溝より深く反省しています。これからの〆切りは絶対守ります（）。











２０１８年６月吉日　東雲立風


















電子書籍特典　書き下ろし短編『アウラ、脱走するってよ』







「──ではこれより定例会を始めます」

　災厄のナンバ数字ーズのアジト、その一室。

　円卓状に設けられた席の数は10、ただし腰掛けるものは４人だけとえらく寂しい。

　ボスであるⅠエリザ、進行役のⅡセローナ、クレスの相棒Ⅴアウラ、そして発明の魔女Ⅶストレガ。

「見事に赤一色だ」

「まぁ男性の方々は全員が任務──」

「というわけでがないがな」

「アハハ……」

　ボスたるエリザはメンバー全員の動向をほぼ把握している。つまるところ〝私用〟で定例会に参加しない者もいるのだ。

　セローナもそれが分かっているからこそ苦笑いを浮かべる。

「ストレガ、お前はこの状況の方が楽しそうだがな」

「え？」

「私のような美人や可愛い女の子が好きなんだろう？　今回の円卓は女の子パラダイスで──」

「いやいやボスー！　ウチだって流石にゴリラ美人は勘弁し、ングハ──ッ!?」

「悪い。誤ってボディーブローをしてしまった」

「ん、んなわけ、が……、目の前に瞬間移動してきたくせ、に……」

　２人の間は少なくとも拳が届く距離ではない。明らかに故意だ。

「乙女にゴリラなどと言うからだ」

「っぷぷ、乙女って、ボスさー、歳いくつだと──」

「どうやらまだ私の拳を味わいたいらしい」

「ウソウソウソ！　ちょっと冗談で言っただけ！」

「はいはいお二人とも、一旦落ち着いてください」

　熱くなる前に仲裁するセローナ。

「喧嘩をするとだいたい施設も壊れるんですから。ま、直すのは毎回ストレガさんなんですけど」

「それ！　なんでいつもウチなの!?」

「直せる技術を持った人員が現在ストレガさんしかいないからです。いつも暇なんだからいいじゃないんですか」

「せ、セローナも大概酷いこと言うよねぇ……」

　めった打ち状態のストレガだが事実なのだから仕方ない。

「それにしても……」

　エリザの表情が真剣味を帯びる。視線の先には──

「アウラ、なんだかお前、やけに大人しくないか……？」

　クレスの相棒であるアウラ・サンスクリットが静かに座す。

「そうですね。あ、もしかしてお腹でも空きましたか？」

「いえ。活動に必要なカロリーは十分摂取してあるので問題ありません」

「「え」」

　エリザとセローナの声が重なる。

（（あのいつもお腹を空かしているアウラが〝問題ありません〟だと──!?））

　しかも喋り方もえらく理知的、まるで人が変わったようだ。

「……アウラ、体調が悪いようなら休んでいていいぞ」

「健康状態に異常はありません。休息は必要ないと判断します」

「そ、そうか」

　彼女らしくない言動に若干タジタジになるエリザ。

「（セローナ、アウラの様子おかしくないか？）」

「（変ですね。アウラさんはこんなに頭が良い人ような喋り方はしません）」

「（確かめてみるか……）」

　アウラといえば良くも悪くも『アホ』な人物。

「……アウラ、問題を出す。それに答えろ」

「ハイ」

　エリザはゴホンと一つ咳払い、

「クレス君はエリザお姉ちゃんに頼まれ、お遣いに行きます。財布には１０００ビルス。１個１００ビルスの果実を３つ買ったとき、手元に残るのは何ビルスでしょう？」

「７００ビルスです」

「「（──せ、正解している!?）」」

　エリザとセローナに衝撃走る。

「……で、では私からも」

　今度はセローナから、アウラの前に紙とペンを置く。

「問題！　４２５６＋２５６２の答えはいくつにな──」

「６８１８です」

「即答!?　しかも紙を使わず暗算で!?」

　──ここでエリザは確信する。

「お前はアウラではあるまい──ッ！」

　一閃。エリザの拳がアウラの顔面へ走る。

　それは避けられることもなく直撃、同時に機械が壊れるような音が。

「……金属ゴーレム？」

　吹っ飛んだ頭部、首からは魔力を伝達するためのコードが何本も飛び出る。

　──偽物だ。しかもこれほどのゴーレムを作れるのは……

「さ、さーて、ウチは忙しいし、そろそろ研究室に戻ろーっと」

「　待　て　」

「な、なにー、エリザちゃん？」

　足早に立ち去ろうとするストレガを引き留める。

「……お前だな、アウラの偽物を作ったのは」

「い、いやー、なんのことだかサッパリー」

「ならまずは身体に聞くとしよう」

「ま、まま、待った！　話す！　作ったのは確かにウチで……はい、私でございます」

「理由は？　アウラは今どこにいる？」

「あ、アウラちゃんは、クーちゃんのいる王都へ……」

「「ハーレンス王国に!?」」

　監視任務中のクレスの元へ向かったと言う。

「う、ウチだって脅されて替え玉作ったんダヨ!?　別にコスプレ色々してもらうことを条件にとか！　報酬としてエッチな写真撮らせてもらうとかもないから！」

　エリザ、鉄拳。

「ぐあぁぁぁぁぁぁぁ！　いったあぁぁぁぁぁい！」

「自業自得だ。しかしクレスに会いにか……」

「エリザさん、これマズイかもですね……」

「クソ、もっと高い頻度でアウラと会っていれば多少気付きもしただろうが」

「とりあえずクレス君に連絡、他の数ナンバ字ーズにも捜索願を出します」

「ああ。一回目の報告書でクレスに気をつけろと忠告をされていたのに……甘かった、まさかこの早い段階で内部に裏切り者がいるとは」

「裏切り者とは失礼な──って、イッタタタタタタタ！」

「しかもこんなに精巧なゴーレムを作って、死ぬ覚悟はできているな？」

「いや正直に言ったら許してくれるって……」

「そんなことは一言も言ってない」

「へ」




　ここでまた一つ、ストレガの頭には大きなたんこぶができた。
















カバー・口絵・本文イラスト／あれっくす

デザイン／草野剛










この世せ界かいで９番ばん目めぐらいな俺おれ、異い世せ界かい人じんの監かん視し役やくに駆かり出だされました２




【電でん子し特とく別べつ版ばん】








東雲しののめ立りつ風ぷう
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